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第１章 調査の概要 

 

１ 調査の目的 

 

教育・保育・子育て支援に関する利用状況や今後の利用希望等を把握し、お子さんが健やかに成長で

きるまちとなるよう、更なる子どもと子育て家庭の支援の充実を推進する小金井市子ども・子育て支

援事業計画である「（仮称）のびゆくこどもプラン 小金井（第２期小金井市子ども・子育て支援事業計

画）」（平成 32 年度から平成 36 年度）を策定するための基礎資料とすることを目的に調査を行いま

した。 

 

２ 調査対象者 

 

 （１）就学前児童の保護者 

・住民基本台帳から無作為に抽出した 2,000 人 
 

（２）就学児童の保護者 

・住民基本台帳から無作為に抽出した 1,500 人 
 

（３）中学校・高校年代の保護者 

・住民基本台帳から無作為に抽出した 1,250 人 
 

（４）中学校・高校年代の青少年 

・住民基本台帳から無作為に抽出した 1,250 人 

 

３ 調査期間 

  

平成 30 年 11 月 15 日～12 月 5 日 

（調査対象者の方全員にお礼状と未記入の場合の送付をお願いした関係から、調査票の最終締切は

平成 30 年 12 月 31 日消印有効とした） 

 

４ 調査方法 

  

郵送による配布回収 

 

５ 配布数と回収状況 

 

 就学前児童保護者 就学児童保護者 中・高生年代保護者 中・高生年代青少年 全体 

配布数 2,000  1,500 1,250  1,250  6,000 

回収数 1,089 782 582 395 2,848 

回収率 54.5% 52.1% 46.6% 31.6% 47.5% 
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６ 調査結果の表示方法 

 

○ 集計は、小数点以下第２位を四捨五入しています。したがって、数値の合計が 100.0％になら

ない場合があります。 

○ 回答の比率（％）は、その質問の回答者数（n 値）を基数として算出しています。したがって、

複数回答の設問はすべての比率を合計すると 100.0％を超える場合があります。 

○ 本文や図表中の選択肢表記は、語句を短縮・簡略化している場合があります。 

○ 本文中で、比率の比較をする際には、ポイント（小数点以下第２位を四捨五入し、小数点第１ 位

で示しています。）と表記しています。 

○ クロス集計については、原則として「無回答」を除いています。また、「その他」や回答者数が

少なく統計上有意でないと判断した項目などは適宜除外しています。 

○ クロス集計結果についてのコメントは、回答者数が少なく、統計上有意でないと判断した項目

については省略しています。 
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第２章 調査結果 

 

Ⅰ. 就学前児童の保護者調査 

 

１ 回答者属性 

 

お住まいの地区はどこですか。（１つに○） 

  

アンケート回答者のお住まいの地区割合は右

のとおりとなり、平成 30 年 12 月 1 日現在の

住民基本台帳による 0 歳から 6 歳の地区別人口

割合と同等割合となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜参考＞ 

住民基本台帳による町別（０歳～６歳）人口 （平成 30 年 12 月 1 日現在） 

町 名 東町 梶野町 関野町 緑町 中町 前原町 本町 桜町 貫井北町 貫井南町 合 計 

０～６歳 

人口（人） 
896 724 77 1,018 715 866 999 280 932 830 7,337 

割合（%） 12.2% 9.9% 1.0% 13.9% 9.7% 11.8% 13.6% 3.8% 12.7% 11.3% 100.0％ 

（出典）小金井市ホームページ 市勢データ世帯と人口 平成 30 年 12 月 1 日現在 町丁別年齢別人口より 

割合は独自計算 

 

お子さんの生年月を記入してください。（数字を記入）（平成 30 年 12 月 1 日現在） 

 

アンケート回答者のお子さんの年齢割合は右

のとおりとなっています。なお 6 歳児について

は、本アンケート対象が未就学児を対象として

いるため、割合が少なくなっています。（6 歳

児でかつ就学児童は対象外） 

 

 

 

＜参考＞ 

住民基本台帳による年齢別人口 （平成 30 年 12 月 1 日現在） 

年 齢 0 歳 1 歳 2 歳 3 歳 4 歳 5 歳 6 歳※ 合 計 

人口

（人） 
1,047 1,080 1,063 1,109 1,034 1,050 975 7,358 

割合

（%） 
14.2% 14.7% 14.4% 15.1% 14.1% 14.3% 13.3% 100.0％ 

※6 歳は小学生を含む 

（出典）小金井市ホームページ 市勢データ世帯と人口 平成 30 年 12 月 1 日現在 町丁別年齢別人口より 

割合は独自計算    

  

12.2%

9.5%

0.6%

14.4%

10.0%

11.8%

13.6%

4.3%

12.6%

10.7%

0.4%

0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

20.0%
アンケート回答

住民基本台帳人口

０歳

14.3%

１歳

18.4%

２歳

16.4%
３歳

15.9%

４歳

14.4%

５歳

16.3%

６歳

3.0%

無回答

1.3%

n=1,089

n=1,089 



第２章 調査結果 

6 

 

お子さんのきょうだいは何人いらっしゃいますか。宛名のお子さんを含めた人数をお答えください。（数字

を記入） 

 

 きょうだいの人数について「２人きょうだ

い」が最も多く、47.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 また、きょうだいが 2 人以上の場合、回答の

対象となるお子さんが末っ子である割合は

64.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

お２人以上のお子さんがいらっしゃる場合、末子の方の生年月を記入してください。（数字を記入） 

  

年齢毎の末子の年齢割合は以下のとおりとなっています。 

 

【6 歳】             【5 歳】             【4 歳】 

 
 

【3 歳】             【2 歳】 

 
 

 

 

  

31.3%

50.0%

18.8%

0.0%

0.0%

0.0% 50.0% 100.0%

４歳

３歳

２歳

１歳

０歳

n=16

2.0%

28.6%

69.4%

0.0% 50.0% 100.0%

２歳

１歳

０歳

n=49

33.8%

30.9%

20.6%

14.7%

0.0% 50.0% 100.0%

３歳

２歳

１歳

０歳

n=68 3.9%

31.4%

35.3%

29.4%

0.0% 50.0% 100.0%

３歳

２歳

１歳

０歳

n=51

8.1%

91.9%

0.0% 50.0% 100.0%

１歳

０歳

n=37

1人

38.2%

2人

47.4%

3人

11.8%

4人以上

2.2%

無回答

0.4%

n=1,089

末っ子

64.4%

末っ子以外

35.4%

無回答

0.1%

n=669
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この調査票にご回答いただく方はどなたですか。お子さんからみた関係でお答えください。（あてはまる番

号すべてに○） 

 

 調査票の回答者について「母親」が最も多く

86.3％となっています。また、「母親と父親」

と回答した方は 4.0％となっています。 

 

 

 

 

 

この調査票にご回答いただいている方の配偶関係についてお答えください。（１つに○） 

 

 調査票の回答者の配偶者の有無について「配

偶者はいない」と回答した方は 1.1％となって

います。 

 

 

 

 

 

 

お子さんの子育て（教育を含む）を主に行っているのはどなたですか。お子さんからみた関係でお答えく

ださい。（１つに○） 

 

お子さんの子育てについて、「父母ともに」が

最も多く 53.5%となり、「主に母」が 45.2%と

なっています。 

また、平成 25 年度調査と比較すると、「父母

ともに」子育てを行っていると回答した方が

4.6％増えています。 

 

 

 

 

 

 

 なお、お子さんの年齢別における子育ての主

な方についての割合は、年齢別で特に大きな差

異は見られていません。 

 

 

 

 

 

  

母親

86.3%

父親

9.4%

母親と父親

4.0%

その他

0.1%
無回答

0.2%

n=1,089

48.9%

48.9%

0.1%

0.9%

0.3%

0.9%

53.5%

45.2%

0.2%

0.0%

0.1%

1.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

父母ともに

主に母

主に父

主に祖父母

その他

無回答

平成25年度（n=1,182） 平成30年度（n=1,089）

配偶者がいる

98.5%

配偶者はいない

1.1%

無回答

0.4%

n=1,089

父母ともに

53.8%

父母ともに

53.0%

父母ともに

53.4%

父母ともに

53.2%

父母ともに

57.1%

父母ともに

53.4%

父母ともに

57.6%

主に母

46.2%

主に母

46.5%

主に母

46.6%

主に母

46.8%

主に母

42.3%

主に母

46.0%

主に母

42.4%

その他

0.0%

その他

0.5%

その他

0.0%

その他

0.0%

その他

0.6%

その他

0.6%

その他

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

0歳

（n=156）

1歳

（n=198）

2歳

（n=176）

3歳

（n=171）

4歳

（n=156）

5歳

（n=176）

6歳

（n=33）
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日頃、お子さんをみてもらえる親族・知人はいますか。（あてはまる番号すべてに○） 

 

 「緊急時や用事があるときにお子さんをみてもらえる祖父母等の親族がいる」と回答した方が最も多く

60.2％となっています。一方「日常的に祖父母等の親族にみてもらえる」となると 13.7％にとどまり、

「いずれもいない」と回答した方は 21.5％にのぼっています。 

 

 

 

【お子さんをみてもらえる親族、友人・知人がいる方のみ回答】 
 

親族、友人・知人にお子さんをみてもらっている状況はいかがですか。（１つに○） 

 

お子さんをみてもらえる親族、友人・知人がいる方について、「負担や時間的制約がやや心配ではあるが、

安心して子どもをみてもらえる状況である」と回答した方が最も多く 60.6％となっています。 

 

その他・・・緊急時にはみてもらうよう知人にお願いはしているが、実際にみてもらったことはない（9） 

 

 

 

  

13.7%

60.2%

2.0%

15.1%

21.5%

0.7%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

日常的に祖父母等の親族にみてもらえる

緊急時もしくは用事の際には祖父母等の親族にみてもらえる

日常的に子どもをみてもらえる友人・知人がいる

緊急時もしくは用事の際には子どもをみてもらえる友人・知人がいる

いずれもいない

無回答

21.5%

60.6%

4.1%

5.2%

5.2%

0.4%

1.7%

1.4%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

負担や時間的制約を心配することなく、安心して子どもをみてもらえる

負担や時間的制約がやや心配ではあるが、安心して子どもをみてもらえる

親族、友人・知人の身体的負担が大きく心配

親族、友人・知人の時間的制約や精神的な負担が大きく心配

負担をかけていることが心苦しい

子どもの教育や発達にとってふさわしい環境であるか、不安

その他

無回答

n=847 

n=1,089 
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２ お子さんの保護者の就労状況について 

 

お子さんの保護者の現在の就労状況（自営業、家族従事者含む）をお答えください。（１つに○） 
 

【母親】 
 
 母親の就労状況について、「フルタイムで就労中であり休業中ではない」方が 28.1％、「パート・アルバイ

トで就労中であり休業中ではない」方が 13.0％となり、休業せず就労している方の割合が 41.1％と 4 割を

超えています。また、平成 25 年度調査と比較すると、「フルタイム就労中」と回答した方が 8.6％、「フル

タイムで就労中であるが産休・育休中である」と回答した方が 5.8％増え、フルタイムでの就労率も 14.4％

増えています。 

 

 

お子さんの年齢別（きょうだいがいる場合は末子の年齢）就労状況について、0 歳児ではフルタイムまた

はパートタイム就労中の方は 4.4％となっていますが、1 歳児では 44.6％、2 歳児では 50.8％、3 歳児で

は 54.8％、4 歳児では 57.6％、5 歳児では 62.4%と 1 歳児で 4 割以上が就労し、5 歳児となると 6 割

以上が就労しています。 

 

  

19.5%

12.3%

12.4%

2.0%

50.3%

2.7%

0.8%

28.1%

18.1%

13.0%

1.9%

36.5%

1.3%

1.1%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

フルタイムで就労しており、産休・育休・介護休業中ではない

フルタイムで就労しているが、産休・育休・介護休業中である

パート・アルバイト等で就労しており、産休・育休・介護休業中ではない

パート・アルバイト等で就労しているが、産休・育休・介護休業中である

以前は就労していたが、現在は就労していない

これまで就労したことがない

無回答

平成25年度（n=1,182） 平成30年度（n=1,089）

フルタイム就労中

2.4%

フルタイム就労中

31.2%

フルタイム就労中

40.4%

フルタイム就労中

40.8%

フルタイム就労中

35.1%

フルタイム就労中

32.1%

フルタイム就労中

17.6%

フルタイム休業中

56.2%

フルタイム休業中

18.6%

フルタイム休業中

3.3%

フルタイム休業中

1.3%

フルタイム休業中

0.9%

フルタイム休業中

0.0%

フルタイム休業中

5.9%

パート就労中

2.0%

パート就労中

13.4%

パート就労中

10.4%

パート就労中

14.0%

パート就労中

22.5%

パート就労中

30.3%

パート就労中

23.5%

パート休業中

4.4%

パート休業中

2.0%

パート休業中

1.6%

パート休業中

0.0%

パート休業中

0.9%

パート休業中

0.9%

パート休業中

0.0%

就労していない

33.5%

就労していない

34.0%

就労していない

41.5%

就労していない

40.8%

就労していない

36.0%

就労していない

33.9%

就労していない

52.9%

就労したことがない

1.2%

就労したことがない

0.4%

就労したことがない

1.1%

就労したことがない

2.5%

就労したことがない

1.8%

就労したことがない

1.8%

就労したことがない

0.0%

無回答

0.4%

無回答

0.4%

無回答

1.6%

無回答

0.6%

無回答

2.7%

無回答

0.9%

無回答

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

0歳

（n=251）

1歳

（n=247）

2歳

（n=183）

3歳

（n=157）

4歳

（n=111）

5歳

（n=109）

6歳

（n=17）
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【父親】 
 

 父親の就労状況について、「フルタイムで就労中であり休業中ではない」と回答したが 95.3％、「パート・

アルバイトで就労中であり休業中ではない」と回答した方が 0.4％となっています。平成 25 年度調査と比

較しても、父親の就労に関する大きな変化は見られません。 

 
 

【家族類型】 

 

＜フルタイム共働き＞ 

父親・母親ともに「フルタイムで就労中である」または「フルタイムで就労中であるが休業中である」 

 

＜フルタイム・パートタイム共働き＞ 

父親または母親のどちらかが「フルタイムで就労中である」または「フルタイムで就労中であるが休業中で

ある」であり、一方が「パートタイムで就労中である」または「パートタイムで就労中であるが休業中であ

る」 

 

＜パートタイム共働き＞ 

父親・母親ともに「パートタイムで就労中である」または「パートタイムで就労中であるが休業中である」 

 

＜専業主婦（夫）＞ 

父親または母親のどちらかが「フルタイムで就労中である」または「フルタイムで就労中であるが休業中で

ある」または「パートタイムで就労中である」または「パートタイムで就労中であるが休業中である」であ

り、一方が「以前は就労していたが現在は就労していない」または「就労したことがない」 

 

＜一人親家庭＞ 

「配偶者がいない」 

 

 

上記のとおりの家族類型とした際、「フルタイ

ム共働き」が最も多く、45.0％となっています。

「フルタイム・パートタイム共働き」、「パートタ

イム共働き」を含めた共働き家庭は 59.7％と、

約 6 割となっています。 

また、平成 25 年度調査と比較すると、「フル

タイム共働き」が 13.9%増加し、「フルタイム・

パートタイム共働き」、「パートタイム共働き」を

含めた共働き家庭が 15.3％増加と大幅に増加

しています。 

 

 

  

95.9%

1.1%

0.1%

0.3%

0.4%

0.0%

2.1%

95.3%

0.7%

0.4%

0.0%

0.0%

0.0%

3.6%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

フルタイムで就労しており、産休・育休・介護休業中ではない

フルタイムで就労しているが、産休・育休・介護休業中である

パート・アルバイト等で就労しており、産休・育休・介護休業中ではない

パート・アルバイト等で就労しているが、産休・育休・介護休業中である

以前は就労していたが、現在は就労していない

これまで就労したことがない

無回答

平成25年度（n=1,182） 平成30年度（n=1,089）

31.1%

12.9%

0.4%

53.0%

2.5%

0.1%

45.0%

14.5%

0.2%

36.1%

1.1%

3.1%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

フルタイム共働き

フルタイム・パートタイム共働き

パートタイム共働き

専業主婦（夫）家庭

ひとり親家庭

無回答

平成25年度（n=1,139） 平成30年度（n=1,089）
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【「就労している」方のみ回答】 
 
１週当たりの「就労日数」、１日あたりの「就労時間（残業時間を含む）」、「家を出る時刻」、「帰宅時刻」に

ついてお答えください。（数字を記入） 

 

 母親・父親それぞれの就労日数、就労時間、家を出る時刻、帰宅時刻について以下のとおりとなっていま

す。特に母親の就労日数については週 5 日が最も多く 77.3％、また就労時間については 8 時間が最も多

く、32.3％となっています。 

 

      【母 親（n=666）】               【父 親（n=1,050）】 
 

（１週間あたりの就労日数）            （１週間あたりの就労日数） 

 

（１日あたりの就労時間）              （１日あたりの就労時間） 

 

（家を出る時刻）                 （家を出る時刻） 

  

（帰宅時刻）                    （帰宅時刻） 

 

  

1.1%

2.6%

6.0%

7.1%

77.3%

4.1%

0.3%

1.7%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

1日

2日

3日

4日

5日

6日

7日

無回答

0.0%
0.8%
2.3%
3.9%
5.3%

18.6%
20.1%

32.3%
6.3%
5.4%

1.4%
2.0%
1.8%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

1時間
2時間
3時間
4時間
5時間
6時間
7時間
8時間
9時間

10時間
11時間

12時間以上
無回答

0.2%

0.3%

3.5%

33.9%

43.2%

10.5%

2.1%

0.2%

1.2%

5.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

4時前

5時

6時

7時

8時

9時

10時

11時

12時以降

無回答

4.7%

1.4%

3.9%

13.7%

44.1%

17.9%

6.0%

2.1%

1.4%

5.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

14時前

15時

16時

17時

18時

19時

20時

21時

22時以降

無回答

0.0%

0.4%

0.8%

0.2%

79.2%

15.0%

1.6%

2.9%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

1日

2日

3日

4日

5日

6日

7日

無回答

0.0%
0.0%
0.1%
0.0%
0.0%
0.1%
1.6%

23.3%
13.0%

25.4%
9.2%

22.2%
5.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

1時間
2時間
3時間
4時間
5時間
6時間
7時間
8時間
9時間

10時間
11時間

12時間以上
無回答

0.5%

2.7%

12.8%

36.0%

32.2%

7.6%

1.5%

0.7%

1.6%

4.5%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

4時前

5時

6時

7時

8時

9時

10時

11時

12時以降

無回答

0.1%

0.1%

0.3%

0.9%

5.7%

15.6%

22.2%

19.3%

31.3%

4.5%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

14時前

15時

16時

17時

18時

19時

20時

21時

22時以降

無回答
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【「パート・アルバイト等で就労している」方のみ回答】 
 

フルタイムへの転換希望はありますか。（１つに○） 

  

【母 親】                    【父 親】 

 

 

 

【「現在は就労していない」方のみ回答】 
 

就労したいという希望はありますか。（１つに○） 

 

【母 親】              

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現在の年間の保護者の世帯収入についてお答えください。（１つに○） 

 

年間の保護者の世帯収入について、「800 万

円以上」と回答した方が最も多く、39.3％とな

っています。 

 

 

  

フルタイムへの転換希望があ

り、実現できる見込みがある

9.2%

フルタイムへの転換希望はある

が、実現できる見込みはない

27.6%パート・アルバイト等の就

労を続けることを希望

57.7%

パート・アルバイト等を

やめて子育てや家事に専

念したい

2.5%

無回答

3.1%

n=163

子育てや家事などに専念

したい（就労の予定はな

い）

17.3%

１年より先、一番下の子ども

が●歳になったころに就労し

たい

53.5%

すぐにでも、もしくは

１年以内に就労したい

25.5%

無回答

3.6%

n=411

10.8%

28.9%

31.3%

14.5%

4.8%

4.8%

4.8%

0.0% 25.0% 50.0%

3時間

4時間

5時間

6時間

7時間

8時間

無回答

1.2%

4.8%

62.7%

18.1%

12.0%

1.2%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

1日

2日

3日

4日

5日

無回答

（パートタイムを希望する場合の１日あたり時間） 

フルタイム

20.0%

パートタイム

79.0%

無回答

1.0%

n=105

フルタイムへの転換希望はある

が、実現できる見込みはない

50.0%
パート・アルバイト等の

就労を続けることを希望

25.0%

無回答

25.0%

n=４

n=83 

n=83 

（一番下の子が何歳のときに就労したいか） 

（すぐにでも就労したい場合、希望する就労形態） 

1.4%

0.5%

18.2%

16.4%

3.6%

19.5%

24.5%

2.3%

1.4%

10.0%

2.3%

0.0% 25.0% 50.0%

1歳

2歳

3歳

4歳

5歳

6歳

7歳

8歳

9歳

10歳以上

無回答

n=220 

（パートタイムを希望する場合の１週あたり日数） 

0.4%

0.9%

7.4%

22.0%

28.0%

39.3%

1.9%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

100万円未満

100万円以上～200万円未満

200万円以上～400万円未満

400万円以上～600万円未満

600万円以上～800万円未満

800万円以上

無回答

n=1,089
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３ 育児休業や短時間勤務制度など職場の両立支援制度について 
 

お子さんが生まれたとき育児休業を取得しましたか。（１つに○） 
 

母親について、お子さんが生まれたとき「育児休業を取得した（取得中である）」と回答した方は 52.8％

となっています。また平成 25 年度調査と比較すると「育児休業を取得した（取得中である）」と回答した方

が 15.7％増加し、取得する方が大幅に増えています。一方、父親について、お子さんが生まれたとき「育児

休業を取得した（取得中である）」と回答した方は 7.4％となっており、平成 25 年度調査と比較すると「育

児休業を取得した（取得中である）」と回答した方の上昇率は 3.1％にとどまっています。 
 

【母 親】                     【父 親】 

 

 

 

 

 

 

 
 

【育児休業を取得しなかった方のみ回答】 
 

育児休業を取得しなかった（していない）理由はなんですか。（あてはまるものすべてに○） 
 

育児休業を取得しなかった（していない）理由として母親では「子育てや家事に専念するため退職した」

と回答した方が最も多く 33.3％となっています。一方、父親では「仕事が忙しかった」と回答した方が最

も多く 41.2％となっています。 
 

【母 親 n=108】                【父 親（n=929）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

32.8%

41.2%

0.3%

4.0%

9.3%

24.8%

3.4%

35.3%

18.3%

2.7%

0.0%

7.4%

0.4%

0.9%

4.7%

0.0% 20.0%40.0%60.0%80.0%100.0%

職場に育児休業を取りにくい雰囲気
があった

仕事が忙しかった

産休後に仕事に早く復帰したかった

仕事に戻るのが難しそうだった

昇給・昇格などが遅れそうだった

収入減となり、経済的に苦しくなる

保育所（園）などに預けることがで
きた

配偶者が無職、祖父母等の親族にみ
てもらえ、利用する必要がなかった

配偶者が無職、祖父母等の親族にみ
てもらえ、利用する必要がなかった

裁量労働制にて仕事を調整し、解決
することができた

子育てや家事に専念するため退職し
た

職場に育児休業の制度がなかった
（就業規則の定めがなかった）

有期雇用のため育児休業の取得要件
を満たさなかった

育児休業を取得できることを知らな
かった

その他

8.3%

6.5%

5.6%

14.8%

0.0%

4.6%

4.6%

1.9%

1.9%

4.6%

33.3%

24.1%

13.9%

0.0%

0.0%

19.4%

0.0% 10.0%20.0%30.0%40.0%50.0%

職場に育児休業を取りにくい雰囲気
があった

仕事が忙しかった

産休後に仕事に早く復帰したかった

仕事に戻るのが難しそうだった

昇給・昇格などが遅れそうだった

収入減となり、経済的に苦しくなる

保育所（園）などに預けることがで
きた

配偶者が育児休業制度を利用した

配偶者が無職、祖父母等の親族にみ
てもらえ、利用する必要がなかった

裁量労働制にて仕事を調整し、解決
することができた

子育てや家事に専念するため退職し
た

職場に育児休業の制度がなかった
（就業規則の定めがなかった）

有期雇用のため育児休業の取得要件
を満たさなかった

育児休業を取得できることを知らな
かった

産前産後の休暇を取得できることを
知らず、退職した

その他

取得した（取

得中である）

37.1%

取得した（取

得中である）

52.8%

取得しなかっ

た（取得して

いない）

12.4%

取得しなかっ

た（取得して

いない）

9.9%

働いていな

かった

49.0%

働いていな

かった

35.6%

無回答

1.4%

無回答

1.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成25年度

（n=1,182）

平成30年度

（n=1,089）

取得した（取

得中である）

4.3%

取得した（取

得中である）

7.4%

取得しなかっ

た（取得して

いない）

88.6%

取得しなかっ

た（取得して

いない）

85.3%

働いていな

かった

0.9%

働いていな

かった

0.5%

無回答

6.2%

無回答

6.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成25年度

（n=1,182）

平成30年度

（n=1,089）
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【育児休業後、職場に復帰した方のみ回答】 
 
育児休業から職場復帰したとき、お子さんは何歳何か月でしたか。また希望時期に職場復帰できる環境が

整っていた場合、何歳何か月のときまで育児休業を取りたかったですか。（それぞれ１つに○） 

 

 育児休業から職場復帰した際のお子さんの年齢について、母親は「6 ヶ月から 11 ヶ月」が最も多く、

38.4％となっています。一方希望については「1 歳～1 歳 5 ヶ月」が最も多く 27.1％となっています。実

際よりも 6 ヶ月程度長く育児休業を取りたいと希望する傾向となっています。 

 

         【母 親】                    【父 親】 
  

（実 際）                    （実 際） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（希 望）                    （希 望） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【実際の復帰と希望が異なる方のみ回答】 
 

希望の時期に職場復帰しなかった理由はなんですか。（あてはまるものすべてに○） 

 

希望の時期に職場復帰しなかった理由として、母親は「希望する保育所に入るため」が最も多く 68.7％と

なっています。一方父親は「経済的理由で早く復帰する必要があった」が最も多く 37.8％となっています。 

 

【母親 理由】                  【父親 理由】 

       

その他・・・会社からの希望、会社の制度のため（31）           その他・・・業務多忙、会社の取りづらい雰囲気（11） 

      保育園に入れなかった、保育園に入りづらいため（21） 

68.7%

1.6%

21.1%

20.1%

26.5%

0.0% 50.0% 100.0%

希望する保育所に入るため

配偶者や家族の希望があったため

経済的な理由で早く復帰する必要

があった

人事異動や業務の節目の時期に合

わせるため

その他

16.2%

0.0%

37.8%

27.0%

35.1%

0.0% 50.0% 100.0%

希望する保育所に入るため

配偶者や家族の希望があったため

経済的な理由で早く復帰する必要が

あった

人事異動や業務の節目の時期に合わ

せるため

その他

50.0%

15.5%

6.9%

6.9%

5.2%

15.5%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%100.0%

0歳0ヶ月～0歳5ヶ月

0歳6ヶ月～0歳11ヶ月

1歳～1歳5ヶ月

1歳6ヶ月～1歳11ヶ月

2歳

3歳以上

76.0%

13.3%

6.7%

2.7%

1.3%

0.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%100.0%

0歳0ヶ月～0歳5ヶ月

0歳6ヶ月～0歳11ヶ月

1歳～1歳5ヶ月

1歳6ヶ月～1歳11ヶ月

2歳

3歳以上

3.8%

9.0%

27.1%

16.8%

19.8%

23.4%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%100.0%

0歳0ヶ月～0歳5ヶ月

0歳6ヶ月～0歳11ヶ月

1歳～1歳5ヶ月

1歳6ヶ月～1歳11ヶ月

2歳

3歳以上

9.3%

38.4%

36.2%

12.5%

2.4%

1.2%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%100.0%

0歳0ヶ月～0歳5ヶ月

0歳6ヶ月～0歳11ヶ月

1歳～1歳5ヶ月

1歳6ヶ月～1歳11ヶ月

2歳

3歳以上

n=37 n=313 

n=409 

n=398 

n=75 

n=58 
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４ お子さんの平日の定期的な教育・保育事業の利用状況について 

 

お子さんは、現在、幼稚園や保育所などの「定期的な教育・保育の事業」を利用していますか。（１つに○） 

 

幼稚園や保育所などの定期的な教育・保育の

事業の利用について「利用している」と回答した

方が 63.6％となっています。 

また、平成 25 年度調査と比較すると定期的

な教育・保育の事業の利用について、利用率が

5.8％高まっています。 

 

 

 

お子さんの年齢別での定期的な教育・保育の

事業の利用について、「０歳」では 10.9％、「1

歳～3 歳」では 44.5％～67.6％が「利用して

いる」となり、「4 歳以降」では、ほぼ利用の

98.7％以上となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

家族類型別での定期的な教育・保育の事業の

利用について、「フルタイム共働き」では 73.3％、

「フルタイム・パートタイム共働き」では

81.6％と 7 割～8 割の利用率となっています。 

 

  

利用している

57.8%

利用している

63.6%

利用していない

41.3%

利用していない

35.4%

無回答

0.9%

無回答

0.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成25年度

（n=1,182）

平成30年度

（n=1,089）

利用している

10.9%

利用している

44.5%

利用している

54.7%

利用している

67.6%

利用している

98.7%

利用している

98.3%

利用している

100.0%

利用していない

89.1%

利用していない

55.0%

利用していない

44.7%

利用していない

31.2%

利用していない

1.3%

利用していない

0.0%

利用していない

0.0%

無回答

0.0%

無回答

0.5%

無回答

0.6%

無回答

1.2%

無回答

0.0%

無回答

1.7%

無回答

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

0歳

（n=156）

1歳

（n=200）

2歳

（n=179）

3歳

（n=173）

4歳

（n=157）

5歳

（n=177）

6歳

（n=33）

利用している

73.3%

利用している

81.6%

利用している

50.0%

利用している

46.1%

利用している

66.7%

利用していない

25.9%

利用していない

18.4%

利用していない

50.0%

利用していない

53.2%

利用していない

33.3%

無回答

0.8%

無回答

0.0%

無回答

0.0%

無回答

0.8%

無回答

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

フルタイム共働き

（n=490）

フルタイム・パート共働き

（n=158）

パートタイム共働き

（n=2）

専業主婦（夫）家庭

（n=393）

ひとり親家庭

（n=12）
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【幼稚園や保育所などの「定期的な教育・保育の事業」を「利用している」方のみ回答】 
 
お子さんは、平日どのような教育・保育の事業を利用していますか。年間を通じて「定期的に」利用して

いる事業をお答えください。（あてはまるものすべてに○） 

 

平日利用している教育・保育の事業について、

「認可保育所（私立）」が最も多く 37.8％、次

いで「幼稚園」が 31.5％となっています。 

なお、認可保育所について私立・公立を合わせ

た利用率は 53.5％と半数を超えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、年齢ごとの「幼稚園」「認可保育所（公

立）」「認可保育所（私立）」の利用率は以下のと

おりとなっており、「認可保育所（私立）」の利用

について０歳から３歳にかけて利用率が高くな

っています。特に１歳から２歳にかけて公立・私

立合わせた認可保育所の利用率は７３％～７

４％と非常に高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また平成２５年度調査と比較すると、幼稚園

については 11.7％利用率が下がる一方で、認可

保育所については 12.5％と大幅に利用率が高

まっています。 

 

 

 

  

n=693 

43.2%

7.5%

40.7%

7.3%

0.9%

31.5%

7.5%

53.2%

6.2%

2.7%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

幼稚園

幼稚園の預かり保育

認可保育所（公立+私立）

東京都認証保育所

認定こども園

平成25年度（n=683） 平成30年度（n=693）

5.9%

3.4%

3.1%

17.1%

49.7%

53.4%

60.6%

23.5%

25.8%

14.3%

18.8%

12.3%

12.1%

12.1%

41.2%

48.3%

59.2%

42.7%

29.7%

28.7%

12.1%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

0歳

（n=17）

1歳

（n=89）

2歳

（n=98）

3歳

（n=117）

4歳

（n=155）

5歳

（n=174）

6歳

（n=33）

幼稚園

認可保育所（公立）

認可保育所（私立）

31.5%

7.5%

15.7%

37.8%

6.2%

0.6%

2.2%

2.5%

0.6%

1.2%

0.3%

0.3%

2.5%

2.3%

0.1%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

幼稚園

幼稚園の預かり保育

認可保育所（公立）

認可保育所（私立）

東京都認証保育所

認定こども園（幼稚園枠）

認定こども園（保育園枠）

特定地域型保育事業

職場内保育所

ファミリー・サポート・センター

家庭福祉員

居宅訪問型保育

障害児通所支援事業

上記以外の教育・保育施設

無回答

n=693 



第２章 調査結果 

17 

 

家族類型別での年間を通じて「定期的に」利用している事業について、「フルタイム共働き」では「認可

保育所（私立）」が 56.0％、「認可保育所（公立）」が 26.2％となり「認可保育所」について 82.2％とな

っています。 

また、「フルタイム・パートタイム共働き」では「認可保育所（私立）」が 33.3％、「認可保育所（公

立）」が 8.5％となり「認可保育所」について 41.8％となっています。 

 

 

【フルタイム共働き】             【フルタイム・パートタイム共働き】 

 

【パートタイム共働き】                【専業主婦（夫）家庭】 

 

【ひとり親家庭】 

 

  

1.9%

1.4%

26.2%

56.0%

7.2%

0.3%

3.1%

3.3%

0.8%

0.6%

0.6%

0.3%

0.8%

0.0%

0.3%

0.0% 50.0% 100.0%

幼稚園

幼稚園の預かり保育

認可保育所（公立）

認可保育所（私立）

東京都認証保育所

認定こども園（幼稚園枠）

認定こども園（保育園枠）

特定地域型保育事業

職場内保育所

ファミリー・サポート・センター

家庭福祉員

居宅訪問型保育

障害児通所支援事業

上記以外の教育・保育施設

無回答

n=359

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

100.0%

0.0%

0.0%

0.0%

100.0%

0.0%

0.0% 50.0% 100.0%

幼稚園

幼稚園の預かり保育

認可保育所（公立）

認可保育所（私立）

東京都認証保育所

認定こども園（幼稚園枠）

認定こども園（保育園枠）

特定地域型保育事業

職場内保育所

ファミリー・サポート・センター

家庭福祉員

居宅訪問型保育

障害児通所支援事業

上記以外の教育・保育施設

無回答

n=1

12.5%

0.0%

25.0%

50.0%

0.0%

0.0%

12.5%

0.0%

0.0%

12.5%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0% 50.0% 100.0%

幼稚園

幼稚園の預かり保育

認可保育所（公立）

認可保育所（私立）

東京都認証保育所

認定こども園（幼稚園枠）

認定こども園（保育園枠）

特定地域型保育事業

職場内保育所

ファミリー・サポート・センター

家庭福祉員

居宅訪問型保育

障害児通所支援事業

上記以外の教育・保育施設

無回答

n=8

37.2%

21.7%

8.5%

33.3%

10.1%

0.8%

2.3%

3.9%

0.8%

0.8%

0.0%

0.0%

2.3%

5.4%

0.0%

0.0% 50.0% 100.0%

幼稚園

幼稚園の預かり保育

認可保育所（公立）

認可保育所（私立）

東京都認証保育所

認定こども園（幼稚園枠）

認定こども園（保育園枠）

特定地域型保育事業

職場内保育所

ファミリー・サポート・センター

家庭福祉員

居宅訪問型保育

障害児通所支援事業

上記以外の教育・保育施設

無回答

n=129

85.1%

8.3%

0.6%

5.5%

1.7%

0.6%

0.0%

0.0%

0.0%

1.7%

0.0%

0.0%

5.5%

4.4%

0.0%

0.0% 50.0% 100.0%

幼稚園

幼稚園の預かり保育

認可保育所（公立）

認可保育所（私立）

東京都認証保育所

認定こども園（幼稚園枠）

認定こども園（保育園枠）

特定地域型保育事業

職場内保育所

ファミリー・サポート・センター

家庭福祉員

居宅訪問型保育

障害児通所支援事業

上記以外の教育・保育施設

無回答

n=181
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【幼稚園や保育所などの「定期的な教育・保育の事業」を「利用している」方のみ回答】 
 
平日に定期的に利用している教育・保育の事業について、現在、どのくらい利用していますか。また、希

望としてはどのくらい利用したいですか。１週当たり何日、１日当たり何時間（何時から何時まで）をお

答えください。（数字を記入） 

 

 平日に定期的に利用している教育・保育の事業について、現在の 1 週間あたりの利用日数について「5 日」

が最も多くなっており、希望についても「5 日」と回答する方が多くなっています。 

 また 1 日あたりの利用時間ついて、「10 時間」と回答した方が最も多く、次いで「5 時間」となっていま

す。希望については「8 時間」と回答した方が最も多く、現在「5 時間」利用している方について、可能で

あれば「8 時間」（会社の就労時間中）利用したい傾向があると言えます。 

 

                【現 在】                    【希 望】 

（現在の 1 週間あたりの利用日数）         （希望する 1 週間あたりの利用日数） 

 
 

（現在の 1 日あたりの利用時間）         （希望する 1 日あたりの利用時間） 

 

 

【幼稚園や保育所などの「定期的な教育・保育の事業」を「利用している」方のみ回答】 
 

現在利用している教育・保育事業の実施場所はどこですか。（１つに○） 

 

 現在利用している教育・保育事業の実施場所

として、「他の市町村」と回答した方は 16.3％

となっています。 

また、平成 25 年度調査と比較すると、小金

井市内の利用率が 3.3％上昇しています。 

 

 

 

なお、「他の市町村」と回答した方の市町村内

訳を見ると、「小平市」が最も多く、次いで「府

中市」「三鷹市」となっています。 

 

 

 

 

  

1.7%

0.9%

1.3%

2.3%

90.9%

2.2%

0.0%

0.7%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

1日

2日

3日

4日

5日

6日

7日

無回答

0.4%
0.7%
1.2%

7.5%
19.2%

4.2%
6.3%

10.2%
16.5%

21.8%
8.9%

1.9%
1.2%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

1時間
2時間
3時間
4時間
5時間
6時間
7時間
8時間
9時間

10時間
11時間

12時間以上
無回答

0.0%
0.4%
0.4%
0.7%

5.1%
7.9%
7.5%

15.2%
12.3%

13.7%
7.2%

2.9%
26.7%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

1時間
2時間
3時間
4時間
5時間
6時間
7時間
8時間
9時間

10時間
11時間

12時間以上
無回答

0.4%

0.6%

1.4%

2.7%

67.5%

3.5%

0.0%

23.8%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

1日

2日

3日

4日

5日

6日

7日

無回答

n=693 n=693 

23.9%

19.5%

18.6%

16.8%

9.7%

1.8%

1.8%

0.9%

0.9%

6.2%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

小平市

府中市

三鷹市

武蔵野市

西東京市

杉並区

立川市

田無市

国分寺市

無回答

小金井市内

79.5%

小金井市内

82.8%

他の市町村

19.2%

他の市町村

16.3%

無回答

1.3%

無回答

0.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成25年度

（n=683）

平成30年度

（n=693）

n=113 

n=693 
n=693 
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また、地区別に「他の市町村」の利用率を比較

すると「桜町」が最も高く、次いで「梶野町」と

なっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地区別の他市町村利用率のうち、利用の多い

市町村「小平市」「府中市」「三鷹市」「武蔵野市」

「西東京市」の 5 市で割合を見ると、「東町」「梶

野町」で「三鷹市」の利用割合が高く、「桜町」

「貫井北町」で「小平市」の利用割合、「前原町」

「貫井南町」で「府中市」の利用割合が高くなっ

ています。また、「梶野町」では「武蔵野市」「西

東京市」の利用割合も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【幼稚園や保育所などの「定期的な教育・保育の事業」を「利用している」方のみ回答】 
 

平日に定期的に教育・保育の事業を利用されている主な理由はなんですか。（あてはまるものすべてに○） 

 

平日に定期的に教育・保育の事業を利用されている主な理由として「子育てをしている方が就労している

ため」と回答した方が最も多く 65.5％となっています。また、平成 25 年度調査と比較すると、「就労して

いるため」と回答した方の割合が 14.0％高まっており、就労による利用の需要が高まっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

その他・・・自身のリフレッシュ（4） 

  

55.6%

51.5%

2.9%

0.9%

1.2%

0.3%

2.6%

1.5%

53.0%

65.5%

3.6%

0.9%

0.7%

0.3%

2.3%

0.3%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

子どもの教育や発達のため

子育てをしている方が、現在就労している

子育てをしている方が、就労予定がある/求職中である

子育てをしている方が、家族・親族などを介護している

子育てをしている方が、病気や障がいがある

子育てをしている方が、学生である

その他

無回答

平成25年度（n=683） 平成30年度（n=693）

21.8%

21.9%

0.0%

14.6%

6.0%

13.8%

10.2%

27.6%

22.6%

15.6%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0%

東町
（n=87）

梶野町
（n=64）

関野町
（n=5）

緑町
（n=96）

中町
（n=67）

前原町
（n=94）

本町
（n=88）

桜町
（n=29）

貫井北町
（n=84）

貫井南町
（n=77）

小平市

小平市

小平市

小平市

小平市

小平市

小平市

府中市

府中市

府中市

府中市

府中市

府中市

三鷹市

三鷹市

三鷹市

三鷹市

三鷹市

武蔵野市

武蔵野市

武蔵野市

武蔵野市

武蔵野市

武蔵野市

武蔵野市

武蔵野市

武蔵野市

西東京市

西東京市

西東京市

西東京市

西東京市

西東京市

その他

その他

その他

その他

その他

その他

その他

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0%

東町

（n=87）

梶野町

（n=64）

関野町

（n=5）

緑町

（n=96）

中町

（n=67）

前原町

（n=94）

本町

（n=88）

桜町

（n=29）

貫井北町

（n=84）

貫井南町

（n=77）
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【幼稚園や保育所などの「定期的な教育・保育の事業」を「利用していない」方のみ回答】 
 

平日に定期的に教育・保育の事業を利用していない理由はなんですか。（あてはまるものすべてに○） 

 
平日に定期的に教育・保育の事業を利用していない主な理由として「子どもがまだ小さいため」と回答し

た方が最も多く 46.9％となっています。平成 25 年度調査と比較すると、「利用したいが空きがない」と回
答した方の割合が 2.7％低下しています。 

 

                                 その他・・・来年 4 月から入園予定（申請中）のため（19） 

                                       育休中のため（11） 

                                       専業主婦だと優先順位が低いから（３） 

                                       手続きが面倒だから（2） 

 なお「子どもがまだ小さいため利用していない」

と回答した方について何歳くらいになったら利

用しようと考えているか、については「3 歳」が

最も多く 45.9％となり、次いで「1 歳」となっ

ています。 

 

 

 

現在、利用している、利用していないにかかわらず、お子さんの平日の教育・保育の事業として「定期的

に」利用したいと考える事業をお答えください。（あてはまるものすべてに○） 

 

定期的に利用したいと考える事業として「幼

稚園」が最も多く 52.3％となり、次いで認可保

育所（公立）、認可保育所（私立）となっていま

す。なお、認可保育所について私立・公立を合わ

せた利用希望については、57.6％となり、幼稚

園を上回っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

                       その他・・・病児保育（8） 

42.0%

5.3%

0.4%

26.8%

5.5%

2.9%

2.5%

42.4%

11.3%

0.6%

33.9%

4.9%

0.5%

24.1%

4.1%

1.3%

3.1%

46.9%

11.7%

3.4%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

利用する必要がない

子どもの祖父母や親戚の人がみている

近所の人や父母の友人・知人がみている

利用したいが、保育・教育の事業に空きがない

利用したいが、経済的な理由で事業を利用できない

利用したいが、延長・夜間等の時間帯の条件が合わない

利用したいが、事業の質や場所など、納得できる事業がない

子どもがまだ小さいため●歳くらいになったら利用しようと考えている

その他

無回答

平成25年度（n=488） 平成30年度（n=386）

1.7%

25.4%

11.0%

45.9%

12.2%

0.6%

0.6%

2.8%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

0歳

1歳

2歳

3歳

4歳

5歳

6歳

無回答

52.3%

34.4%

47.7%

46.5%

12.2%

15.8%

24.5%

4.9%

6.9%

12.7%

2.4%

6.3%

2.8%

1.6%

4.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

幼稚園

幼稚園の預かり保育

認可保育所（公立）

認可保育所（私立）

東京都認証保育所

認定こども園（幼稚園枠）

認定こども園（保育園枠）

特定地域型保育事業

職場内保育所

ファミリー・サポート・センター

家庭福祉員

居宅訪問型保育

障害児通所支援事業

その他

無回答

n=1,089 

n=181 
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また、平成 25 年度調査と比較すると、「認可

保育所」の利用希望については 8.3％高くなり、

「認定こども園」についても 9.6％、利用希望が

高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【幼稚園の利用を希望してかつ、他の事業の利用も希望する方のみ回答】 
 

特に幼稚園（幼稚園の預かり保育をあわせて利用する場合を含む）の利用を強く希望しますか。（１つに○） 

 

 幼稚園の利用を希望してかつ、他の事業の利

用も希望する場合に、特に幼稚園（幼稚園の預か

り保育をあわせて利用する場合を含む）の利用

を希望するかについては 65.4％が利用したい

と希望しています。 

 

 

 

  

57.4%

34.0%

49.3%

10.9%

19.6%

9.0%

4.1%

10.7%

2.5%

4.3%

1.9%

1.7%

52.3%

34.4%

57.6%

12.2%

29.2%

4.9%

6.9%

12.7%

2.4%

6.3%

1.6%

4.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%100.0%

幼稚園

幼稚園の預かり保育

認可保育所（公立＋私立）

東京都認証保育所

認定こども園（幼稚園枠＋保育園枠）

特定地域型保育事業

職場内保育所

ファミリー・サポート・センター

家庭福祉員

居宅訪問型保育

その他

無回答

平成25年度（n=1,182） 平成30年度（n=1,089）

はい

65.4%

いいえ

31.7%

無回答

2.9%

n=315
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５ お子さんの土曜・休日や長期休暇中の「定期的」な教育・保育事業の利用希望について 

 

お子さんについて、土曜日と日曜日・祝日の、定期的な教育・保育の事業の利用希望はありますか（一時

的な利用は除きます）。（それぞれ１つに○） 

 

土曜日と日曜日・祝日の定期的な教育・保育の事業の利用希望について、「月に１～２回は利用したい」は

土曜日が 20.6％、日曜日・祝日が 12.3％、「ほぼ毎週利用したい」は土曜日が 6.5％、日曜日・祝日が 1.7％

となり、土曜日については 27.1％、日曜日・祝日については 14.0％が利用希望となっています。 

なお、平成 25 年度調査と比較すると、土曜日と日曜日・祝日の定期的な教育・保育の事業の利用希望に

ついて割合に大きな変化は見られません。 

 

【土曜日】                                    【日曜日・祝日】 

 

 

なお、土曜日と日曜日・祝日の定期的な教育・保育の事業を利用希望される方について、利用開始希望時

刻は土曜日と日曜日・祝日ともに 8 時～9 時、利用終了希望時刻は 17 時～18 時となっています。 

 

【土曜日（n=295）】                            【日曜日・祝日（n=152）】 
          

（開始時刻）                   （開始時刻） 

 

（終了時刻）                   （終了時刻） 

 

  

利用する必要

はない

70.2%

利用する必要

はない

71.8%

ほぼ毎週利用

したい

5.3%

ほぼ毎週利用

したい

6.5%

月に１～２回

は利用したい

21.2%

月に１～２回

は利用したい

20.6%

無回答

3.3%

無回答

1.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成25年度

（n=1,182）

平成30年度

（n=1,089）

0.7%

16.3%

32.2%

35.6%

6.4%

0.7%

1.7%

6.4%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

6時

7時

8時

9時

10時

11時

12時以降

無回答

1.0%

2.0%

3.1%

8.8%

10.5%

31.5%

30.8%

5.4%

0.3%

6.4%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

12時

13時

14時

15時

16時

17時

18時

19時

20時以降

無回答

2.0%

1.3%

3.3%

8.6%

7.9%

31.6%

33.6%

6.6%

1.3%

3.9%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

12時

13時

14時

15時

16時

17時

18時

19時

20時以降

無回答

0.7%

14.5%

30.3%

37.5%

9.2%

0.7%

3.3%

3.9%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

6時

7時

8時

9時

10時

11時

12時以降

無回答

利用する必要

はない

80.8%

利用する必要

はない

80.8%

ほぼ毎週利用

したい

1.2%

ほぼ毎週利用

したい

1.7%

月に１～２回

は利用したい

14.0%

月に１～２回

は利用したい

12.3%

無回答

4.0%

無回答

5.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成25年度

（n=1,182）

平成30年度

（n=1,089）
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【土曜日と日曜日・祝日にて教育・保育の事業を「ほぼ毎週」「月１～２回」利用したい方のみ回答】 
 

土曜日、日曜日・祝日に保育サービスを利用したい理由はなんですか。（あてはまるものすべてに○） 

 

 土曜日、日曜日・祝日に保育サービスを利用し

たい理由について、「土曜も仕事があるから」「日

曜も仕事があるから」と、「仕事があるから」と

回答した方が多い一方、「私用・リフレッシュの

ため」と回答した方の割合も高くなっています。 

 

 

 

                                 その他・・・きょうだいのフォロー・学校行事（7） 

                                       教育のため（3） 

 

【幼稚園を利用されている方のみ回答】 
 
お子さんについて、夏休み・冬休みなどの長期の休暇期間中の教育・保育の事業の利用を希望しますか。

（１つに○） 

 

夏休み・冬休みなどの長期の休暇期間中の教

育・保育の事業の利用について「週に数日利用し

たい」と回答した方が最も多く 60.1％となって

います。 

 

 

 

 

 

夏休み・冬休みなどの長期の休暇期間中に教

育・保育の事業を利用希望される方について、

利用開始希望時刻は 9 時、利用終了希望時刻は

15 時～17 時となっています。 

 

 

 

 

  

65.6%

27.9%

26.9%

3.0%

42.0%

10.2%

0.8%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

土曜日も仕事があるから

日曜日も仕事があるから

祝日も仕事があるから

家族・親族の介護のため

私用・リフレッシュのため

その他

無回答

0.6%

1.3%

14.7%

26.3%

18.6%

28.2%

7.1%

1.3%

0.6%

1.3%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

12時

13時

14時

15時

16時

17時

18時

19時

20時以降

無回答

0.0%

3.2%

14.1%

71.8%

9.6%

0.0%

0.0%

1.3%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

6時

7時

8時

9時

10時

11時

12時以降

無回答

利用する必要は

ない

27.5%

ほぼ毎日利用し

たい

11.5%

週に数日利用し

たい

60.1%

無回答

0.2%

n=218

【夏休み・冬休みなどの長期の休暇期間中（n=156）】 
 

（開始時刻） 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

（終了時刻） 
 
 

 

n=305 



第２章 調査結果 

24 

 

６ お子さんの病気の際の対応について 

 

【平日の定期的な教育・保育の事業を利用している方のみ回答】 
 

お子さんが高熱を出すなど急病の時に、すぐに診てくれる医療機関がみつからず困ったことがありますか。

（１つに○） 

 

医療機関がみつからず「困ったことがある」と

回答した方については、36.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

【平日の定期的な教育・保育の事業を利用している方のみ回答】 
 

この１年間に、お子さんが病気やケガで平日の定期的な教育・保育の事業が利用できなかったことはあり

ますか。（１つに○） 

 

お子さんが病気やケガで平日の定期的な教

育・保育の事業が利用できなかったことが「あっ

た」と回答した方は 83.1％となっています。 

 

 

 

 

 

【平日の定期的な教育・保育の事業を利用している方で、病気やケガで利用できなかったことがある方の

み回答】 
 

お子さんが病気やケガで普段利用している教育・保育の事業が利用できなかった場合に、この１年間で行

った対処方法をお答えください。（あてはまる番号すべてに○） 

 

 お子さんが病気やケガで普段利用している教

育・保育の事業が利用できなかった場合の対処

方法について、「母親が休んだ」が 72.7％と最

も多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
                                                 その他・・・祖父母に預けた（６） 

育休中だった（４） 

  

あった

83.1%

なかった

15.7%

無回答

1.2%

n=693

41.7%

72.7%

25.3%

32.5%

5.4%

1.6%

0.7%

0.5%

2.6%

2.3%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

父親が休んだ

母親が休んだ

父親又は母親のうち就労していない方

が子どもをみた

（同居者を含む）親族・知人に子ども

をみてもらった

病児・病後児の保育を利用した

ベビーシッターを利用した

ファミリー・サポート・センターを利

用した

仕方なく子どもだけで留守番をさせた

その他

無回答

n=576 

困ったことがあ

る

36.1%

困ったことがない

62.0%

無回答

1.9%

n=693
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また、各対処で要した日数は以下のとおりとなっており、母親が休んだ日数について「6～10 日」が 32.7％

と、多く日数を要しています。 

 

【父親が休んだ】        【母親が休んだ】 

 

 

【親族・知人にみてもらった】 【病児・病後児の保育を利用した】  【ベビーシッターを利用した】 

 

 

【子どもだけで留守番】 

 

  

82.5%

11.7%

0.8%

0.4%

0.4%

0.0%

0.0%

4.2%

0.0% 50.0% 100.0%

1日～5日

6日～10日

11日～15日

16日～20日

21日～25日

26日～30日

31日以上

無回答

68.4%

19.3%

4.3%

1.6%

1.1%

1.6%

0.0%

3.7%

0.0% 50.0% 100.0%

1日～5日

6日～10日

11日～15日

16日～20日

21日～25日

26日～30日

31日以上

無回答

100.0

%
0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0% 50.0% 100.0%

1～5日

6日～10日

11日～15日

16日～20日

21日～25日

26日～30日

31日以上

無回答

66.7%

22.2%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

11.1%

0.0%

0.0% 50.0% 100.0%

1日～5日

6日～10日

11日～15日

16日～20日

21日～25日

26日～30日

31日以上

無回答

74.2%

12.9%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

12.9%

0.0% 50.0% 100.0%

1日～5日

6日～10日

11日～15日

16日～20日

21日～25日

26日～30日

31日以上

無回答

43.8%

30.8%

6.2%

7.5%

0.0%

1.4%

2.1%

8.2%

0.0% 50.0% 100.0%

1日～5日

6日～10日

11日～15日

16日～20日

21日～25日

26日～30日

31日以上

無回答

47.3%

32.7%

7.9%

5.5%

0.7%

2.4%

1.0%

2.6%

0.0% 50.0% 100.0%

1日～5日

6日～10日

11日～15日

16日～20日

21日～25日

26日～30日

31日以上

無回答

100.0

%
0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0% 50.0% 100.0%

1～5日

6日～10日

11日～15日

16日～20日

21日～25日

26日～30日

31日以上

無回答

【ファミリー・サポート・
センターを利用した】 

n=240 n=419 n=146 

n=187 n=31 n=9 

n=4 n=3 

【父親・母親の就労してい
ないほうが休んだ】 
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【平日の定期的な教育・保育の事業を利用している方で、お子さんが病気やケガで普段利用している教育・

保育の事業が利用できなかった場合の対処方法として父親または母親が休んだ方のみ回答】 
 

「できれば病児・病後児のための保育施設等を利用したい」と思われましたか。（１つに○、数字を記入） 

 

 お子さんが病気やケガで普段利用している教

育・保育の事業が利用できなかった場合、父親ま

たは母親が休んだ方について、「できれば病児・

病後児のための保育施設等を利用したい」と回

答した方は 39.5％と約 4 割となっています。 

 

 

 

 

できれば病児・病後児のための保育施設等を

利用したいと回答した方について、希望する日

数については「1～5 日」が最も多く 59.3％と

なっています。 

 

 

 

 

 

 

【お子さんが病気やケガで普段利用している教育・保育の事業が利用できなかった場合、できれば病児・

病後児のための保育施設等を利用したい方のみ回答】 
 
上記の目的で子どもを預ける場合、下記のいずれの形態が望ましいと思われますか。（あてはまるものすべ

てに○） 

 

 お子さんが病気やケガで普段利用している教

育・保育の事業が利用できず、子どもを病児・

病後児のための保育施設等に預ける場合、どの

ような形態が望ましいかについては「小児科に

併設した病児・病後児の保育施設」が最も多く

77.3％となり、またほぼ同等で「幼稚園、保

育所に併設した病児・病後児の保育施設」が

75.6％となっています。 

  

できれば病児・病後児保育施

設等を利用したい

39.5%
利用したいとは

思わない

53.1%

無回答

7.4%

n=435

59.3%

19.8%

2.3%

2.9%

0.0%

0.0%

1.2%

14.5%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

1～5日

6日～10日

11日～15日

16日～20日

21日～25日

26日～30日

31日以上

無回答

n=172 

75.6%

77.3%

14.0%

3.5%

0.2%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

幼稚園、保育所に併設した

病児・病後児の保育施設

小児科に併設した

病児・病後児の保育施設

ファミリー・サポート・センター

その他

無回答

n=172 
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７ お子さんの不定期の教育・保育事業や宿泊を伴う一時預かり等の利用について 

 

お子さんについて、現在、日中の定期的な保育や病気のため以外に、私用、親の通院、不定期の就労等の

目的で不定期に利用している一時預かり等の事業はありますか。（あてはまるものすべてに○） 

 

私用、親の通院、不定期の就労等の目的で不定

期に利用している一時預かり等の事業の利用に

ついて、「利用していない」が 70.7％となり、

「幼稚園の預かり保育」については 10.0％とな

っています。 

また、平成 25 年度調査と比較すると一時預

かり事業の利用率に大きな変化は見られていま

せん。 

 

 

 

 

 

 

 

 
その他・・・生活クラブのエッコロ（２） 

                シルバー人材センター（２） 

  

また、各事業での利用日数は以下のとおりとなっており、「一時預かり」については 31 日以上が 14.3％

となるなど、利用日数について多くなっています。 

 

【一時預かり】       【幼稚園の預かり保育】   【ファミリー・サポート・センター】 

 

【ベビーシッター】 

 

  

36.7%

13.3%

10.2%

11.2%

7.1%

5.1%

14.3%

2.0%

0.0% 50.0% 100.0%

1～5日

6日～10日

11日～15日

16日～20日

21日～25日

26日～30日

31日以上

無回答

66.7%

22.2%

0.0%

0.0%

0.0%

11.1%

0.0%

0.0%

0.0% 50.0% 100.0%

1～5日

6日～10日

11日～15日

16日～20日

21日～25日

26日～30日

31日以上

無回答

45.9%

22.0%

4.6%

7.3%

1.8%

3.7%

11.0%

3.7%

0.0% 50.0% 100.0%

1～5日

6日～10日

11日～15日

16日～20日

21日～25日

26日～30日

31日以上

無回答

61.5%

15.4%

0.0%

11.5%

0.0%

3.8%

3.8%

3.8%

0.0% 50.0% 100.0%

1～5日

6日～10日

11日～15日

16日～20日

21日～25日

26日～30日

31日以上

無回答

 

n=98 
n=109 

n=26 

n=9 

9.0%

11.8%

3.0%

0.0%

0.7%

1.2%

68.9%

8.0%

9.0%

10.0%

2.4%

0.0%

0.8%

0.9%

70.7%

8.8%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

一時預かり

幼稚園の預かり保育

ファミリー・サポート・センター

トワイライトステイ

ベビーシッター

その他

利用していない

無回答

平成25年度（n=1,182） 平成30年度（n=1,089）
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お子さんについて、今後、私用、親の通院、不定期の就労等の目的で、一時預かり等の事業を利用したい

と思いますか。（１つに○） 

 

 私用、親の通院、不定期の就労等の目的による

一時預かり等事業の利用意向について、56.4％

が今後「利用したい」となっています。また、平

成 25 年度調査と比較すると 3.1％利用意向が

高まっています。 

 

 

 

 

 

 「利用したい」と回答した方の利用目的につい

ては、「私用（買物、子ども（兄弟姉妹を含む）

や親の習い事等）、リフレッシュ目的」が最も多

く 73.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 また、各目的別の希望日数については以下のとおりとなっており、「不定期の就労」については、6～10 日

あるいは 31 日以上の利用希望が多くなっています。 

 

【私用、リフレッシュ目的】     【冠婚葬祭、学校行事】       【不定期の就労】 

 

  

56.2%

11.6%

8.7%

3.8%

2.2%

1.8%

5.1%

10.7%

0.0% 50.0% 100.0%

1～5日

6日～10日

11日～15日

16日～20日

21日～25日

26日～30日

31日以上

無回答

利用したい

53.3%

利用したい

56.4%

利用したいと思

わない

41.9%

利用したいと思

わない

38.8%

無回答

4.8%

無回答

4.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成25年度

（n=1,182）

平成30年度

（n=1,089）

64.8%

12.6%

5.7%

2.0%

0.9%

0.9%

0.9%

12.3%

0.0% 50.0% 100.0%

1～5日

6日～10日

11日～15日

16日～20日

21日～25日

26日～30日

31日以上

無回答

39.0%

16.3%

4.3%

3.5%

4.3%

2.8%

10.6%

19.1%

0.0% 50.0% 100.0%

1～5日

6日～10日

11日～15日

16日～20日

21日～25日

26日～30日

31日以上

無回答

n=450 n=349 n=141 

73.3%

56.8%

23.0%

3.6%

0.6%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

私用、リフレッシュ目的

冠婚葬祭、学校行事、子どもや親の通院等

不定期の就労

その他

無回答

n=614 
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この１年間に、保護者の用事（冠婚葬祭、保護者・家族の病気など）により、お子さんを泊りがけで家族

以外にみてもらわなければならないことはありましたか（預け先がみつからなかった場合も含みます）。（１

つに○） 

 

この１年間に、保護者の用事により、お子さん

を泊りがけで家族以外にみてもらわなければな

らないことが「あった」方は 20.1％となってい

ます。平成 25 年度調査と比較すると、家族以

外にみてもらわなければならないことがあった

割合に大きな変化は見られていません。 

 

 

 

家族以外にみてもらわなければならなかった

場合の預け先として、「親族・知人」が最も多く

81.7％となっており、次いで「仕方なく子ども

を同行させた」が 25.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

また、各預け先別の預け日数については以下のとおりとなっています。 

 

【親族・知人】      【ショートステイ事業を利用】 【ショート以外の保育事業を利用】 

 

【仕方なく子どもを同行させた】 【仕方なく子どもだけで留守番をさせた】  

 

  

69.8%

16.2%

4.5%

0.6%

0.6%

2.2%

1.7%

4.5%

0.0% 50.0% 100.0%

1～5日

6日～10日

11日～15日

16日～20日

21日～25日

26日～30日

31日以上

無回答

70.9%

3.6%

1.8%

5.5%

0.0%

3.6%

0.0%

14.5%

0.0% 50.0% 100.0%

1～5日

6日～10日

11日～15日

16日～20日

21日～25日

26日～30日

31日以上

無回答

あった

18.6%

あった

20.1%

なかった

78.2%

なかった

75.8%

無回答

3.2%

無回答

4.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成25年度

（n=1,182）

平成30年度

（n=1,089）

n=179 

0.0%
100.0

%
0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0% 50.0% 100.0%

1～5日

6日～10日

11日～15日

16日～20日

21日～25日

26日～30日

31日以上

無回答

100.0

%
0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0% 50.0% 100.0%

1～5日

6日～10日

11日～15日

16日～20日

21日～25日

26日～30日

31日以上

無回答

n=1 
n=1 

n=55 

50.0%

50.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0% 50.0% 100.0%

1～5日

6日～10日

11日～15日

16日～20日

21日～25日

26日～30日

31日以上

無回答

n=2 

81.7%

0.5%

0.5%

25.1%

0.9%

3.2%

0.5%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%100.0%

親族・知人にみてもらった

ショートステイ事業を利用した

ショートステイ以外の保育事業を利用した

仕方なく子どもを同行させた

仕方なく子どもだけで留守番をさせた

その他

無回答

n=219 
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８ お子さんの地域の子育て支援事業の利用状況について 

 

下記のサービスや事業について、知っているか、利用したことがあるかお答えください。また、利用した

ことがある場合は、満足したか、今後も利用したいかお答えください。（１つに○） 

 

  各事業の認知度について以下のとおりとなっており、「市立公園」をはじめ、「保健センターの乳幼児健康

相談・保健相談」が 85.1％、「保育所（認可）の子育て相談・園庭開放・子育てひろば」が 80.8％と高い認

知度となっています。一方、「はけの森美術館の展覧会やワークショップ」は 29.9％、「赤ちゃんふらっと」

は 17.3％とこれらの事業については認知度が低くなっています。 

 

【知っているか】（n=1,089） 

 

  

知っている

71.3%

知っている

85.1%

知っている

47.0%

知っている

77.2%

知っている

59.3%

知っている

61.6%

知っている

74.4%

知っている

71.2%

知っている

45.9%

知っている

68.0%

知っている

87.2%

知っている

58.2%

知っている

45.5%

知っている

60.9%

知っている

80.8%

知っている

58.5%

知っている

63.3%

知っている

62.4%

知っている

55.1%

知っている

29.9%

知っている

44.5%

知っている

17.3%

知らない

27.1%

知らない

13.2%

知らない

50.0%

知らない

20.5%

知らない

38.1%

知らない

35.6%

知らない

23.7%

知らない

26.4%

知らない

51.9%

知らない

29.6%

知らない

11.2%

知らない

38.9%

知らない

51.6%

知らない

36.4%

知らない

16.6%

知らない

38.8%

知らない

34.3%

知らない

35.4%

知らない

42.6%

知らない

67.4%

知らない

53.1%

知らない

80.3%

無回答

1.7%

無回答

1.7%

無回答

2.9%

無回答

2.3%

無回答

2.6%

無回答

2.8%

無回答

1.9%

無回答

2.4%

無回答

2.2%

無回答

2.4%

無回答

1.6%

無回答

2.8%

無回答

2.8%

無回答

2.8%

無回答

2.6%

無回答

2.7%

無回答

2.5%

無回答

2.1%

無回答

2.3%

無回答

2.7%

無回答

2.4%

無回答

2.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

保健センターの両親学級

保健センターの乳幼児健康相談・保健相談

保健センターのこどもクッキング

保健センターの離乳食教室

保健センターのマタニティクッキング

保健センターの栄養個別相談

保健センターの歯科健康相談

保健センターの乳幼児歯科相談事業

乳幼児食育メール配信

図書館おはなし会

市立公園

子ども家庭支援センターの各種相談

育児支援ヘルパー派遣事業

子ども家庭支援センターの両親学級

保育所（認可）の子育て相談・園庭開放・子育てひろば

学童保育所の学童ひろば事業

児童館の幼児グループ事業

子育て情報誌「のびのびこがねいっ子」

小金井宮地楽器ホールの親子のためのシリーズ

はけの森美術館の展覧会やワークショップ

児童発達支援センター「きらり」

赤ちゃんふらっと
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各事業の利用率について以下のとおりとなっており、「市立公園」をはじめ、「子育て情報誌「のびのびこ

がねいっ子」」が 56.0％と高い利用率となっています。一方、「保健センターのマタニティクッキング」は

7.4％、「育児支援ヘルパー派遣事業」は 7.9％とこれらの事業については利用率が低くなっています。 

 

【これまでに利用したことがあるか】 

 

  

利用したことがある

36.3%

利用したことがある

49.3%

利用したことがある

8.8%

利用したことがある

34.6%

利用したことがある

7.4%

利用したことがある

13.7%

利用したことがある

28.1%

利用したことがある

40.1%

利用したことがある

49.4%

利用したことがある

22.1%

利用したことがある

91.5%

利用したことがある

25.1%

利用したことがある

7.9%

利用したことがある

42.1%

利用したことがある

41.1%

利用したことがある

35.2%

利用したことがある

45.7%

利用したことがある

56.0%

利用したことがある

25.7%

利用したことがある

13.2%

利用したことがある

16.7%

利用したことがある

44.1%

利用したことがない

60.7%

利用したことがない

47.0%

利用したことがない

87.1%

利用したことがない

61.8%

利用したことがない

89.0%

利用したことがない

81.4%

利用したことがない

67.7%

利用したことがない

56.6%

利用したことがない

47.0%

利用したことがない

74.0%

利用したことがない

6.2%

利用したことがない

71.5%

利用したことがない

88.9%

利用したことがない

55.4%

利用したことがない

55.9%

利用したことがない

62.0%

利用したことがない

52.1%

利用したことがない

39.1%

利用したことがない

71.7%

利用したことがない

84.7%

利用したことがない

80.0%

利用したことがない

52.1%

無回答

3.0%

無回答

3.7%

無回答

4.1%

無回答

3.6%

無回答

3.6%

無回答

4.9%

無回答

4.2%

無回答

3.2%

無回答

3.6%

無回答

3.9%

無回答

2.3%

無回答

3.5%

無回答

3.2%

無回答

2.6%

無回答

3.0%

無回答

2.8%

無回答

2.2%

無回答

4.9%

無回答

2.7%

無回答

2.1%

無回答

3.3%

無回答

3.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

保健センターの両親学級（n=776）

保健センターの乳幼児健康相談・保健相談（n=927）

保健センターのこどもクッキング（n=512）

保健センターの離乳食教室（n=841）

保健センターのマタニティクッキング（n=646）

保健センターの栄養個別相談（n=671）

保健センターの歯科健康相談（n=810）

保健センターの乳幼児歯科相談事業（n=775）

乳幼児食育メール配信（n=500）

図書館おはなし会（n=741）

市立公園（n=950）

子ども家庭支援センターの各種相談（n=634）

育児支援ヘルパー派遣事業（n=496）

子ども家庭支援センターの両親学級（n=663）

保育所（認可）の子育て相談・園庭開放・子育てひろば（n=880）

学童保育所の学童ひろば事業（n=637）

児童館の幼児グループ事業（n=689）

子育て情報誌「のびのびこがねいっ子」（n=680）

小金井宮地楽器ホールの親子のためのシリーズ（n=600）

はけの森美術館の展覧会やワークショップ（n=326）

児童発達支援センター「きらり」（n=485）

赤ちゃんふらっと（n=188）
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各事業の満足度について以下のとおりとなっており、「保健センターのマタニティクッキング」が 95.8％、

「小金井宮地楽器ホールの親子のためのシリーズ」が 93.5％と高い満足度となっています。一方、「乳幼児

食育メール配信」は 71.3％と満足度が約 7 割にとどまっています。 

 

【利用したことがある場合、満足したか】 

 

  

満足した

92.2%

満足した

86.9%

満足した

88.9%

満足した

90.0%

満足した

95.8%

満足した

80.4%

満足した

83.3%

満足した

86.2%

満足した

71.3%

満足した

86.6%

満足した

87.7%

満足した

85.5%

満足した

79.5%

満足した

90.0%

満足した

88.1%

満足した

89.3%

満足した

84.8%

満足した

82.4%

満足した

93.5%

満足した

79.1%

満足した

86.4%

満足した

92.8%

満足しなかった

6.0%

満足しなかった

8.8%

満足しなかった

6.7%

満足しなかった

6.2%

満足しなかった

2.1%

満足しなかった

13.0%

満足しなかった

11.4%

満足しなかった

9.6%

満足しなかった

21.5%

満足しなかった

9.8%

満足しなかった

7.5%

満足しなかった

10.1%

満足しなかった

17.9%

満足しなかった

8.6%

満足しなかった

8.0%

満足しなかった

8.0%

満足しなかった

10.2%

満足しなかった

10.0%

満足しなかった

3.2%

満足しなかった

14.0%

満足しなかった

11.1%

満足しなかった

1.2%

無回答

1.8%

無回答

4.4%

無回答

4.4%

無回答

3.8%

無回答

2.1%

無回答

6.5%

無回答

5.3%

無回答

4.2%

無回答

7.3%

無回答

3.7%

無回答

4.8%

無回答

4.4%

無回答

2.6%

無回答

1.4%

無回答

3.9%

無回答

2.7%

無回答

5.1%

無回答

7.6%

無回答

3.2%

無回答

7.0%

無回答

2.5%

無回答

6.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

保健センターの両親学級（n=282）

保健センターの乳幼児健康相談・保健相談（n=457）

保健センターのこどもクッキング（n=45）

保健センターの離乳食教室（n=291）

保健センターのマタニティクッキング（n=48）

保健センターの栄養個別相談（n=92）

保健センターの歯科健康相談（n=228）

保健センターの乳幼児歯科相談事業（n=311）

乳幼児食育メール配信（n=247）

図書館おはなし会（n=164）

市立公園（n=869）

子ども家庭支援センターの各種相談（n=159）

育児支援ヘルパー派遣事業（n=39）

子ども家庭支援センターの両親学級（n=279）

保育所（認可）の子育て相談・園庭開放・子育てひろば（n=362）

学童保育所の学童ひろば事業（n=224）

児童館の幼児グループ事業（n=315）

子育て情報誌「のびのびこがねいっ子」（n=381）

小金井宮地楽器ホールの親子のためのシリーズ（n=154）

はけの森美術館の展覧会やワークショップ（n=43）

児童発達支援センター「きらり」（n=81）

赤ちゃんふらっと（n=83）
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各事業の今後の利用意向について以下のとおりとなっており、「市立公園」をはじめ、「小金井宮地楽器ホ

ールの親子のためのシリーズ」が 86.4％、「赤ちゃんふらっと」が 85.5％と再度の利用希望率が高くなっ

ています。 

 

【今後も利用したいか】 

 

  

今後も利用したい

52.1%

今後も利用したい

70.5%

今後も利用したい

77.8%

今後も利用したい

55.7%

今後も利用したい

68.8%

今後も利用したい

65.2%

今後も利用したい

66.7%

今後も利用したい

69.8%

今後も利用したい

62.3%

今後も利用したい

79.3%

今後も利用したい

90.6%

今後も利用したい

78.6%

今後も利用したい

51.3%

今後も利用したい

63.8%

今後も利用したい

70.7%

今後も利用したい

80.4%

今後も利用したい

68.3%

今後も利用したい

78.2%

今後も利用したい

86.4%

今後も利用したい

81.4%

今後も利用したい

77.8%

今後も利用したい

85.5%

今後は利用しない

37.6%

今後は利用しない

19.0%

今後は利用しない

13.3%

今後は利用しない

33.0%

今後は利用しない

22.9%

今後は利用しない

21.7%

今後は利用しない

23.7%

今後は利用しない

21.5%

今後は利用しない

24.7%

今後は利用しない

12.2%

今後は利用しない

0.8%

今後は利用しない

12.6%

今後は利用しない

41.0%

今後は利用しない

26.5%

今後は利用しない

18.8%

今後は利用しない

11.6%

今後は利用しない

23.5%

今後は利用しない

8.9%

今後は利用しない

2.6%

今後は利用しない

7.0%

今後は利用しない

12.3%

今後は利用しない

3.6%

無回答

10.3%

無回答

10.5%

無回答

8.9%

無回答

11.3%

無回答

8.3%

無回答

13.0%

無回答

9.6%

無回答

8.7%

無回答

13.0%

無回答

8.5%

無回答

8.6%

無回答

8.8%

無回答

7.7%

無回答

9.7%

無回答

10.5%

無回答

8.0%

無回答

8.3%

無回答

12.9%

無回答

11.0%

無回答

11.6%

無回答

9.9%

無回答

10.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

保健センターの両親学級（n=282）

保健センターの乳幼児健康相談・保健相談（n=457）

保健センターのこどもクッキング（n=45）

保健センターの離乳食教室（n=291）

保健センターのマタニティクッキング（n=48）

保健センターの栄養個別相談（n=92）

保健センターの歯科健康相談（n=228）

保健センターの乳幼児歯科相談事業（n=311）

乳幼児食育メール配信（n=247）

図書館おはなし会（n=164）

市立公園（n=869）

子ども家庭支援センターの各種相談（n=159）

育児支援ヘルパー派遣事業（n=39）

子ども家庭支援センターの両親学級（n=279）

保育所（認可）の子育て相談・園庭開放・子育てひろば（n=362）

学童保育所の学童ひろば事業（n=224）

児童館の幼児グループ事業（n=315）

子育て情報誌「のびのびこがねいっ子」（n=381）

小金井宮地楽器ホールの親子のためのシリーズ（n=154）

はけの森美術館の展覧会やワークショップ（n=43）

児童発達支援センター「きらり」（n=81）

赤ちゃんふらっと（n=83）
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お子さんは、現在、「子ども家庭支援センター親子遊びひろば（ゆりかご）」や、児童館の「ひろば事業」等

を利用していますか。利用している事業についてお答えください。（あてはまる番号すべてに○） 

 

子ども家庭支援センター親子遊びひろば（ゆ

りかご）」や、児童館の「ひろば事業」等の利用

状況について、「ゆりかご」では 16.4％、「ひろ

ば事業」では 16.3％となっています。 

 

 

 

 

 

なお各事業のおおよその「ひと月あたり」の利用日数は以下のとおりとなっています。 

 

【ゆりかご】          【ひろば事業】       【その他の子育てひろば】 

 
 

 

「子ども家庭支援センター親子遊びひろば（ゆりかご）」や児童館の「ひろば事業」等について、今は利用

していないが、できれば今後利用したい、あるいは、利用日数を増やしたいと思いますか。（１つに○） 

 

 

 「ゆりかご」や「ひろば事業」について、「今

後利用したい」と回答した方が 18.4％、「利用

日数を増やしたい」と回答した方は 11.2％とな

っています。 

 

 

 

 

なお「今後利用したい」、「利用日数を増やした

い」と回答した方のおおよその「ひと月あたり」

の利用日数は以下のとおりとなっています。 

 

【今後利用したい】     【今後利用日数を増やしたい】       

 

 

 

 

 

 

  

89.9%

1.7%

1.7%

1.1%

0.0%

5.6%

0.0% 50.0% 100.0%

1回～5回

6回～10回

11回～15回

15回～20回

21回以上

無回答

n=200 n=122 

16.4%

16.3%

7.2%

70.4%

2.9%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%100.0%

子ども家庭支援センター親子遊びひろ

ば（ゆりかご）

児童館の「ひろば事業」

その他の子育てひろば（学童保育所や

認可保育所等で行っているもの）

利用していない

無回答

89.3%

3.4%

2.8%

1.1%

0.0%

3.4%

0.0% 50.0% 100.0%

1回～5回

6回～10回

11回～15回

15回～20回

21回以上

無回答

84.6%

7.7%

5.1%

0.0%

0.0%

2.6%

0.0% 50.0% 100.0%

1回～5回

6回～10回

11回～15回

15回～20回

21回以上

無回答

n=1,089 

n=179 

利用していないが、今後利用したい

18.4%

すでに利用しているが、今後

利用日数を増やしたい

11.2%新たに利用したり、利用日数を

増やしたいとは思わない

64.3%

無回答

6.2%

n=1,089

81.1%

9.8%

2.5%

0.8%

0.0%

5.7%

0.0% 50.0% 100.0%

1回～5回

6回～10回

11回～15回

15回～20回

21回以上

無回答

89.5%

7.0%

1.5%

0.5%

0.0%

1.5%

0.0% 50.0% 100.0%

1回～5回

6回～10回

11回～15回

15回～20回

21回以上

無回答

n=177 n=78 

n=200 n=122 
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【「ゆりかご」や「ひろば事業」について、「利用していない」「新たに利用したり、利用日数を増やしたい

とは思わない」方のみ回答】 
 

利用していない、新たに利用したり、利用日数を増やしたいとは思わない理由はなんですか。（あてはまる

番号すべてに○） 

 

「ゆりかご」や「ひろば事業」を「利用して

いない」、または「新たに利用したり、利用日

数を増やしたいとは思わない」理由について、

「自宅から遠い」と回答した方が最も多く

27.7％となっています。また、その他の回答

として、年齢が小さすぎる、年齢が大きくなっ

たため利用が合わないなど、対象となる年齢を

理由としている回答が多く見られています。 

 

 

 

 

 

 
その他・・・保育園に通っているため（23） 

子供が大きくなり利用が合わないため（21） 

上の子がいて行きづらいため（12） 

子供がまだ小さいため（10） 

幼稚園に通っているため（9） 

今の利用日数で満足しているため（8） 

狭いため（8） 

忙しくて行く暇がない（6） 

児童館が古くて汚いので（6） 

どこにあるか知らない（6） 

病気をもらいやすい（4） 

  

n=913 

27.7%

1.0%

22.5%

12.8%

14.3%

9.1%

4.7%

13.1%

5.6%

7.7%

25.5%

2.4%

16.8%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

自宅から遠い

職場から遠い

利用時間帯が合わない

知り合いがいないため利用しにくい

サービスの内容がよくわからない

利用方法がわからない

他の事業を利用している

すでに知り合いの輪ができあがっている

サービスの内容に魅力を感じない

人と話すのが苦手

必要性を感じない

利用したが内容に満足できなかった

その他

n=913 
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９ 子育て全般について 

 

新生児訪問を受けて、どう思われましたか。（あてはまるものすべてに○） 

 

 新生児訪問を受けた感想として「安心できた」

と回答した方が最も多く 57.5％となり、約 6 割

の方が安心できたと回答しています。 

 

 

 

 

 

 

 
その他・・・転入のため小金井市で受けていない（64） 

受けていない（15） 

相談にのっていただきありがたかった（9） 

悩んでいることが解決されなかった（4） 

 

 

乳幼児健康診査（３－４か月健診・１歳６か月健診・３歳児健診）について、どう思われましたか。（あて

はまるものすべてに○） 

 

 乳幼児健康診査（３－４か月健診・１歳６か月

健診・３歳児健診）を受けた感想として「安心で

きた」と回答した方が最も多く 58.4％となる一

方、「時間が長くて大変だった」と回答した方も

44.2％と半数近くが「大変だった」と回答して

います。 

平成 25 年度調査と比較すると、「安心できた」

と回答した方について 5.7％、増えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
その他・・・検診の時間帯がお昼寝の時間帯で大変だった（26） 

場所が遠くて大変だった（24） 

待ち時間が長くて大変だった（7） 

平日で仕事を休まないといけないので非常に困った（5） 

  

57.5%

39.1%

6.5%

22.5%

2.3%

6.5%

13.2%

4.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

安心できた

助産師・保健師の話が役に立った

もっとゆっくり話をしたかった

決まりだから受けた

知っていることばかり教えられた

形式的だった

その他

無回答

n=1,089 

52.7%

25.8%

17.4%

16.2%

5.6%

8.7%

25.7%

4.7%

14.5%

5.2%

43.1%

4.1%

16.0%

3.6%

58.4%

23.9%

15.9%

13.6%

5.8%

6.0%

23.0%

1.8%

11.6%

3.8%

44.2%

3.4%

10.6%

1.7%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

安心できた

医師・保健師の話が役に立った

栄養士の話が役にたった

歯科医師や歯科衛生士の話が役に立った

心理士などの専門家の相談がためになった

もっとゆっくり話をしたかった

決まりだから受けた

知っていることばかり教えられた

形式的だった

自分の育児が否定されているようで嫌だっ

た

時間が長くて大変だった

受けていない

その他

無回答

平成25年度（n=1,182） 平成30年度（n=1,089）
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母親の方にうかがいます。（ご回答者が父親・その他の方の場合は、母親の状況がどうであったかでお答え

ください）出産後の１年間で気持ちが落ち込んだり涙もろくなったりなどしたことがありましたか。（あて

はまるものすべてに○） 

 

出産後の１年間で「気持ちが落ち込んだ」と回

答した方は 53.5％、「涙もろくなった」と回答

した方は 42.2％と約半数の方が気持ちが落ち

込んだり涙もろくなったりしたと回答していま

す。 

 

 

 

 

                                その他・・・イライラする事が多かった（8） 

                                      体調不良が続いた（6） 

 

【出産後の１年間で「気持ちが落ち込んだことがあった」「涙もろくなったことがあった」「それ以外の精

神的不調があった」方のみ回答】 
 
出産後の１年間で気持ちが落ち込んだり涙もろくなったりなどした際、どのように対応しましたか。（あて

はまるものすべてに○） 

 

気持ちが落ち込んだり涙もろくなったりなど

した際、「家族に相談した」方が最も多く、

67.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                 その他・・・助産師さんに相談した（9） 

                                       新生児訪問時に相談した（8） 

インターネットで対応方法を検索した（8） 

 

子育てに日常的に関わっている方にとって子育てを楽しいと感じることが多いと思いますか。それとも辛

いと感じることが多いと思いますか。（１つに○） 

 

子育てを「楽しいと感じることが多い」と回答

した方が最も多く 70.3％となり、約 7 割の方

が楽しいと感じています。 

また、平成 25 年度調査と比較すると、子育

てを楽しいと感じる、あるいは辛いと感じる割

合について、大きな変化は見られていません。 

 

 

 

 

 

53.5%

42.2%

15.8%

29.3%

2.9%

1.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

気持ちが落ち込んだことがあった

涙もろくなったことがあった

上記以外の精神的不調があった

特になかった

その他

無回答

n=1,089 

67.4%

42.9%

2.5%

8.0%

0.4%

4.8%

2.0%

20.0%

8.4%

0.3%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

家族に相談した

友人知人に相談した

近所の人に相談した

子ども家庭支援センターに相談した

民生委員・児童委員に相談した

医師に相談した

市の子育て関連担当窓口に相談した

特に対応しなかった

その他

無回答

68.1%

24.4%

2.8%

2.1%

1.5%

1.1%

70.3%

24.2%

3.1%

0.8%

0.6%

0.8%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

楽しいと感じることの方が多い

楽しいと感じることと辛いと感じること

が同じくらい

辛いと感じることの方が多い

わからない

その他

無回答

平成25年度（n=1,182） 平成30年度（n=1,089）

n=749 
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子育てに関して、日頃悩んでいること、または気になることはどのようなことですか。（あてはまるものす

べてに○） 

 

子育てに関して日頃悩んでいること、または

気になることとして、「子どもの発達状況、から

だ、ことば等に関すること」が最も多く 36.4％

となるとともに、「仕事や自分のやりたいことが

十分にできないこと」が 35.1％となり、子ども

のことともに、自身に関する悩みも多くなって

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
                                その他・・・保育園に入れるか不安（10） 

                                      子育てと仕事の両立のこと（4） 

 

母親の配偶者・パートナーは育児をしていますか。（１つに○） 

 

 母親の配偶者・パートナーの育児について「よ

くやっている」と回答した方は 53.4％と半数を

超えています。平成 25 年度調査と比較すると

「よくやっている」と回答した方の割合は

8.1％、増えています。 

 

 

 

 

  

よくやっている

45.3%

よくやっている

53.4%

時々やっている

42.7%

時々やっている

37.2%

ほとんどしない

6.4%

ほとんどしない

6.7%

何とも言えない

3.0%

何とも言えない

1.7%

無回答

2.5%

無回答

1.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成25年度

（n=1,182）

平成30年度

（n=1,089）

33.7%

36.4%

29.9%

26.9%

4.5%

29.1%

3.9%

24.2%

34.3%

35.1%

17.6%

25.7%

6.2%

29.4%

5.8%

4.3%

4.4%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

子どもの病気に関すること

子どもの発達状況、からだ、ことば等に

関すること

事故や犯罪に関すること

子どもの友達づきあい（いじめ等を含

む）に関すること

子どもの非行に関すること

育児・しつけの方法がよく分からないこ

と

子どもの障がいに関すること

子どもとの時間が十分にとれないこと

子どもを叱りすぎているような気がする

こと

仕事や自分のやりたいことが十分にでき

ないこと

子育てに関して配偶者・パートナーの協

力が少ないこと

保育・教育に係る費用負担が大きいこと

地域の子育て支援サービスの内容や利

用・申込み方法がわからないこと

子どもの学習・習い事に関すること

話し相手や相談相手がいないこと

その他

無回答

n=1,089 
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お子さんの小学校就学に関する不安はありますか。（１つに○） 

 

お子さんの小学校就学に関する不安について

「ある」と回答した方は 41.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

また、小学校就学に関する不安が「ある」と回

答した方のうち、就学後の教育における金銭面

での不安について「大いにある」と回答した方は

22.0％、「ややある」と回答した方は 35.0％と

なり、金銭面での「不安がある」方について

57.0％となっています。 

 

 

 

お金が足りなくて以下の経験が、過去１年間にありましたか（それぞれ、１つに○） 

 

【お金が足りなくて、家族が必要とする食料を買えなかった経験】 

 

お金が足りなくて、家族が必要とする食料を

買えなかった経験について、「よくあった」「とき

どきあった」と回答した方は 2.5％となってい

ます。 

 

 

【お金が足りなくて、家族が必要とする衣類を買えなかった経験】 

 

お金が足りなくて、家族が必要とする衣料を

買えなかった経験について、「よくあった」「とき

どきあった」と回答した方は 4.0％となってい

ます。 

 

 

【お金が足りなくて、家賃や水道光熱費等を滞納した経験】 

 

お金が足りなくて、家賃や水道光熱費等を滞

納した経験について、「よくあった」「ときどきあ

った」と回答した方は 1.6％となっています。 

 

 

 

 

  

0.2%

2.3%

4.3%

92.0%

1.2%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

よくあった

ときどきあった

まれにあった

まったくなかった

無回答

大いにある

22.0%

ややある

35.0%

どちらとも

いえない

13.7%

あまりない

14.6%

ない

14.1%

無回答

0.3%

n=446

1.1%

2.9%

5.7%

89.1%

1.2%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

よくあった

ときどきあった

まれにあった

まったくなかった

無回答

0.7%

0.9%

2.6%

94.8%

1.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

よくあった

ときどきあった

まれにあった

まったくなかった

無回答

n=1,089 

n=1,089 

n=1,089 

ある

41.0%

ない

38.0%

どちらでもない

20.3%

無回答

0.7%

n=1,089



第２章 調査結果 

40 

 

下記のことについて、あなたの家庭では、お子さんに行っていますか。（それぞれ、１つに○） 
 

 お子さんに行っていることとして「誕生日にプレゼントをあげる等の祝い事をする」については「してい

る」と回答した方が 94.0％と多くなっています。また、「習い事に通わせる」についても「している」と回

答した方が 46.4％となり、就学前より習い事に通わせている方が約半数となっています。 
 

【毎年新しい洋服・靴を買う】       【習い事（音楽、スポーツ、習字等）に通わせる】 

 

【誕生日にプレゼントをあげる等の祝い事をする】   【１年に１回くらい 1 泊以上の家族旅行に行く】 

 

【クリスマスのプレゼントや正月のお年玉をあげる】 

 
 

今後新たに子どもをもうけたいと思いますか。（１つに○） 
 

今後新たに子どもをもうけたいと思うかにつ

いて、「もうけない」と回答した方が最も多く

39.3％となっています。一方「もうけたい」と

回答した方は 27.6％となっています。 

 

 

 

今後新たに子どもをもうけるとした場合に、必要な条件としてあてはまるものを選択してください。（あて

はまるものすべてに○） 
 

今後新たに子どもをもうけるとした場合の必

要な条件として「子育てや教育に対する資金援

助」と回答した方が最も多く 57.6％、次いで「待

機児童、入所待ち児童ゼロ対策」が 48.3％とな

っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
                        その他・・・現状の人数で満足（11） 

                                        収入増（8） 

92.5%

1.0%

1.8%

3.2%

1.5%

0.0% 50.0% 100.0%

している

したくない（方針でしない）

経済的にできない

その他の理由でしていない

無回答

94.0%

0.3%

0.2%

3.8%

1.7%

0.0% 50.0% 100.0%

している

したくない（方針でしない）

経済的にできない

その他の理由でしていない

無回答

87.5%

1.5%

0.7%

8.0%

2.3%

0.0% 50.0% 100.0%

している

したくない（方針でしない）

経済的にできない

その他の理由でしていない

無回答

48.3%

57.6%

13.3%

21.3%

35.8%

13.3%

32.3%

4.3%

19.0%

7.2%

7.3%

0.0% 20.0%40.0%60.0%80.0%100.0%

待機児童、入所待ち児童ゼロ対策

子育てや教育に対する資金援助

不妊治療に対する資金援助

勤務先による育児休業の拡大

在宅勤務や時短勤務など柔軟な勤務

制度

働く必要がなくなれば

育児の負担に対する配偶者・パート

ナーの協力

現状のままでももっと子どもを持ち

たい

そもそも高年齢で産むつもりはない

その他

無回答

n=1,089 

46.4%

4.1%

5.8%

41.2%

2.5%

0.0% 50.0% 100.0%

している

したくない（方針でしない）

経済的にできない

その他の理由でしていない

無回答

77.0%

0.4%

6.3%

14.0%

2.3%

0.0% 50.0% 100.0%

している

したくない（方針でしない）

経済的にできない

その他の理由でしていない

無回答

n=1,089 n=1,089 

n=1,089 
n=1,089 

はい

27.6%

もうけたいが難

しい

31.7%

いいえ

39.3%

無回答

1.4%

n=1,089

n=1,089 
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子育て（教育を含む）をする上で、相談できる人や場所はありますか。（あてはまるものすべてに○） 

 

子育て（教育を含む）をする上で、相談できる

人や場所として「友人や知人」が最も多く

82.4％となり次いで「祖父母等の親族」が

79.8％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
                                                その他・・・夫（6） 

                                        保育園の先生（3） 

                                        SNS（3） 

 

あなたは、子育てをする中で、どのような支援・対策が有効と感じていますか。（３つまでに○）  

 

子育てをする中での有効な支援・対策として「保育サービスの充実」が最も多く 59.4％となり、次いで

「仕事と家庭生活の両立支援」が 40.6％となっています。平成 25 年度調査と比較すると。「保育サービス

の充実では 5.8％、「仕事と家庭生活の両立支援」では 10.2％高くなっており、共働き家庭への支援ニーズ

が非常に高まっています。 

 
                その他・・・経済的支援（3） 

                             保育費用負担軽減（3） 

  

37.9%

53.6%

8.3%

19.5%

12.3%

8.1%

8.6%

26.1%

34.5%

30.4%

14.8%

2.0%

5.4%

5.5%

3.6%

2.4%

38.8%

59.4%

13.4%

23.0%

22.2%

12.3%

17.5%

27.5%

38.6%

40.6%

20.3%

4.2%

7.2%

6.7%

1.7%

1.6%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

地域における子育て支援の充実

保育サービスの充実

子育て支援のネットワークづくり

地域における子どもの活動拠点の充実

妊娠・出産に対する支援

母親・乳児の健康に対する安心

配偶者・パートナーの子育て参加のための支援の充実

子どもの教育環境

子育てしやすい住居・まちの環境面での充実

仕事と家庭生活の両立支援

子どもを対象にした犯罪・事故の軽減

要保護児童※に対する支援

障がいのある子どもを対象とした支援の充実

子どもの発達に関する支援の充実

その他

無回答

平成25年度（n=1,182） 平成30年度（n=1,089）

79.8%

82.4%

18.0%

9.5%

10.5%

4.8%

25.8%

15.4%

6.4%

0.4%

16.6%

1.4%

2.1%

2.8%

0.4%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

祖父母等の親族

友人や知人

近所の人

子ども家庭支援センター

保健センター

児童発達支援センター「きらり」※

保育所

幼稚園

児童館

民生委員・児童委員

かかりつけの医師

市の子育て関連担当窓口

その他

いない・ない

無回答

n=1,089 
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子育て（教育を含む）をする上で、周囲（身近な人、市役所など）からどのようなサポートがあればよい

とお考えでしょうか。ご自由にお書きください。 

 

サポートとして「一時預かりを充実してほしい」というご意見が多く、気軽に利用できるようにしてほし

い、病気などの緊急の場合に利用できるようにしてほしい、またその体制を拡充してほしいとの意見が多く

見られています。 

また、「気軽に話ができる機会として、同じ境遇、同じ世代で交流し気軽に話ができる機会を作って欲し

い」との意見も多く見られています。医療費補助を含めた金銭的サポートに関する要望も多く見られていま

す。 

 

 

一時預かりの充実 

 私用や少し１人になれる時間を作ることなどを目的に、いつでも気軽に一時預かりを

利用できるようにしてほしい（40） 

 病気など緊急の時に、子どもを預けられる所があるとよい（24） 

 一時的に子どもを預かってもらえる場所や利用可能人数の枠を増やしてほしい（11） 

 中々予約がとれず利用できない状況にあるので、月に１回でも確実にとれるようにし

てほしい、予約をオンライン化してほしい（7） 

 土曜、休日、夏休み、夜間に気軽に子どもを預けられる所があるとよい（6） 

 一時預かりに関する費用の負担軽減を行ってほしい（3） 

 

92 

気軽に話ができる機会の提供 

 同じ境遇や同じ世代で交流し話ができる機会がほしい（21） 

 気軽に声掛けするなど、話をするきっかけづくりをしてほしい（17） 

 育児と仕事の両立サポート、育休復帰支援のセミナーやひとり親向けセミナーなどを

開催して話をする機会をつくるとよい（7） 

 子育て先輩の親が話をする、話を聞いてあげる活動があるとよい（2） 

 地域ごとにいろいろな世代の方と交流がもてるような催しがあればよい（２） 

 

50 

支援体制の充実 

 認可保育園・こども園を増やしてほしい（7） 

 支援サービス事業所、乳幼児健診、病院の小児科、役所等について土日の対応を行っ

てほしい（6） 

 保育士さんたちの就労環境の改善、保育事業所への充分なサポート（3） 

 アレルギーがあっても受けいれ可能な体制づくり（2） 

 母親が１人でリフレッシュできる環境づくり（２） 

 

34 

経済・金銭的サポートの充実 

 経済的な補助を拡充してほしい（17） 

 児童手当の拡充（4） 

 マル子（医療費支援）の所得制限を廃止してほしい（2） 

 

29 

居場所・安全な遊び場の確保 

 公園などで安全に遊べる環境を増やしてほしい（10） 

 天気を気にせず利用できる室内遊び場を作ってほしい（5） 

 

23 

情報の提供 

 子育て支援、子どもへの様々なプログラムやイベントについてもっと情報提供してほ

しい（12） 

 ホームページなどわかりやすくして情報提供してほしい（4） 

 

19 
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相談しやすい環境の整備 

 育児のことなど気軽に相談できる環境がほしい（6） 

 産前産後から相談できる、相談しやすい窓口を作って欲しい（3） 

 

18 

学童の充実 

 小１の壁、学童問題を解消してほしい、学童の時間の拡充、長期休暇に対応してほし

い（7） 

 学童を利用できる年齢を引き上げてほしい。６年生まで（2） 

 

17 

病児、病後児保育施設の充実 

 病児保育事業を充実させてほしい（14） 

 

14 

発達、育児に関する講習会の開催 

 子どもの発達、子育てに関する講座、学習会などを行ってほしい（7） 

 父親の子育て講座・学習会などを行ってほしい（2） 

 

12 

子育てに関する地域づくり 

 地域内での声掛けを行う環境づくり（3） 

 地域の見守り、防犯の体制づくり（2） 

 日頃からの地域内のコミュニケーション（2） 

 

11 

医療費補助の拡充 

 医療費の所得制限を無制限にしてほしい（4） 

 予防接種の無料化（3） 

 中学卒業まで医療費無料（2） 

 

9 

家事支援 

 気軽に家事代行サービスを利用できるようにしてほしい（3） 

 育児ヘルパーなどを気軽に使いたい、手続きを簡易化してほしい（3） 

 

8 

教育費用の負担軽減 

 子どもの教育に関する全ての助成金や補助金の所得制限をなくしてほしい（2） 

 習い事に対する補助金がほしい（2） 

 教育費の無償化（2） 

 

8 

障がい児・発達障がい児サポートの充実 

 発達障がいなどがある子どもへの理解を深めてほしい（3） 

 障がい児や養育困難の子どもの保育やサポート体制（3） 

 

7 

見守りの充実 

 通園、通学時の見守りの充実（5） 

 

6 

移動手段・送迎手段の確保 

 保健センターまでのシャトルバス（3） 

 平日の習い事の送迎など、気軽に送迎をお願いできる体制（2） 

 

6 
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１０ 保育所に入れるための活動について 

 

過去に子どもを保育所に入れるための活動を行ったことがありますか。（１つに○） 
 

子どもを保育所に入れるための活動の経験に

ついて「ある」と回答した方は 63.7％となって

います。 

 

 

 

 

 

 またその活動の内容として「情報収集」が最も

多く 91.9％となり次いで「保育所見学」が

81.1％となっています。保育所に関する情報提

供が求められています。 

 

 

 

 

 

 

その他・・・認可外保育所への入園予約（3） 

      一時保育の利用（3） 

 

【過去に子どもを保育所に入れるための活動を行ったことがある方のみ回答】 
 

子どもを保育所に入れるための活動及びその結果についてどのように思いますか（１つに○） 
 

子どもを保育所に入れるための活動及びその

結果について「大変不満」21.6％、「少し不満」

が 16.0％となり、不満に思っている方が

37.6％となっています。一方「大変満足」「まあ

まあ満足」と満足に思っている方は 35.8％とな

っていることから、保育所に入れるための活動

及びその結果については不満のほうが多くなっ

ています。 

 

【子どもを保育所に入れるための活動及び結果について不満がある方のみ回答】 
 

不満だと思う理由はなんですか。（あてはまるものすべてに○） 

 

 不満の理由として「希望する保育所に入れな

かった」が最も多く 60.2％となり、次いで「情

報収集が大変だった」が 42.1%となっています。 

 

 

 

 

  

ある

63.7%

ない

35.4%

無回答

0.8%

n=1,089

42.1%

18.4%

4.6%

2.7%

60.2%

26.1%

31.8%

20.7%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

情報収集が大変だった

希望どおり保育所見学できなかった

育児休業期間の調整等について、職場の

理解が得られなかった

家族の理解が得られなかった

希望する保育所に入れなかった

保育所に入るまで時間を要した

希望する時期に入園できなかった

その他

n=261

91.9%

81.1%

36.6%

9.9%

14.4%

3.6%

3.0%

0.1%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

情報収集

保育所見学

育児休業期間の調整

勤務時間の変更（短時間からフルタイ

ム）

認可保育所に入るための認可外保育所へ

の入園

入所しやすい地域への引越し

その他

無回答

n=694 

大変満足

12.5%

まあまあ満足

23.3%

どちらともいえ

ない

26.2%

少し不満

16.0%

大変不満

21.6%

無回答

0.3%

n＝694
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１１ 幼児教育・保育無償化について 

 

幼児教育や保育が無償化となった場合、以下の事業において主に利用したいと思う事業はどれですか。（１

つに○） 

 

幼児教育や保育が無償化となった場合に利用

したいと思う事業として「認可保育所」が最も多

く 41.7％、次いで「幼稚園」が 30.9％となっ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

  

30.9%

9.3%

41.7%

2.2%

9.0%

0.5%

0.2%

0.2%

0.1%

0.7%

5.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

幼稚園

幼稚園の預かり保育

認可保育所

東京都認証保育所

認定こども園

小規模保育事業

保育室

職場内保育所

家庭福祉員（保育ママ）

居宅訪問型保育

無回答

n=815
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１２ 飲酒・喫煙について 

 

母親は妊娠中にお酒を飲んでいましたか。（１つに○） 

 

妊娠中にお酒を「飲んでいた」と回答した方は

1.7％となっています。平成 25 年度調査と比較

すると飲んでいたと回答した方の割合が 2.8％

低下しています。 

 

 

 

 

 

 

妊婦、妊婦の配偶者・パートナーは妊娠中、また現在タバコを吸っていましたか。（それぞれ１つに○） 

 

【妊娠中】 

 妊娠中、「タバコを吸っていたか」について、妊婦については吸っていたと回答した方が 0.3％となり、平

成 25 年度調査と比較すると 0.9％減っています。パートナーについては妊婦の前で吸っていたと回答した

方は 3.0％となり、平成 25 年度調査と比較すると 1.2％減っています。 

 

【妊 婦】               【妊婦の配偶者・パートナー】 

 

 

【現 在】 

 現在、母親について、「子どもの前で吸っている」と回答した方が 0.6％、「吸っているが、子どもの前で

は吸っていない」と回答した方が 1｡9％となり、平成 25 年度調査と比較するとタバコを吸っている方が

1.5％減っています。パートナーについては「子どもの前で吸っている」と回答した方が 2.9％となり、平成

25 年度調査と比較するとタバコを吸っている方が 2.8％減っています。 

 

【母 親】               【母親の配偶者・パートナー】 

 

吸っていた

1.2%

吸っていた

0.3%

吸っていない

96.6%

吸っていない

98.5%

無回答

2.2%

無回答

1.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成25年度

（n=1,182）

平成30年度

（n=1,089）

子どもの前で

も吸っている

0.4%

子どもの前で

も吸っている

0.6%

吸っているが、

子どもの前では

吸っていない

3.6%

吸っているが、

子どもの前では

吸っていない

1.9%

吸っていない

92.2%

吸っていない

95.9%

無回答

3.7%

無回答

1.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成25年度

（n=1,182）

平成30年度

（n=1,089）

妊婦の前でも

吸っていた

4.3%

妊婦の前でも

吸っていた

3.0%

吸っていたが、

妊婦の前では吸

わなかった

27.3%

吸っていたが、

妊婦の前では吸

わなかった

24.1%

吸っていない

65.1%

吸っていない

71.0%

無回答

3.2%

無回答

1.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成25年度

（n=1,182）

平成30年度

（n=1,089）

飲んでいた

4.5%

飲んでいた

1.7%

飲んでいない

94.4%

飲んでいない

97.4%

無回答

1.1%

無回答

0.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成25年度

（n=1,182）

平成30年度

（n=1,089）

子どもの前で

も吸っている

3.2%

子どもの前で

も吸っている

2.9%

吸っているが、

子どもの前では

吸っていない

23.6%

吸っているが、

子どもの前では

吸っていない

21.1%

吸っていない

69.0%

吸っていない

73.8%

無回答

4.1%

無回答

2.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成25年度

（n=1,182）

平成30年度

（n=1,089）
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１３ お子さんの小学校就学後における放課後の過ごし方について 

 

【お子さんが 5 歳以上の方のみ回答】 
 

お子さんについて、小学校就学後、放課後（平日の小学校終了後）の時間をどのような場所で過ごさせた

いと思いますか。（あてはまるものすべてに○） 

 

小学校就学後、放課後の時間で過ごしてもら

いたい場所として「習い事」が最も多く 54.3％

となり、次いで「自宅」が 45.2％、「学童保育

所」が 44.3％となっています。平成 25 年度調

査と比較すると過ごさせたい場所として大きな

変化は見られていません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

その他・・・放課後等デイサービス（３） 

友達の家（２） 

 

 また、それぞれの場所における週当たり希望日数については以下のとおりとなっています。 

 

【自 宅】       【祖父母宅や友人・知人宅】        【習い事】 

 

  

36.8%

27.4%

4.2%

2.1%

21.1%

0.0%

2.1%

6.3%

0.0% 50.0% 100.0%

1日

2日

3日

4日

5日

6日

7日

無回答

n=95

67.6%

11.8%

2.9%

2.9%

5.9%

0.0%

0.0%

8.8%

0.0% 50.0% 100.0%

1日

2日

3日

4日

5日

6日

7日

無回答

n=34

50.2%

18.1%

58.7%

12.8%

28.8%

43.8%

0.7%

34.5%

3.6%

5.7%

45.2%

16.2%

54.3%

12.4%

28.1%

44.3%

1.0%

28.6%

2.4%

13.8%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

自宅

祖父母宅や友人・知人宅

習い事（ピアノ教室、サッカークラブ、

学習塾など）

児童館

放課後子ども教室

学童保育所

ファミリー・サポート・センター

公園

その他

無回答

平成25年度（n=281） 平成30年度（n=210）

33.3%

43.9%

14.9%

1.8%

1.8%

0.0%

0.0%

4.4%

0.0% 50.0% 100.0%

1日

2日

3日

4日

5日

6日

7日

無回答

n=114
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【児童館】         【放課後子ども教室】        【学童保育所】 

 

【ファミリー・サポート・センター】    【公 園】           （何時まで） 

 

 

【学童保育所の利用を希望された方のみ回答】 
 

お子さんについて、土曜日と日曜日・祝日に学童保育所の利用希望はありますか。（それぞれ１つに○、数

字を記入） 

土曜日と日曜日・祝日の学童保育所の利用希望について、土曜日は 23.7％、日曜日・祝日は 7.5％の方が

利用したいと回答しています。 

【土曜日】                     【日曜日・祝日】 

   

（開始時刻）                      （開始時刻） 

  

       （終了時刻）                      （終了時刻） 

  

  

50.0%

15.4%

7.7%

0.0%

7.7%

0.0%

0.0%

19.2%

0.0% 50.0% 100.0%

1日

2日

3日

4日

5日

6日

7日

無回答

n=26

100.0

%
0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0% 50.0% 100.0%

1日

2日

3日

4日

5日

6日

7日

無回答

n=2

利用したい

23.7%

利用しない

75.3%

無回答

0.1%

n=93

18.2%

54.5%

27.3%

0.0%

0.0%

0.0% 50.0% 100.0%

7時

8時

9時

10時

無回答

n=22

9.1%

31.8%

31.8%

22.7%

4.5%

0.0% 50.0% 100.0%

16時

17時

18時

19時

無回答

n=22

67.8%

16.9%

8.5%

0.0%

6.8%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0% 50.0% 100.0%

1日

2日

3日

4日

5日

6日

7日

無回答

n=59

3.2%

4.3%

10.8%

11.8%

63.4%

5.4%

0.0%

1.1%

0.0% 50.0% 100.0%

1日

2日

3日

4日

5日

6日

7日

無回答

n=93

46.7%

31.7%

8.3%

1.7%

10.0%

0.0%

0.0%

1.7%

0.0% 50.0% 100.0%

1日

2日

3日

4日

5日

6日

7日

無回答

n=60

1.1%

29.0%

50.5%

16.1%

3.2%

0.0% 50.0% 100.0%

16時

17時

18時

19時

無回答

n=93

利用したい

7.5%

利用しない

83.9%

無回答

8.6%

n=93

28.6%

71.4%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0% 50.0% 100.0%

7時

8時

9時

10時

無回答

n=7

0.0%

14.3%

71.4%

14.3%

0.0% 50.0% 100.0%

16時

17時

18時

19時

n=7
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【学童保育所の利用を希望された方のみ回答】 
 
お子さんについて、お子さんの夏休み・冬休み・春休みの長期休暇期間中の学童保育所の利用希望はあり

ますか。（１つに○） 

 

お子さんの夏休み・冬休み・春休みの長期休暇

期間中の学童保育所の利用希望について利用し

たいと回答した方については 96.8％と、高い利

用希望となっています。 

 

 

 

 

                                 （開始時刻） 

 

 

 

 

 

 

 

                                 （終了時刻）  

  

利用したい

96.8%

利用しない

2.2%

無回答

0.1%

n=93

17.8%

61.1%

18.9%

0.0%

2.2%

0.0% 50.0% 100.0%

7時

8時

9時

10時

無回答

n=90

2.2%

30.0%

47.8%

16.7%

3.3%

0.0% 50.0% 100.0%

16時

17時

18時

19時

無回答

n=90
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１４ 児童虐待に関することについて 

 

児童虐待に関する下記の設問についてお答えください。 

 

（１）「児童虐待の防止等に関する法律」（児童虐待防止法）を知っていますか。（１つに○） 

 

「児童虐待の防止等に関する法律」について

「言葉は聞いたことがある」と回答した方が最

も多く 49.7％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

（２）児童虐待を発見した場合の通報先を知っていますか。（１つに○） 

 

児童虐待を発見した場合の通報先を知ってい

ると回答した方の割合は 74.5％となっていま

す。 

 

 

 

 

 

また、通報先として「児童相談所」と回答した

方は 90.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 
   その他・・・189 番（10） 

                    市役所（5） 

民生委員（3） 

 

  

90.4%

38.3%

57.2%

3.2%

1.0%

0.0% 50.0% 100.0%

児童相談所

子ども家庭支援センター

警察

その他

無回答

n=811

内容もよく知っている

5.9%

知っている

27.9%

言葉は聞いたこ

とがある

49.7%

知らない

14.3%

無回答

2.2%

n=1,089

はい

74.5%

いいえ

23.3%

無回答

2.2%

n=1,089
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１５ 小金井市子どもの権利に関する条例について 

 

「小金井市子どもの権利に関する条例」を知っていますか。（１つに○） 

 

「小金井市子どもの権利に関する条例」につ

いて、「内容もよく知っている」「知っている」と

回答した方は 9.4％となっています。 

また、平成 25 年度調査と比較すると、「知ら

ない」と回答した方の割合が 8.6％減少してい

ます。 

 

 

 

 

また、「小金井市子どもの権利に関する条例」

を最初に知った場所として、「市報や市のホーム

ページ等から」が最も多く、46.1％となってい

ます。 

 

 

 

 

 

 
   その他・・・保育園・幼稚園（4） 

                    職場（3） 

 

 

  

16.7%

0.0%

6.9%

46.1%

16.7%

9.8%

3.9%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

学校で

家族から

友人・知人から

市報や市のホームページ等から

どこで聞いたのか忘れたが知っている

その他

無回答

n=102

内容もよく知っ

ている

1.0%

内容もよく知っ

ている

1.3%

知っている

5.2%

知っている

8.1%

言葉は聞いたこ

とがある

27.8%

言葉は聞いたこ

とがある

31.7%

知らない

65.3%

知らない

56.7%

無回答

0.6%

無回答

2.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成25年度

（n=1,182）

平成30年度

（n=1,089）
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１６ 小金井市の子育て環境や子育て支援施策全般について 

 

小金井市の子育ての環境や支援への満足度について、お答えください（１つに○） 
 

小金井市の子育ての環境や支援への満足度と

して「満足」「やや満足」と回答した方が 29.7％

となる一方、「不満」「やや不満」と回答した方が

31.4％と、不満の方が満足より上回っています。

また、平成 25 年度調査と比較すると、「満足」

「やや満足」と回答した方の割合が 3.7％増加

してます。 

 
 

小金井市で実施している子育て支援策について、どこから情報収集していますか。（あてはまるものすべて

に○） 
 
 子育て支援策の情報入手先として、「市報こが

ねい」が最も多く 82.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                  その他・・・児童館・ゆりかご・保健センターなどのはりがみ（8） 

街の掲示板（7） 

 

下記の小金井市の施策について、知っているか、利用したことがあるかお答えください。また、利用した

ことがない場合は、今後利用したいかお答えください。（１つに○） 
 
各施策の認知度について以下のとおりとなっており、「児童扶養手当」を始め、「就学援助制度」「児童育成

手当」については約半数の方が知っていると回答した一方、それら施策以外の認知度については、約 1 割程

度と認知度が低くなっています。 

 

【知っているか】（n=1,089） 

 

知っている

43.1%

知っている

44.4%

知っている

47.0%

知っている

18.4%

知っている

10.7%

知っている

9.1%

知っている

7.5%

知っている

10.1%

知らない

52.1%

知らない

48.1%

知らない

45.1%

知らない

73.8%

知らない

81.5%

知らない

83.1%

知らない

84.5%

知らない

81.9%

無回答

4.9%

無回答

7.4%

無回答

7.9%

無回答

7.8%

無回答

7.8%

無回答

7.8%

無回答

8.0%

無回答

8.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学援助制度

児童育成手当

児童扶養手当

母子家庭及び父子家庭自立支援教育訓練給付金

母子・父子自立支援プログラム策定事業

母子家庭及び父子家庭高等職業訓練促進給付金

ひとり親家庭高等学校卒業程度認定試験合格支給給付金

母子及び父子福祉資金貸付事業

82.6%

35.8%

19.7%

5.7%

36.1%

11.7%

3.9%

26.3%

1.8%

2.3%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%100.0%

市報こがねい

市ホームページ

市の冊子（小金井市みんなで子育て応援
ブック「のびのびこがねいっ子」等）

市役所窓口担当

保育園・幼稚園・学校等からの連絡

インターネット（市ホームページを除
く）

ＳＮＳ（facebook、LINE等）

知人友人

その他

無回答

n=1,089

満足

2.4%

満足

4.0%

やや満足

23.6%

やや満足

25.7%

どちらともいえ

ない

34.3%

どちらともいえ

ない

37.1%

やや不満

22.8%

やや不満

20.7%

不満

15.7%

不満

10.7%

無回答

1.3%

無回答

1.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成25年度

（n=1,182）

平成30年度

（n=1,089）
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各事業の利用率について以下のとおりとなっており、「児童扶養手当」を始め、「就学援助制度」「児童育成

手当」については６％から 8％の方が利用していると回答した一方、それら施策以外の利用率については、

2％未満と利用率が低くなっています。 

 

【これまでに利用したことがあるか】 

 

 

各事業の今後の利用意向について以下のとおりとなっており、各事業とも再度の利用希望率が高くなって

います。 

 

【今後も利用したいか】 

 

  

利用したことがある

6.4%

利用したことがある

6.8%

利用したことがある

8.6%

利用したことがある

0.5%

利用したことがある

0.9%

利用したことがある

2.0%

利用したことがある

0.0%

利用したことがある

1.8%

利用したことはない

85.1%

利用したことはない

79.5%

利用したことはない

78.5%

利用したことはない

89.0%

利用したことはない

89.7%

利用したことはない

88.9%

利用したことはない

89.0%

利用したことはない

90.0%

無回答

8.5%

無回答

13.6%

無回答

12.9%

無回答

10.5%

無回答

9.5%

無回答

9.1%

無回答

11.0%

無回答

8.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学援助制度（n=469）

児童育成手当（n=484）

児童扶養手当（n=512）

母子家庭及び父子家庭自立支援教育訓練給付金（n=200）

母子・父子自立支援プログラム策定事業（n=116）

母子家庭及び父子家庭高等職業訓練促進給付金（n=99）

ひとり親家庭高等学校卒業程度認定試験合格支給給付金（n=82）

母子及び父子福祉資金貸付事業（n=110）

今後も利用したい

90.0%

今後も利用したい

72.7%

今後も利用したい

63.6%

今後も利用したい

100.0%

今後も利用したい

50.0%

今後も利用したい

100.0%

今後は利用しない

6.7%

今後は利用しない

9.1%

今後は利用しない

4.5%

今後は利用しない

0.0%

今後は利用しない

50.0%

今後は利用しない

0.0%

無回答

3.3%

無回答

18.2%

無回答

31.8%

無回答

0.0%

無回答

0.0%

無回答

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学援助制度（n=30）

児童育成手当（n=33）

児童扶養手当（n=44）

母子・父子自立支援プログラム策定事業（n=1）

母子家庭及び父子家庭高等職業訓練促進給付金（n=2）

母子及び父子福祉資金貸付事業（n=2）
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子ども・子育て支援に関して小金井市や地域で充実してほしいことはありますか。（３つまでに○） 

 

子ども・子育て支援に関して小金井市や地域で充実してほしいこととして、「経済的負担を軽減する」が最

も多く 47.1％、次いで「子どもの居場所と交流の場を充実する」となっています。 

 
その他・・・認可保育園、保育園の拡充、充実（14） 

小さい子が遊べる公園の拡充（7） 

医療費の補助拡充（5） 

  

8.2%

6.7%

22.9%

18.6%

42.0%

47.1%

4.4%

15.2%

12.0%

3.4%

9.3%

3.4%

7.3%

34.8%

10.2%

34.0%

16.7%

5.1%

12.2%

12.9%

4.8%

2.8%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

子どもの権利を尊重する社会環境づくりを進める

子どもの社会参加を推進し、意見の表明など子どもの自己実現を応援する

子どもへの虐待や犯罪を防止する

自立を育む体験活動を応援する

子どもの居場所と交流の場を充実する

経済的負担を軽減する

母子保健事業を充実する

子育ちや子育てに関する相談、情報提供、学習機会を充実させ、支援を強める

子育てしやすい職場環境を目指して、情報提供と支援に取り組む

ひとり親家庭を支援する

障がいや特別な配慮が必要な子どもと家庭を支援する

外国籍の子どもと家庭を支援する

家庭での子育ち、子育てが困難な場合にきめ細やかな支援をする

子どもが安心して学べる環境をつくる

子どもが地域の一員となるための学習と交流の場をつくる

子育ち、子育てしやすい生活環境等を整備する

地域の緑と環境を守る

地域の子育てネットワークを整備する

男女がともに子育てと社会参加できる環境をつくり、ワーク・ライフ・バランス
を目指す

地域の公共施設の活用を進める

その他

無回答

n=1,089
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Ⅱ. 就学児童の保護者調査 

 

１ 回答者属性 

 

お住まいの地区はどこですか。（１つに○） 

  

アンケート回答者のお住まいの地区割合は右

のとおりとなり、平成 30 年 12 月 1 日現在の

住民基本台帳による 6 歳から 12 歳の地区別人

口割合と同等割合となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜参考＞ 

住民基本台帳による町別（6 歳～12 歳）人口 （平成 30 年 12 月 1 日現在） 

町 名 東町 梶野町 関野町 緑町 中町 前原町 本町 桜町 貫井北町 貫井南町 合 計 

６～12 歳 

人口（人） 
783 587 65 906 649 763 862 262 859 816 6,552 

割合（%） 12.0% 9.0% 1.0% 13.8% 9.9% 11.6% 13.2% 4.0% 13.1% 12.5% 100.0％ 

（出典）小金井市ホームページ 市勢データ世帯と人口 平成 30 年 12 月 1 日現在 町丁別年齢別人口より 
割合は独自計算 

 

お子さんの生年月を記入してください。（数字を記入）（平成 30 年 12 月 1 日現在） 

 

アンケート回答者のお子さんの年齢割合は右

のとおりとなっています。なお 6 歳児並びに

12 歳児については、本アンケート対象が就学

児童を対象としている為、割合が少なくなって

います。（6 歳でかつ未就学児、12 歳でかつ中

学生は対象外） 

 

 

 

＜参考＞ 

住民基本台帳による年齢別人口 （平成 30 年 12 月 1 日現在） 

年 齢 6 歳※ 7 歳 8 歳 9 歳 10 歳 11 歳 12 歳※ 合 計 

人口

（人） 
975 993 964 959 953 935 836 6,615 

割合

（%） 
14.7% 15.0% 14.6% 14.5% 14.4% 14.1% 12.6% 100.0％ 

※6 歳は就学前児童を、12 歳は中学生を含む 

（出典）小金井市ホームページ 市勢データ世帯と人口 平成 30 年 12 月 1 日現在 町丁別年齢別人口より 

割合は独自計算    

  

12.0%

9.5%

0.8%

13.8%

9.7%
10.5%

13.7%

3.2%

13.0%12.9%

0.9%

0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

20.0% アンケート回答

住民基本台帳人口

n=782

6歳

9.2%
7歳

13.4%

8歳

13.4%

9歳

13.9%

10歳

17.4%

11歳

15.7%

12歳

12.4%

無回答

4.5%

n=782
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お子さんのきょうだいは何人いらっしゃいますか。宛名のお子さんを含めた人数をお答えください。（数字

を記入） 

 

きょうだいの人数について「２人きょうだい」

が最も多く、55.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

また、きょうだいが 2 人以上の場合、回答の

対象となるお子さんが末っ子である割合は

44.5％となっています。 

 

 

 

 

 

お２人以上のお子さんがいらっしゃる場合、末子の方の生年月を記入してください。（数字を記入） 

  

 年齢毎の末子の年齢割合は以下のとおりとなっています。 

【12 歳】            【11 歳】            【10 歳】 

 

【9 歳】            【8 歳】             【7 歳】 

 

【6 歳】 

 

0.0%

17.4%

32.6%

19.6%

10.9%

8.7%

4.3%

2.2%

2.2%

0.0%

2.2%

0.0%

0.0% 25.0% 50.0%

11歳

10歳

9歳

8歳

7歳

6歳

5歳

4歳

3歳

2歳

1歳

0歳

n=46

2.7%

21.6%

13.5%

16.2%

13.5%

16.2%

8.1%

5.4%

2.7%

0.0% 25.0% 50.0%

8歳

7歳

6歳

5歳

4歳

3歳

2歳

1歳

0歳

n=37

3.7%

29.6%

11.1%

25.9%

11.1%

18.5%

0.0% 25.0% 50.0%

5歳

4歳

3歳

2歳

1歳

0歳

n=27

1人

20.7%

2人

55.5%

3人

18.8%

4人以上

4.5%

無回答

0.5%

n=782

末っ子

44.5%末っ子以外

54.4%

無回答

1.1%

n=616

6.0%

18.0%

14.0%

18.0%

16.0%

2.0%

10.0%

6.0%

6.0%

4.0%

0.0%

0.0% 25.0% 50.0%

10歳

9歳

8歳

7歳

6歳

5歳

4歳

3歳

2歳

1歳

0歳

n=50
5.3%

7.0%

31.6%

21.1%

12.3%

8.8%

3.5%

3.5%

3.5%

3.5%

0.0% 25.0% 50.0%

9歳

8歳

7歳

6歳

5歳

4歳

3歳

2歳

1歳

0歳

n=57

3.8%

23.1%

25.0%

23.1%

15.4%

5.8%

3.8%

0.0%

0.0% 25.0% 50.0%

7歳

6歳

5歳

4歳

3歳

2歳

1歳

0歳

n=52 6.1%

34.7%

20.4%

14.3%

14.3%

0.0%

10.2%

0.0% 25.0% 50.0%

6歳

5歳

4歳

3歳

2歳

1歳

0歳

n=49
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この調査票にご回答いただく方はどなたですか。お子さんからみた関係でお答えください。（あてはまる番

号すべてに○） 
 

調査票の回答者について「母親」が最も多く

85.2％となっています。また、「母親と父親」

と回答した方は 0.8％となっています。 

 

 

 

 

この調査票にご回答いただいている方の配偶関係についてお答えください。（１つに○） 
 

調査票の回答者の配偶者の有無について「配偶

者はいない」と回答した方は 6.1％となっていま

す。 

 

 

 

 

お子さんの子育て（教育を含む）を主に行っているのはどなたですか。お子さんからみた関係でお答えく

ださい。（１つに○） 
 

お子さんの子育てについて、「父母ともに」が

最も多く 49.6%、「主に母」が 48.0%となって

います。 

 

 

 

 

 

 

 なお、お子さんの年齢別における子育ての主

な方についての割合は、年齢が上がるごとに「父

母ともに」と回答する方の割合が下がっていく

傾向にあります。 

 

 

 

 

 

 

日頃、お子さんをみてもらえる親族・知人はいますか。（あてはまる番号すべてに○） 
 

「緊急時や用事があるときにお子さんをみてもらえる祖父母等の親族がいる」と回答した方が最も多く

49.7％となっています。一方「日常的」となると 14.7％にとどまり、「いずれもいない」と回答した方は

18.8％となっています。 

 

14.7%

49.7%

6.0%

39.5%

18.8%

0.6%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

日常的に祖父母等の親族にみてもらえる

緊急時もしくは用事の際には祖父母等の親族にみてもらえる

日常的に子どもをみてもらえる友人・知人がいる

緊急時もしくは用事の際には子どもをみてもらえる友人・知人がいる

いずれもいない

無回答

n=782

父母ともに

53.5%

父母ともに

55.8%

父母ともに

41.9%

父母ともに

48.6%

父母ともに

60.3%

父母ともに

47.1%

父母ともに

43.2%

主に母

46.5%

主に母

44.2%

主に母

56.2%

主に母

49.5%

主に母

39.0%

主に母

52.9%

主に母

54.7%

その他

0.0%

その他

0.0%

その他

1.9%

その他

1.9%

その他

0.7%

その他

0.0%

その他

2.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

6歳
（n=71）

7歳
（n=104）

8歳
（n=105）

9歳
（n=107）

10歳
（n=136）

11歳
（n=121）

12歳
（n=95）

配偶者がいる

93.6%

配偶者はいない

6.1%

無回答

0.3%

n=782

母親

85.2%

父親

13.3%

母親と父親

0.8%

その他

0.1%

無回答

0.6%

n=782

58.7%

37.9%

1.3%

1.1%

0.4%

0.6%

49.6%

48.0%

0.6%

0.3%

0.1%

1.4%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

父母ともに

主に母

主に父

主に祖父母

その他

無回答

平成25年度（n=795） 平成30年度（n=782）
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２ お子さんの保護者の就労状況について 

 

お子さんの保護者の現在の就労状況をお答えください。（１つに○） 
 

【母親】 
 

母親の就労状況について、「フルタイムで就労中であり休業中ではない」方が 29.0％、「パート・アルバイ

トで就労中であり休業中ではない」方が 33.8％となり、休業せず就労している方の割合が 62.8％と 6 割を

超えています。また、平成 25 年度調査と比較すると、「フルタイムでの就労」の方が 5.5％、また「フルタ

イムで就労中であるが産休・育休中である」方が 1.0％増えており、フルタイムでの就労率が 6.5％増えて

います。 

  

お子さんの年齢別（きょうだいがいる場合は末子の年齢）就労状況について、6 歳児ではフルタイムまた

はパートタイムで就労中の方は 44.4％ですが、8 歳児では 65.4%と 6 割を超え、11 歳児では 73.8％と

7 割以上の方が就労しています。 

 

  

23.5%

0.8%

31.9%

0.9%

35.2%

2.5%

5.2%

29.0%

1.8%

33.8%

0.8%

31.2%

2.3%

1.2%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

フルタイムで就労しており、産休・育休・介護休業中ではない

フルタイムで就労しているが、産休・育休・介護休業中である

パート・アルバイト等で就労しており、産休・育休・介護休業中ではない

パート・アルバイト等で就労しているが、産休・育休・介護休業中である

以前は就労していたが、現在は就労していない

これまで就労したことがない

無回答

平成25年度（n=795） 平成30年度（n=782）

フルタイム就労中

25.0%

フルタイム就労中

27.9%

フルタイム就労中

33.7%

フルタイム就労中

26.9%

フルタイム就労中

27.4%

フルタイム就労中

27.9%

フルタイム就労中

32.3%

フルタイム休業中

8.3%

フルタイム休業中

1.0%

フルタイム休業中

1.0%

フルタイム休業中

3.7%

フルタイム休業中

1.5%

フルタイム休業中

0.0%

フルタイム休業中

0.0%

パート就労中

19.4%

パート就労中

21.2%

パート就労中

31.7%

パート就労中

35.2%

パート就労中

37.8%

パート就労中

45.9%

パート就労中

41.7%

パート休業中

0.0%

パート休業中

2.9%

パート休業中

1.0%

パート休業中

0.0%

パート休業中

0.7%

パート休業中

0.8%

パート休業中

0.0%

就労していない

43.1%

就労していない

43.3%

就労していない

32.7%

就労していない

31.5%

就労していない

28.9%

就労していない

23.0%

就労していない

26.0%

就労したことがない

4.2%

就労したことがない

3.8%

就労したことがない

0.0%

就労したことがない

2.8%

就労したことがない

3.7%

就労したことがない

2.5%

就労したことがない

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

6歳
（n=72）

7歳
（n=104）

8歳
（n=104）

9歳
（n=108）

10歳
（n=135）

11歳
（n=122）

12歳
（n=96）
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【父親】 
 

父親の就労状況について、「フルタイムで就労中であり休業中ではない」と回答したが 91.8％、「パート・

アルバイトで就労中であり休業中ではない」と回答した方が 0.3％となっています。平成 25 年度調査と比

較すると、就労に関して大きな変化はありません。 

 

 

【家族類型】 

 

＜フルタイム共働き＞ 

父親・母親ともに「フルタイムで就労中である」または「フルタイムで就労中であるが休業中である」 

 

＜フルタイム・パートタイム共働き＞ 

父親または母親のどちらかが「フルタイムで就労中である」または「フルタイムで就労中であるが休業中で

ある」であり、一方が「パートタイムで就労中である」または「パートタイムで就労中であるが休業中であ

る」 

 

＜パートタイム共働き＞ 

父親・母親ともに「パートタイムで就労中である」または「パートタイムで就労中であるが休業中である」 

 

＜専業主婦（夫）＞ 

父親または母親のどちらかが「フルタイムで就労中である」または「フルタイムで就労中であるが休業中で

ある」または「パートタイムで就労中である」または「パートタイムで就労中であるが休業中である」であ

り、一方が「以前は就労していたが現在は就労していない」または「就労したことがない」 

 

＜一人親家庭＞ 

「配偶者がいない」 

 

 

上記のとおりの家族類型とした際、「フルタイ

ム・パートタイム共働き」が最も多く、32.6％

となっています。「フルタイム・パートタイム共

働き」、「パートタイム共働き」を含めた共働き家

庭は 58.9％と、約 6 割となっています。 

 

 

 

  

91.6%

0.4%

0.1%

0.1%

0.8%

0.0%

7.0%

91.8%

0.1%

0.3%

0.0%

0.4%

0.0%

7.4%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

フルタイムで就労しており、産休・育休・介護休業中ではない

フルタイムで就労しているが、産休・育休・介護休業中である

パート・アルバイト等で就労しており、産休・育休・介護休業中ではない

パート・アルバイト等で就労しているが、産休・育休・介護休業中である

以前は就労していたが、現在は就労していない

これまで就労したことがない

無回答

平成25年度（n=795） 平成30年度（n=782）

26.3%

32.6%

0.1%

32.0%

6.1%

2.8%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

フルタイム共働き

フルタイム・パートタイム共働き

パートタイム共働き

専業主婦（夫）家庭

ひとり親家庭

無回答

n=782
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【「就労している」方のみ回答】 
 
１週当たりの「就労日数」、１日あたりの「就労時間（残業時間を含む）」、「家を出る時刻」、「帰宅時刻」に

ついてお答えください。（数字を記入） 

 

      【母 親（n=511）】               【父 親（n=721）】 
 

（１週間あたりの就労日数）            （１週間あたりの就労日数） 

   

（１日あたりの就労時間）              （１日あたりの就労時間） 

  

（家を出る時刻）                 （家を出る時刻） 

   

（帰宅時刻）                    （帰宅時刻） 

  

  

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

1日

2日

3日

4日

5日

6日

7日

無回答

n=511

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

1時間

2時間

3時間

4時間

5時間

6時間

7時間

8時間

9時間

10時間

11時間

12時間以上

無回答

n=511

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

4時前

5時

6時

7時

8時

9時

10時

11時

12時以降

無回答

n=511

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

14時前

15時

16時

17時

18時

19時

20時

21時

22時以降

無回答

n=511

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

1日

2日

3日

4日

5日

6日

7日

無回答

n=721

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

1時間

2時間

3時間

4時間

5時間

6時間

7時間

8時間

9時間

10時間

11時間

12時間以上

無回答

n=721

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

4時前

5時

6時

7時

8時

9時

10時

11時

12時以降

無回答

n=721

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

14時前

15時

16時

17時

18時

19時

20時

21時

22時以降

無回答

n=721
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【「パート・アルバイト等で就労している」方のみ回答】 
 

フルタイムへの転換希望はありますか。（１つに○） 

 

【母 親】                    【父 親】 

 

 

【「現在は就労していない」方のみ回答】 
 

就労したいという希望はありますか。（１つに○） 

 

【母 親】              

   

    

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

現在の年間の保護者の世帯収入についてお答えください。（１つに○） 

 

年間の保護者の世帯収入について、「800 万

円以上」と回答した方が最も多く、49.7％と、

約半数となっています。 

 

 

  

フルタイムへの転換希望があ

り、実現できる見込みがある

8.9%

フルタイムへの転換希望はある

が、実現できる見込みはない

25.9%パート・アルバイト等の就

労を続けることを希望

56.7%

パート・アルバイト等を

やめて子育てや家事に専

念したい

1.9%

無回答

2.3%

n=270

子育てや家事などに専念したい

（就労の予定はない）

24.8%

１年より先、一番下の子どもが●歳

になったころに就労したい

35.1%

すぐにでも、もしくは１年

以内に就労したい

37.0%

無回答

3.1%

n=282

フルタイム

4.1%

パートタイ

ム

93.8%

無回答

2.1%

n=97

（パートタイムを希望する場合の１週あたり日数） 

（パートタイムを希望する場合の１日あたり時間） 

（一番下の子が何歳のときに就労したいか） 

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

1歳
2歳
3歳
4歳
5歳
6歳
7歳
8歳
9歳

10歳
11歳

12歳以上
無回答

n=92

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

1日
2日
3日
4日
5日

無回答

n=91

フルタイムへの転換希望があ

り、実現できる見込みがある

50.0%

フルタイムへの転換希望はある

が、実現できる見込みはない

50.0%

n=2

（すぐにでも就労したい場合、希望する就労形態） 

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

3時間

4時間

5時間

6時間

7時間

8時間

無回答

n=91

0.9%

1.7%

6.9%

14.7%

23.8%

49.7%

2.3%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

100万円未満

100万円以上～200万円未満

200万円以上～400万円未満

400万円以上～600万円未満

600万円以上～800万円未満

800万円以上

無回答

n=782
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３ 子育て全般に関して 

 

下記のサービスや事業について、知っているか、利用したことがあるかお答えください。また、利用した

ことがある場合は、満足したか、今後も利用したいかお答えください。（１つに○） 

 

各事業の認知度について以下のとおりとなっており、「児童館」が 97.1％と最も高く、次いで「学童保育

所」が 93.9％と高い認知度となっている一方、「トワイライトステイ事業」（小金井市では実施していない）

が 9.2％、「放課後等デイサービス」が 20.6％、「児童館の異世代交流事業」が 20.8％と認知度が低くなっ

ています。特に異世代交流事業は認知度が高い「児童館」での実施に反した認知度の結果となっています。 

 

【知っている】（n=782） 

 
  

知っている

74.8%

知っている

37.9%

知っている

50.5%

知っている

48.5%

知っている

97.1%

知っている

81.2%

知っている

52.6%

知っている

89.0%

知っている

61.0%

知っている

84.4%

知っている

82.4%

知っている

93.9%

知っている

32.4%

知っている

35.9%

知っている

20.8%

知っている

9.2%

知っている

50.3%

知っている

54.5%

知っている

49.0%

知っている

20.6%

知っている

83.0%

知らない

24.2%

知らない

60.7%

知らない

47.4%

知らない

49.6%

知らない

1.8%

知らない

17.4%

知らない

45.4%

知らない

9.5%

知らない

37.1%

知らない

14.6%

知らない

16.2%

知らない

5.1%

知らない

66.4%

知らない

62.5%

知らない

77.6%

知らない

89.1%

知らない

48.0%

知らない

43.7%

知らない

49.6%

知らない

77.9%

知らない

15.6%

無回答

1.0%

無回答

1.4%

無回答

2.0%

無回答

1.9%

無回答

1.2%

無回答

1.4%

無回答

2.0%

無回答

1.5%

無回答

1.9%

無回答

1.0%

無回答

1.4%

無回答

1.0%

無回答

1.3%

無回答

1.5%

無回答

1.5%

無回答

1.7%

無回答

1.8%

無回答

1.8%

無回答

1.4%

無回答

1.5%

無回答

1.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

子ども家庭支援センターの各種相談

子どもショートステイ事業

就学相談

教育相談所の相談

児童館

図書館おはなし会

公民館の子ども体験講座

市立公園

市立清里山荘の自然体験教室

放課後子ども教室

子供会活動

学童保育所

わんぱく団活動

少年少女スポーツ団体

児童館の異世代交流事業

トワイライトステイ事業

児童発達支援センター「きらり」の発達相談等

小金井宮地楽器ホール「親子のためのシリーズ」

はけの森美術館の展覧会やワークショップ

放課後等デイサービス

小学校の校庭開放事業
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各事業の利用率について以下のとおりとなっており、「市立公園」を始め、「児童館」が 75.6％と高い利用

率となっています。一方、「就学相談」が 13.2％、「教育相談所の相談」が 16.9％と、相談に関する利用率

が低くなっています。 

 

【これまでに利用したことがあるか】 

 

  

利用したことがある

23.4%

利用したことがある

1.4%

利用したことがある

13.2%

利用したことがある

16.9%

利用したことがある

75.6%

利用したことがある

29.3%

利用したことがある

31.1%

利用したことがある

92.2%

利用したことがある

15.5%

利用したことがある

61.7%

利用したことがある

43.3%

利用したことがある

37.6%

利用したことがある

19.4%

利用したことがある

38.4%

利用したことがある

17.2%

利用したことがある

0.0%

利用したことがある

20.9%

利用したことがある

23.9%

利用したことがある

19.8%

利用したことがある

16.1%

利用したことがある

57.9%

利用したことがない

68.7%

利用したことがない

89.9%

利用したことがない

78.5%

利用したことがない

73.9%

利用したことがない

19.8%

利用したことがない

64.3%

利用したことがない

62.8%

利用したことがない

3.3%

利用したことがない

76.1%

利用したことがない

33.5%

利用したことがない

51.6%

利用したことがない

57.9%

利用したことがない

75.9%

利用したことがない

56.2%

利用したことがない

76.1%

利用したことがない

90.3%

利用したことがない

74.0%

利用したことがない

70.7%

利用したことがない

74.7%

利用したことがない

78.3%

利用したことがない

36.2%

無回答

7.9%

無回答

8.8%

無回答

8.4%

無回答

9.2%

無回答

4.6%

無回答

6.5%

無回答

6.1%

無回答

4.5%

無回答

8.4%

無回答

4.8%

無回答

5.1%

無回答

4.5%

無回答

4.7%

無回答

5.3%

無回答

6.7%

無回答

9.7%

無回答

5.1%

無回答

5.4%

無回答

5.5%

無回答

5.6%

無回答

5.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

子ども家庭支援センターの各種相談（n=585）

子どもショートステイ事業（n=296）

就学相談（n=395）

教育相談所の相談（n=379）

児童館（n=759）

図書館おはなし会（n=635）

公民館の子ども体験講座（n=411）

市立公園（n=696）

市立清里山荘の自然体験教室（n=477）

放課後子ども教室（n=660）

子供会活動（n=644）

学童保育所（n=734）

わんぱく団活動（n=253）

少年少女スポーツ団体（n=281）

児童館の異世代交流事業（n=163）

トワイライトステイ事業（n=72）

児童発達支援センター「きらり」の発達相談等（n=393）

小金井宮地楽器ホール「親子のためのシリーズ」（n=426）

はけの森美術館の展覧会やワークショップ（n=383）

放課後等デイサービス（n=161）

小学校の校庭開放事業（n=649）
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各事業の満足度について以下のとおりとなっており、「児童館異世代交流事業」が 100.0％、「わんぱく団

活動」が 95.9％、「市立清里山荘の自然体験教室」が 94.6％と高い満足度となっています。これらの事業

について認知度が低く、利用率も低いことから、認知度や利用率を高め、より多くの方々に利用していただ

くことが望まれます。 

 

【利用したことがある場合、満足したか】 

 

  

満足した

80.3%

満足した

25.0%

満足した

73.1%

満足した

78.1%

満足した

77.0%

満足した

91.9%

満足した

92.2%

満足した

85.7%

満足した

94.6%

満足した

89.4%

満足した

79.9%

満足した

82.6%

満足した

95.9%

満足した

88.0%

満足した

100.0%

満足した

79.3%

満足した

87.3%

満足した

81.6%

満足した

88.5%

満足した

87.0%

満足しなかった

16.1%

満足しなかった

50.0%

満足しなかった

23.1%

満足しなかった

20.3%

満足しなかった

13.4%

満足しなかった

3.2%

満足しなかった

1.6%

満足しなかった

6.9%

満足しなかった

1.4%

満足しなかった

5.7%

満足しなかった

13.6%

満足しなかった

9.1%

満足しなかった

4.1%

満足しなかった

8.3%

満足しなかった

0.0%

満足しなかった

15.9%

満足しなかった

1.0%

満足しなかった

9.2%

満足しなかった

3.8%

満足しなかった

8.2%

無回答

3.6%

無回答

25.0%

無回答

3.8%

無回答

1.6%

無回答

9.6%

無回答

4.8%

無回答

6.3%

無回答

7.5%

無回答

4.1%

無回答

4.9%

無回答

6.5%

無回答

8.3%

無回答

0.0%

無回答

3.7%

無回答

0.0%

無回答

4.9%

無回答

11.8%

無回答

9.2%

無回答

7.7%

無回答

4.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

子ども家庭支援センターの各種相談（n=137）

子どもショートステイ事業（n=4）

就学相談（n=52）

教育相談所の相談（n=64）

児童館（n=574）

図書館おはなし会（n=186）

公民館の子ども体験講座（n=128）

市立公園（n=642）

市立清里山荘の自然体験教室（n=74）

放課後子ども教室（n=407）

子供会活動（n=279）

学童保育所（n=276）

わんぱく団活動（n=49）

少年少女スポーツ団体（n=108）

児童館の異世代交流事業（n=28）

トワイライトステイ事業（n=0）

児童発達支援センター「きらり」の発達相談等（n=82）

小金井宮地楽器ホール「親子のためのシリーズ」（n=102）

はけの森美術館の展覧会やワークショップ（n=76）

放課後等デイサービス（n=26）

小学校の校庭開放事業（n=376）
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各事業の今後の利用意向について以下のとおりとなっており、「児童館異世代交流事業」が 89.3％、「市立

清里山荘の自然体験教室」が 83.8％と、満足度とともに再度の利用希望率も高くなっています。 

 

【今後も利用したいか】 

 

  

今後も利用したい

61.3%

今後も利用したい

25.0%

今後も利用したい

55.8%

今後も利用したい

68.8%

今後も利用したい

67.1%

今後も利用したい

62.9%

今後も利用したい

75.0%

今後も利用したい

84.7%

今後も利用したい

83.8%

今後も利用したい

79.9%

今後も利用したい

61.6%

今後も利用したい

63.8%

今後も利用したい

79.6%

今後も利用したい

82.4%

今後も利用したい

89.3%

今後も利用したい

62.2%

今後も利用したい

77.5%

今後も利用したい

71.1%

今後も利用したい

80.8%

今後も利用したい

81.4%

今後は利用しない

34.3%

今後は利用しない

50.0%

今後は利用しない

30.8%

今後は利用しない

17.2%

今後は利用しない

18.1%

今後は利用しない

25.3%

今後は利用しない

8.6%

今後は利用しない

2.6%

今後は利用しない

5.4%

今後は利用しない

10.8%

今後は利用しない

25.1%

今後は利用しない

18.1%

今後は利用しない

12.2%

今後は利用しない

7.4%

今後は利用しない

7.1%

今後は利用しない

22.0%

今後は利用しない

5.9%

今後は利用しない

14.5%

今後は利用しない

3.8%

今後は利用しない

7.4%

無回答

4.4%

無回答

25.0%

無回答

13.5%

無回答

14.1%

無回答

14.8%

無回答

11.8%

無回答

16.4%

無回答

12.6%

無回答

10.8%

無回答

9.3%

無回答

13.3%

無回答

18.1%

無回答

8.2%

無回答

10.2%

無回答

3.6%

無回答

15.9%

無回答

16.7%

無回答

14.5%

無回答

15.4%

無回答

11.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

子ども家庭支援センターの各種相談（n=137）

子どもショートステイ事業（n=4）

就学相談（n=52）

教育相談所の相談（n=64）

児童館（n=574）

図書館おはなし会（n=186）

公民館の子ども体験講座（n=128）

市立公園（n=642）

市立清里山荘の自然体験教室（n=74）

放課後子ども教室（n=407）

子供会活動（n=279）

学童保育所（n=276）

わんぱく団活動（n=49）

少年少女スポーツ団体（n=108）

児童館の異世代交流事業（n=28）

トワイライトステイ事業（n=0）

児童発達支援センター「きらり」の発達相談等（n=82）

小金井宮地楽器ホール「親子のためのシリーズ」（n=102）

はけの森美術館の展覧会やワークショップ（n=76）

放課後等デイサービス（n=26）

小学校の校庭開放事業（n=376）
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身近な地域で、子ども同士が交流等を行うことのできる場ができた場合、どのようなものが望ましいとお

考えですか。（あてはまるものすべてに○） 

  

望ましいと思う子ども同士が交流等を行うこ

とのできる場として「子どもが自由に外遊びで

きる場」（平成 30 年度調査より選択肢を追加）

が最も多く 76.0％となっています。 

また、平成 25 年度調査と比較すると、「土日

に活動ができたり遊べる場」が 3.4％増えてお

り、平日含めて日頃から外遊びできる場の提供

が求められています。 

 

 

 

 

 
                      その他・・・ボール遊びできる場（7） 

                                     宿題ができる場（3） 

 

お子さんは地域活動や、学校や習い事以外でのグループ活動などに参加されたことがありますか。（１つに

○） 

 

地域活動やグループ活動などの参加状況につ

いて、「参加したことがある」と回答した方が

44.0％と半数以下となっています。 

なお、平成 25 年度調査と比較すると参加率

が 13.9％下がっている一方、今後参加させたい

との回答率は 9.9％上昇していることから、対

策を考慮する必要があります。 

 

 

 

【地域活動やグループ活動などに参加したことがある、または今後参加させたいと思う方のみ回答】 
 
参加したことがある、もしくは参加させたい地域活動やグループ活動の種類はなんですか。（あてはまるも

のすべてに○） 

 

参加したことがある、あるいは参加させたい

活動として「スポーツ活動」が最も多く 57.8％

となっています。 

また平成 25 年度調査と比較すると「文化・

音楽活動」が 10.3％、「キャンプ等の野外活動」

が 7.2％伸びており、これらの活動を活性化し

て地域活動の参加率を高めることが求められて

います。 

 

 

 

 

                      その他・・・阿波おどり（4） 

  

46.9%

70.9%

40.0%

38.4%

4.8%

3.6%

42.2%

71.2%

43.4%

41.9%

76.0%

2.6%

2.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

子どもに遊びを教えたり、しつけをして

くれる場

子どもが放課後などに集って、子ども同

士で自主活動ができる場

子どもが土日に活動ができたり遊べる場

子ども自身が悩みを相談できる場

子どもが自由に外遊びできる場

その他

無回答

平成25年度（n=795） 平成30年度（n=782）

57.9%

15.5%

24.8%

1.9%

44.0%

25.4%

28.1%

2.4%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

参加したことがある

参加したことはないが、今後は参加させた

いと思っている

参加したことがなく、今後も予定はない

無回答

平成25年度（n=795） 平成30年度（n=782）

56.8%

30.4%

35.7%

25.4%

16.1%

44.6%

3.6%

1.2%

57.8%

40.7%

42.9%

21.5%

21.4%

23.9%

3.9%

1.7%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

スポーツ活動

文化・音楽活動

キャンプ等の野外活動

清掃や高齢者訪問等の地域の社会福祉活動

ホームステイ等の国際交流活動

子供会等青少年団体活動

その他

無回答

平成25年度（n=583） 平成30年度（n=543）
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お子さんは、家族の誰かと一緒に食事をとっていますか。（１つに○） 

 

 食事の際、家族の誰かと一緒にとっているか

について、「毎日一緒に食べる」と回答した方は

94.0％となっており、平成 25 年度調査と比較

しても大きな変化は見られていません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

お子さんは、毎日朝食をとっていますか。（１つに○） 

 

 朝食について「毎日食べる」と回答した方は

94.5％となっており、平成 25 年度調査と比較

しても大きな変化は見られていません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子育てに日常的に関わっている方にとって子育てを楽しいと感じることが多いと思いますか。それとも辛

いと感じることが多いと思いますか。（１つに〇） 

 

子育てを楽しいと感じるかについて、「楽しい

と感じることの方が多い」と回答した方が最も

多く 65.5％となっています。平成 25 年度調査

と比較してもその割合に大きな変化は見られて

いません。 

  

94.8%

2.5%

1.4%

0.4%

0.1%

0.8%

94.0%

2.2%

2.0%

0.4%

0.3%

1.2%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

毎日一緒に食べる

週５～６日一緒に食べる

週３～４日一緒に食べる

週１～２日一緒に食べる

ほとんど一緒に食事を食べない

無回答

平成25年度（n=795） 平成30年度（n=782）

96.9%

1.1%

0.9%

0.4%

0.0%

0.8%

94.5%

2.3%

0.9%

0.6%

0.8%

0.9%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

毎日食べる

週５～６日食べる

週３～４日食べる

週１～２日食べる

食べない

無回答

平成25年度（n=795） 平成30年度（n=782）

67.5%

23.4%

3.4%

3.6%

1.0%

1.0%

65.5%

25.8%

3.7%

2.8%

1.2%

1.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

楽しいと感じることの方が多い

楽しいと感じることと辛いと感じることが

同じくらい

辛いと感じることの方が多い

わからない

その他

無回答

平成25年度（n=795） 平成30年度（n=782）
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子育てに関して、日頃悩んでいること、または気になることはどのようなことですか。（あてはまるものす

べてに○） 

 

 子育てに関して、日頃悩んでいること気になることとして「子どもの友達づきあいに関すること」が最も

多く 48.0％となっており、次いで「子どもの学習・習い事に対すること」が 47.3％となっています。 

 
                                その他・・・医療費に関すること（3） 

                                      タブレット等の視聴やゲームに関すること（2） 

                                      小児科に関すること（2） 

 

お子さんの中学校進学に関する不安はありますか。（１つに○） 

 

中学校進学に関する不安について「ある」と回

答した方については 45.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

【中学進学に関する不安がある方のみ回答】 
 

進学における金銭面での不安はありますか（１つに○） 

 

進学における金銭面での不安について、「大い

にある」「ややある」と不安があると回答した方

が 60.5％とり、6 割の方が金銭面について不安

に思っています。 

 

 

  

14.7%

23.7%

41.7%

48.0%

7.0%

13.2%

6.6%

22.9%

33.2%

24.4%

14.5%

30.9%

3.2%

47.3%

4.3%

2.8%

4.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

子どもの病気に関すること

子どもの発達状況、からだ、ことば等に関すること

事故や犯罪に関すること

子どもの友達づきあい（いじめ等を含む）に関すること

子どもの非行に関すること

育児・しつけの方法がよく分からないこと

子どもの障がいに関すること

子どもとの時間が十分にとれないこと

子どもを叱りすぎているような気がすること

仕事や自分のやりたいことが十分にできないこと

子育てに関して配偶者・パートナーの協力が少ないこと

保育・教育に係る費用負担が大きいこと

地域の子育て支援サービスの内容や利用・申込み方法がわからないこと

子どもの学習・習い事に関すること

話し相手や相談相手がいないこと

その他

無回答

n=782

大いにある

29.0%

ややある

31.5%

どちらともいえな

い

11.1%

あまりない

13.4%

ない

15.1%

無回答

0.0%

n=352

ある

45.0%ない

53.5%

無回答

1.5%

n=782
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お金が足りなくて以下の経験が、過去１年間にありましたか（それぞれ、１つに○） 

 

【お金が足りなくて、家族が必要とする食料を買えなかった経験】 

 

お金が足りなくて、家族が必要とする食料を

買えなかった経験について、「よくあった」「とき

どきあった」と回答した方は 3.3％となってい

ます。 

 

 

【お金が足りなくて、家族が必要とする衣類を買えなかった経験】 

 

お金が足りなくて、家族が必要とする衣料を

買えなかった経験について、「よくあった」「とき

どきあった」と回答した方は 4.3％となってい

ます。 

 

 

【お金が足りなくて、家賃や水道光熱費等を滞納した経験】 

 

お金が足りなくて、家賃や水道光熱費等を滞

納した経験について、「よくあった」「ときどきあ

った」と回答した方は 1.7％となっています。 

 

 

 

 

下記のことについて、あなたの家庭では、お子さんに行っていますか。（それぞれ、１つに○） 
 

お子さんに行っていることとして「誕生日にプレゼントをあげる等の祝い事をする」については「してい

る」と回答した方が 98.0％と多くなっています。また、「学習塾に通わせる（または家庭教師に来てもらう）」

ことについても「している」と回答した方が 39.6％となり、約 4 割の方が学習塾に通わせている（または

家庭教師に来てもらう）こととなっています。 

【毎月お小遣いを渡す】              【毎年新しい洋服・靴を買う】 

 
【習い事（音楽、スポーツ、習字等）に通わせる】  【学習塾に通わせる（または家庭教師に来てもらう）】 

 

  

32.1%

34.5%

1.2%

31.1%

1.2%

0.0% 50.0% 100.0%

している

したくない（方針でしない）

経済的にできない

その他の理由でしていない

無回答

n=782

89.0%

0.5%

2.8%

6.5%

1.2%

0.0% 50.0% 100.0%

している

したくない（方針でしない）

経済的にできない

その他の理由でしていない

無回答

n=782

0.6%

2.7%

4.2%

90.8%

1.7%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

よくあった

ときどきあった

まれにあった

まったくなかった

無回答

n=782

1.0%

3.3%

6.9%

87.3%

1.4%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

よくあった

ときどきあった

まれにあった

まったくなかった

無回答

n=782

0.4%

1.3%

2.6%

94.1%

1.7%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

よくあった

ときどきあった

まれにあった

まったくなかった

無回答

n=782

93.5%

1.8%

1.9%

1.8%

1.0%

0.0% 50.0% 100.0%

している

したくない（方針でしない）

経済的にできない

その他の理由でしていない

無回答

n=782

39.6%

15.7%

9.1%

33.9%

1.7%

0.0% 50.0% 100.0%

している

したくない（方針でしない）

経済的にできない

その他の理由でしていない

無回答

n=782
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【誕生日にプレゼントをあげる等の祝い事をする】  【１年に１回くらい 1 泊以上の家族旅行に行く】 

 

【クリスマスのプレゼントや正月のお年玉をあげる】  

 

 

子育て（教育を含む）をする上で、相談できる人や場所はありますか。（あてはまるものすべてに○） 

 

子育て（教育を含む）をする上での相談できる

人や場所について「友人や知人」が最も多く

82.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
                                 その他・・・学童の先生（13） 

                                       配偶者（8） 

                                       学習塾の先生（7） 

   

  

98.0%

0.5%

0.1%

0.5%

0.9%

0.0% 50.0% 100.0%

している

したくない（方針でしない）

経済的にできない

その他の理由でしていない

無回答

n=782

96.4%

1.0%

0.6%

1.0%

0.9%

0.0% 50.0% 100.0%

している

したくない（方針でしない）

経済的にできない

その他の理由でしていない

無回答

n=782

81.7%

0.4%

7.7%

9.0%

1.3%

0.0% 50.0% 100.0%

している

したくない（方針でしない）

経済的にできない

その他の理由でしていない

無回答

n=782

70.1%

82.9%

20.3%

2.3%

1.8%

6.1%

39.3%

6.1%

2.4%

0.6%

10.5%

1.3%

5.5%

3.1%

0.8%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%100.0%

祖父母等の親族

友人や知人

近所の人

子ども家庭支援センター

保健センター

児童発達支援センター「きらり」

学校の先生

スクールカウンセラー・スクールソーシャル

ワーカー

児童館

民生委員・児童委員

かかりつけの医師

市の子育て関連担当窓口

その他

いない・ない

無回答

n=782
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子育て（教育を含む）をする上で、周囲（身近な人、市役所など）からどのようなサポートがあればよい

とお考えでしょうか。ご自由にお書きください。 

 

サポートとして「放課後等に勉強をサポートしてくれる場があるとよい」というご意見が多く、放課後の

単なる居場所づくりではなく、教育の機会を増やしてほしいとの意向が強く見られています。 

また一時預かりに関するサポートの要望も多く、特に病気などの緊急時における一時預かりについて充実

してほしいとの意見が多く見られています。また放課後の居場所づくりとして、ボール遊びを含めた安全に

利用できる場所や、また学童保育については 4 年生以降の利用、夏休みの間の利用について多くの利用意

向が見られています。 

勉強のサポート 

 放課後に勉強をサポートしてくれる場所・人、無料で学習を見てくれる場があるとよ

い（27） 

 専門的知識のある人による教育サポートがあるとよい（3） 

 楽器、陶芸や絵画など芸術系の学びの場があるとよい（3） 

 

36 

一時預かりの充実 

 病気など緊急の時に、子どもを預けられる所があるとよい（19） 

 土曜、休日、夏休み、夜間に気軽に子どもを預けられる所があるとよい（6） 

 一時預かりに関する費用の負担軽減を行ってほしい（3） 

 

30 

放課後の居場所づくり 

 放課後から夕方位まで子ども同士で遊べる安全な場所を提供してほしい（11） 

 児童館を小学校区ごとに整備する等してほしい（4） 

 子ども達が安心してボール遊びなど自由に遊べる場（公園）があったらよいと思う（4） 

 

26 

学童の充実 

 ４年生以降小学生の間、学童を利用できるようにしてほしい（9） 

 夏休み等の長期休みに学童を利用できるようにしてほしい（6） 

 学童の要件、就労日数週４日を緩和してほしい（3） 

 

24 

気軽に話ができる機会の提供 

 同じ境遇や同じ世代で交流し話ができる機会がほしい（10） 

 子育て先輩の親が話をする、話を聞いてあげる活動があるとよい（5） 

 地域ごとにいろいろな世代の方と交流がもてるような催しがあればよい（２） 

 

20 

相談しやすい環境の整備 

 教育、進学のことなど気軽に相談できる環境がほしい（１3） 

 

18 

情報の提供 

 子育て支援、子どもへの様々なプログラムやイベントについてもっと情報提供してほ

しい（6） 

 塾や習い事の情報が多く得られるとよいと思う（2） 

 よくある相談を公開したらいいのではと思う（2） 

 

17 

見守り・安全環境の整備 

 登下校時のパトロール・見守りを強化してほしい（8） 

 防犯対策、セキュリティを強化してほしい（3） 

 

12 

医療費補助 

 医療費の補助を中学卒業（高校）までにしてほしい（6） 

 

9 
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教育負担金補助 

 教育にかかる金額負担（塾代等）を補助してほしい（3） 

 所得制限を緩和してほしい（3） 

 

9 

障がい児・発達障がい児サポートの充実 

 障がい児サポートサービスを充実してほしい（3） 

 発達障がいに関する相談支援の充実とサポートサービスの充実（2） 

 

6 
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４ お子さんの一時預かりのことについて 

 

お子さんについて、この 1 年間で私用やリフレッシュ目的、冠婚葬祭や子どもの親の病気、あるいは就労

のため、お子さんを家族以外の誰かに一時的に預けたことはありましたか。（１つに○） 

 

お子さんを家族以外の誰かに一時的に預けた

ことがあったかについて、27.1％の方が「あっ

た」と回答しています。平成 25 年度調査と比

較すると、一時的に預けたことがあったと回答

した方について 4.6％減少しています。 

 

 

 

 

 また、その目的として「私用」が最も多く

52.8％となる一方、「就労のため」も 49.1％と

多くなっています。平成 25 年度調査と比較す

ると、「就労のため」が 8.6％増加しています。 

 

 

 

 

 

 

またそれぞれの目的ごとの 1 年間の一時的に預けた日数については以下のとおりとなっています。 

 

【私 用】         【冠婚葬祭・病気】          【就 労】 

 

 

この１年間に、保護者の用事により、お子さんを泊りがけで家族以外にみてもらわなければなれないこと

はありましたか（預け先がみつからなかった場合も含みます）。（１つに○） 

 

泊りがけで家族以外にみてもらわなければな

らないことがあったかについて、12.1％の方が

「あった」と回答しています。 

 

 

 

 

  

68.8%

17.9%

2.7%

1.8%

0.9%

2.7%

3.6%

1.8%

0.0% 50.0% 100.0%

1日～5日

6日～10日

11日～15日

16日～20日

21日～25日

26日～30日

31日以上

無回答

n=112

53.2%

30.6%

40.5%

8.7%

52.8%

20.3%

49.1%

0.5%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

私用（買物、習い事等）、リフレッ

シュ目的

冠婚葬祭、子どもや親の病気

就労

無回答

平成25年度（n=252） 平成30年度（n=212）

76.7%

14.0%

0.0%

2.3%

0.0%

2.3%

2.3%

2.3%

0.0% 50.0% 100.0%

1日～5日

6日～10日

11日～15日

16日～20日

21日～25日

26日～30日

31日以上

無回答

n=43

48.1%

19.2%

3.8%

2.9%

0.0%

5.8%

16.3%

3.8%

0.0% 50.0% 100.0%

1日～5日

6日～10日

11日～15日

16日～20日

21日～25日

26日～30日

31日以上

無回答

n=104

あった

12.1%

なかった

86.4%

無回答

1.4%

n=782

あった

31.7%

あった

27.1%

なかった

66.9%

なかった

71.0%

無回答

1.4%

無回答

1.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成25年度

（n=795）

平成30年度

（n=782）
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泊りがけで家族以外にみてもらわなければな

らない時の対処方法として、「親族・知人に見て

もらった」が一番多く 67.4％、一方で「仕方な

く子どもを同行させた」が 28.4％となっていま

す。また「保育サービス」については利用がなか

ったとなっています。 

 

 

 

 

またそれぞれの対処方法ごとの 1 年間の日数については以下のとおりとなっています。 

 

【親族・知人】         【子どもを同行させた】    【子どもだけで留守番させた】 

 

 

  

65.6%

18.8%

4.7%

1.6%

0.0%

1.6%

3.1%

4.7%

0.0% 50.0% 100.0%

1～5日

6日～10日

11日～15日

16日～20日

21日～25日

26日～30日

31日以上

無回答

n=64

67.4%

0.0%

28.4%

11.6%

3.2%

0.0%

0.0% 50.0% 100.0%

（同居者を含む）親族・知人にみても

らった

保育サービスを利用した

仕方なく子どもを同行させた

仕方なく子どもだけで留守番をさせた

その他

無回答

n=95

70.4%

14.8%

0.0%

7.4%

0.0%

0.0%

0.0%

7.4%

0.0% 50.0% 100.0%

1日～5日

6日～10日

11日～15日

16日～20日

21日～25日

26日～30日

31日以上

無回答

n=27

45.5%

27.3%

0.0%

9.1%

0.0%

9.1%

0.0%

9.1%

0.0% 50.0% 100.0%

1～5日

6日～10日

11日～15日

16日～20日

21日～25日

26日～30日

31日以上

無回答

n=11
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５ ファミリー・サポート・センターの利用について 

 

ファミリー・サポート・センターを利用していますか、または、過去に利用したことがありますか。（１つ

に○） 

 

ファミリー・サポート・センターについて「利

用している・利用したことがある」と回答した方

は 13.0％となっています。また、平成 25 年度

調査と比較すると 3.7％利用率が高まっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

【ファミリー・サポート・センターを利用していない・利用したことが無い方のみ回答】 
 

ファミリー・サポート・センターを利用していない理由は何ですか。（１つに○） 

 

ファミリー・サポート・センターを利用してい

ない理由として「必要がない」が最も多く

56.8％となる一方、「ファミリー・サポート・セ

ンターのことを知らないから」（平成 30 年度調

査より選択肢を追加）が 16.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

その他・・・他人に子どもをお願いする等に抵抗がある（４） 

       人見知りがあり不安（４） 

       急な時に利用できない（３） 

 

また、今は利用していないが、できれば利用したい場合の日数と１回あたりの時間については以下のとお

りとなっています。 

 

41.8%

21.6%

7.2%

18.3%

3.9%

7.2%

0.0% 50.0% 100.0%

1日

2日

3日

4日

5日

6日以上

n=153

57.5%

4.3%

5.3%

3.3%

2.9%

22.0%

4.7%

56.8%

2.8%

7.0%

3.0%

1.9%

16.0%

7.7%

4.8%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

必要がない

利用したいサービスがない

利用したいが登録手続きが面倒である

利用したいが経済的な理由でサービスを

利用できない

利用したいが時間帯が合わないのでサー

ビスを利用できない

ファミリー・サポート・センターのこと

を知らない

その他

無回答

平成25年度（n=699） 平成30年度（n=673）

12.1%

19.1%

35.0%

8.3%

10.2%

8.9%

0.6%

5.1%

0.0%

0.6%

0.0% 50.0% 100.0%

1時間

2時間

3時間

4時間

5時間

6時間

7時間

8時間

9時間

10時間以上

n=157

利用している・

利用したことが

ある

9.3%

利用している・

利用したことが

ある

13.0%

利用していない

87.9%

利用していない

86.1%

無回答

2.8%

無回答

0.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成25年度

（n=795）

平成30年度

（n=782）
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６ お子さんの放課後の過ごし方について 

 

お子さんについて、現在、放課後（平日の小学校終了後）の時間をどのような場所で過ごしていますか。

（あてはまるものすべてに○） 

 

放課後（平日の小学校終了後）の時間で過ごす

場所として「自宅」が最も多く 76.6％となって

おり、次いで「習い事」が 71.4％となっていま

す。7 割以上の児童が習い事で放課後の時間を

過ごしています。また、平成 25 年度調査と比

較すると「放課後子ども教室」で過ごす割合が

12.4％伸びており、放課後を過ごす場所として

利用割合が高まっています。 

 

 

 

 

 

 

 
                       その他・・・放課後等デイサービス（9） 

                                       プレーパーク（8） 

                                       友人宅（8） 

 

 また、それぞれの一週間当たりの日数については以下のとおりとなっています。 

 

【自 宅】          【祖父母知人宅】          【習い事】 

  

     【児童館】         【放課後子ども教室】        【学童保育所】 

  

（利用終了時刻）       （内、土曜の利用の有無）       （利用終了時刻） 

 

 

 

 

                                  （内、土曜の利用の有無） 

 

 

 

  

19.2%

24.0%

18.0%

12.0%

24.7%

2.0%

0.0% 50.0% 100.0%

1日

2日

3日

4日

5日

無回答

n=599

64.3%

13.3%

11.2%

5.1%

3.1%

3.1%

0.0% 50.0% 100.0%

1日

2日

3日

4日

5日

無回答

n=98

70.6%

25.9%

73.8%

11.3%

5.5%

14.5%

0.5%

30.1%

8.6%

2.9%

76.6%

26.1%

71.4%

12.5%

17.9%

15.6%

0.8%

33.6%

8.7%

2.2%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

自宅

祖父母宅や友人・知人宅

習い事（ピアノ教室、サッカークラブ、学

習塾など）

児童館

放課後子ども教室

学童保育所

ファミリー・サポート・センター

公園

その他

無回答

平成25年度（n=795） 平成30年度（n=782）

57.4%

25.5%

9.8%

0.5%

3.9%

2.9%

0.0% 50.0% 100.0%

1日

2日

3日

4日

5日

無回答

n=204
20.8%

30.3%

28.0%

14.2%

4.3%

2.5%

0.0% 50.0% 100.0%

1日

2日

3日

4日

5日

無回答

n=558

1.1%

8.4%

74.7%

6.3%

9.5%

0.0% 50.0% 100.0%

15時

16時

17時

18時

無回答

n=95

55.7%
20.7%

6.4%
9.3%

0.0%
3.6%
4.3%

0.0% 50.0% 100.0%

1日
2日
3日
4日
5日

6日以上
無回答

n=140
2.5%

5.7%

11.5%

10.7%

69.7%

0.0%

0.0% 50.0% 100.0%

1日

2日

3日

4日

5日

無回答

n=122

0.0%

5.7%

54.1%

20.5%

16.4%

3.3%

0.0% 50.0% 100.0%

15時

16時

17時

18時

19時

無回答

n=120

あり

3.7%

なし

69.4%

無回答

26.9%

n=134

あり

12.7%

なし

83.9%

無回答

3.4%

n=118
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【ファミリー・サポート・センター】    【公 園】       

 

 

【学童保育所を利用されていない方のみ回答】 
 

学童保育を利用していない理由はなんですか。（あてはまるものすべてに○） 

 

学童保育を利用していない理由として「現在就労していないから」が最も多く 37.0％となっており、次い

で「子どもが利用対象学年ではないから」が 34.5％となっています。 

 
                    その他・・・就労しているが、下校時間までには帰ってくるため（20） 

                                   親族に見てもらっているため（3） 

 

【学童保育所を利用されていない方のみ回答】 
 

お子さんについて、今後、学童保育所を利用したいとお考えですか。（１つに○） 

 

 学童保育所を利用されていない方における、

今後の学童保育所の利用意向について、16.4％

の方が「今後利用したい」と回答しています。 

 

 

 

  

16.7%

0.0%

33.3%

16.7%

0.0%

16.7%

16.7%

0.0% 50.0% 100.0%

1日

2日

3日

4日

5日

6日以上

無回答

n=6

37.0%

0.2%

0.0%

0.5%

0.0%

1.7%

9.8%

5.9%

8.0%

0.6%

34.5%

8.3%

13.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

現在就労していないから

就労しているが、学童保育所を知らなかったから

就労しているが、近くに学童保育所がないから

就労しているが、学童保育所に空きがないから

就労しているが、学童保育所の開所時間が短いから

就労しているが、利用料がかかるから

就労しているが、学童保育所の利用基準に届いていないから（保護者が週４日以

上の就労必要）

就労しているが、子どもは放課後の習い事をしているから

就労しているが、放課後の短時間ならば、子どもだけで大丈夫だと思うから

就労しているが、他の施設に預けているから

子どもが学童保育所利用対象学年ではないから

その他

無回答

n=660

52.9%

25.1%

13.7%

4.2%

3.0%

1.1%

0.0% 50.0% 100.0%

1日

2日

3日

4日

5日

無回答

n=263

今後利用したい

16.4%

今後も利用しな

い

79.1%

無回答

4.5%

n=660
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【放課後子ども教室を利用されていない方のみ回答】 
 

放課後子ども教室を利用していない理由はなんですか。（あてはまるものすべてに○） 
 

 放課後子ども教室を利用していない理由とし

て「子どもが行きたがらないから」が最も多く

35.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 
                         その他・・・私立小学校に通っているため（4） 

                                       障がいがあり利用しにくいため（4） 

                                       送迎ができないため（2） 

 

お子さんについて、今後、放課後子ども教室を利用したいとお考えですか。（１つに○） 
 

放課後子ども教室を利用されていない方にお

ける、放課後子ども教室の利用意向について、

39.9％の方が「今後利用したい」と回答してい

ます。 

 

 

 
 

お子さんについて、今後、放課後（平日の小学校終了後）の時間をどのような場所で過ごさせたいと思い

ますか。（あてはまるものすべてに○） 
 

今後、放課後（平日の小学校終了後）の時間を

どのような場所で過ごさせたいかについて、「習

い事」と回答した方が最も多く 73.4％となって

います。現状としては自宅で過ごしているお子

さんが、今後はできるだけ習い事で放課後を過

ごしてほしいという希望が多いことが垣間見え

ます。 

 

 

 

 

 

 

 
                        その他・・・校庭開放（10） 

                                        放課後等デイサービス（10） 

プレーパーク（7） 

                                        東センター（4） 

 

また、それぞれの一週間あたりの日数については以下のとおりとなっています。 
 

【自 宅】          【祖父母知人宅】          【習い事】 

  

27.5%

26.9%

14.5%

6.9%

19.6%

4.5%

0.0% 50.0% 100.0%

1日

2日

3日

4日

5日

無回答

n=509

11.4%

9.0%

2.8%

23.4%

35.2%

12.8%

10.4%

20.2%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

放課後子ども教室を知らなかったから

他に遊び場等が十分にあるから

回数が少ないから

放課後の習い事をしているから

子どもが行きたがらないから

学童保育所等を利用しているから

その他

無回答

n=642

今後利用したい

39.9%

今後も利用しない

53.1%

無回答

7.0%

n=642

65.2%

24.8%

77.6%

16.4%

29.8%

20.6%

0.5%

40.6%

5.0%

1.9%

65.1%

22.8%

73.4%

18.8%

22.9%

15.9%

1.0%

42.1%

6.9%

4.7%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

自宅

祖父母宅や友人・知人宅

習い事（ピアノ教室、サッカークラブ、

学習塾など）

児童館

放課後子ども教室

学童保育所

ファミリー・サポート・センター

公園

その他

無回答

平成25年度（n=795） 平成30年度（n=782）

55.6%

29.8%

5.6%

2.2%

3.4%

3.4%

0.0% 50.0% 100.0%

1日

2日

3日

4日

5日

無回答

n=178
18.6%

34.7%

27.9%

10.1%

5.7%

3.0%

0.0% 50.0% 100.0%

1日

2日

3日

4日

5日

無回答

n=574



第２章 調査結果 

79 

 

     【児童館】         【放課後子ども教室】        【学童保育所】 

 

（利用終了時刻）                         （利用終了時刻） 

 

【ファミリー・サポート・センター】    【公 園】       

 

 

お子さんについて、日曜日・祝日に、「学童保育所」または「放課後子ども教室」の利用希望はありますか。

（１つに○） 

  

日曜日・祝日での「学童保育所」または「放課後子ども教室」の利用希望については以下のとおりとなっ

ています。 

      【学童保育所】                    【放課後子ども教室】 

 

（開始時刻）                      （開始時刻） 

 

（終了時刻）                       （終了時刻） 

 

53.7%

21.1%

10.9%

3.4%

4.1%

6.8%

0.0% 50.0% 100.0%

1日

2日

3日

4日

5日

無回答

n=147

0.0%

6.6%

64.2%

7.3%

21.9%

0.0% 50.0% 100.0%

15時

16時

17時

18時

無回答

n=137

62.5%

25.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

12.5%

0.0% 50.0% 100.0%

1日

2日

3日

4日

5日

6日以上

無回答

n=8

利用したい

6.5%

利用しない

86.7%

無回答

6.8%

n=782

35.3%

25.5%

7.8%

0.0%

0.0%

5.9%

2.0%

13.7%

0.0%

9.8%

0.0% 50.0% 100.0%

8時

9時

10時

11時

12時

13時

14時

15時

16時

無回答

n=51

2.0%

2.0%

2.0%

3.9%

3.9%

39.2%

33.3%

7.8%

0.0%

5.9%

0.0% 50.0% 100.0%

12時

13時

14時

15時

16時

17時

18時

19時

20時

無回答

n=51

64.8%

21.2%

4.5%

0.6%

3.4%

0.0%
5.6%

0.0% 50.0% 100.0%

1日

2日

3日

4日

5日

6日以上

無回答

n=179
2.4%

5.6%

11.3%

10.5%

68.5%

1.6%

0.0% 50.0% 100.0%

1日

2日

3日

4日

5日

無回答

n=124

0.0%

4.1%

43.4%

24.6%

17.2%

10.7%

0.0% 50.0% 100.0%

15時

16時

17時

18時

19時

20時以降

無回答

n=122

37.1%

34.0%

21.0%

1.5%

2.7%

3.6%

0.0% 50.0% 100.0%

1日

2日

3日

4日

5日

無回答

n=329

利用したい

13.2%

利用しない

77.1%

無回答

9.7%

n=782

4.9%

25.2%

22.3%

0.0%

0.0%

12.6%

6.8%

18.4%

4.9%

4.9%

0.0% 50.0% 100.0%

8時

9時

10時

11時

12時

13時

14時

15時

16時

無回答

n=103

11.7%

1.9%

1.9%

8.7%

18.4%

38.8%

11.7%

1.0%

1.0%

4.9%

0.0% 50.0% 100.0%

12時

13時

14時

15時

16時

17時

18時

19時

20時

無回答

n=103
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お子さんについて、夏休み・冬休みなどの長期休暇期間中に「学童保育所」または「放課後子ども教室」

の利用希望はありますか。（１つに○） 

 

長期休暇期間中の「学童保育所」または「放課後子ども教室」の利用希望については以下のとおりとなっ

ています。 

      【学童保育所】                    【放課後子ども教室】 

 

（開始時刻）                      （開始時刻） 

 

（終了時刻）                       （終了時刻） 

 

  

利用したい

32.7%

利用しない

57.2%

無回答

10.1%

n=782

2.3%

50.8%

32.0%

6.6%

0.0%

0.0%

0.8%

0.0%

0.0%

0.4%

7.0%

0.0% 50.0% 100.0%

7時

8時

9時

10時

11時

12時

13時

14時

15時

16時

無回答

n=256

2.3%

0.8%

3.5%

6.6%

9.8%

42.2%

18.4%

9.0%

0.4%

7.0%

0.0% 50.0% 100.0%

12時

13時

14時

15時

16時

17時

18時

19時

20時

無回答

n=256

0.8%

19.2%

42.5%

16.5%

0.0%

0.0%

8.6%

1.5%

1.1%

0.8%

9.0%

0.0% 50.0% 100.0%

7時

8時

9時

10時

11時

12時

13時

14時

15時

16時

無回答

n=266

1.5%
11.3%

1.9%
3.8%

13.5%
20.7%

29.3%
7.9%

1.1%
0.0%

9.0%

0.0% 50.0% 100.0%

11時
12時
13時
14時
15時
16時
17時
18時
19時
20時

無回答

n=266

利用したい

34.0%

利用しない

54.9%

無回答

11.1%

n=782
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７ 児童虐待に関することについて 

 

「児童虐待の防止等に関する法律」（児童虐待防止法）を知っていますか。（１つに○） 

 

「児童虐待の防止等に関する法律」について、

「内容も知っている」「知っている」と回答した

方が 49.8％となり約 5 割の方が知っていると

回答しています。 

 

 

 

 

 

児童虐待を発見した場合の通報先を知っていますか。（１つに○） 

 

児童虐待を発見した場合の通報先について

「知っていると」回答した方の割合は 76.7％と

なっています。一方、「知らない」と回答した方

は 21.7％と 2 割以上となっています。 

 

 

 

 

 

 

また、通報先として考えられる場所として「児

童相談所」が最も多く 86.8％となっています。

一方、「子ども家庭支援センター」は 41.8％と

なっています。 

 

 

 

 
                                  その他・・・学校（9） 

                                        市役所（3） 

                                        福祉事務所（2） 

  

内容もよく知っ

ている

9.6%

知っている

40.2%

言葉は聞いたこ

とがある

39.9%

知らない

8.3%

無回答

2.0%

n=782

はい

76.7%

いいえ

21.7%

無回答

1.5%

n=782

86.8%

41.8%

65.0%

2.0%

1.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

児童相談所

子ども家庭支援センター

警察

その他

無回答

n=600



第２章 調査結果 

82 

 

８ 小金井市子どもの権利に関する条例について 

 

「小金井市子どもの権利に関する条例」を知っていますか。（１つに○） 

 

 「小金井市子どもの権利に関する条例」につい

て、「内容もよく知っている」「知っている」と回

答した方が 20.8％となり、認知率については約

2 割となっています。また平成 25 年度調査と

比較しても、認知率についてはあまり高まって

はいません。 

 

 

 

 

また、「小金井市子どもの権利に関する条例」

を最初に知った場所として、「学校」が最も多く

37.4％となっており、次いで「市報や市のホー

ムページ」が 32.5％となっています。 

 

 

 

                       その他・・・パンフレット・チラシ（3） 

 

ふだんの生活の中で「守られていない」、「満たされていない」子どもの権利は何だと思いますか。（あては

まるものすべてに○） 

 

 ふだんの生活の中で「守られていない」、「満たされていない」と思う子どもの権利について、「家の事情を
心配せずに、行きたい高校・大学等へ進学できること」が最も多く 39.1％となっています。 
 

 

                       その他・・・特になし（8） 

 

18.5%

20.6%

28.5%

34.1%

17.0%

16.8%

15.1%

7.8%

16.9%

25.4%

39.1%

28.6%

12.9%

3.1%

19.9%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

自分の意見をきちんと言えること

安心できる場所で休む時間を持てること

自由に遊ぶこと

暴力や言葉や態度で傷つけられないこと

男の子、女の子で差別されないこと

出身国や肌の色で差別されないこと

学校で分かりやすく教えてもらうこと

自由にグループをつくり、集まれること

自分のやりたいこと（スポーツ・音楽・ファッション・趣味など）に取り組めること

子どもの出した意見がきちんと尊重されること

家の事情を心配せずに、行きたい高校・大学等へ進学できること

障がいのある子どもが差別されないこと

家族と一緒に仲良く暮らすこと

その他

無回答

n=782

37.4%

1.2%

1.8%

32.5%

12.3%

4.9%

9.8%

0.0% 25.0% 50.0%

学校で

家族から

友人・知人から

市報や市のホームページ等から

どこで聞いたのか忘れたが知っている

その他

無回答

n=163

内容もよく知っ

ている

2.1%

内容もよく知っ

ている

2.3%

知っている

16.5%

知っている

18.5%

言葉は聞いたこ

とがある

45.8%

言葉は聞いたこ

とがある

40.9%

知らない

34.7%

知らない

35.7%

無回答

0.9%

無回答

2.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成25年度

（n=795）

平成30年度

（n=782）
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９ 小金井市の子育て環境や子育て支援施策全般について 

 

小金井市の子育ての環境や支援への満足度について、お答えください。（１つに○） 

 

小金井市の子育ての環境や支援について「満

足」「やや満足」と回答した方について 34.9％

となっています。また平成 25 年度調査と比較

すると満足度については 10.3％向上していま

す。 

 

 

 

 

 

小金井市で実施している子育て支援策について、どこから情報収集していますか。（あてはまるものすべて

に○） 

 

子育て支援策に関する情報の入手先として

「市報こがねい」が最も多く 81.1％となり、次

いで「保育園・幼稚園・学校等からの連絡」が

45.8％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 
         

                その他・・・きらり（2） 

  

81.1%

24.4%

9.0%

2.8%

45.8%

10.0%

3.6%

26.0%

1.4%

3.5%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

市報こがねい

市ホームページ

市の冊子（「小金井市みんなで子育て応援

ブック「のびのびこがねいっ子」」等）

市役所窓口担当

保育園・幼稚園・学校等からの連絡

インターネット（市ホームページを除く）

ＳＮＳ（facebook、LINE等）

知人友人

その他

無回答

n=782

満足

3.1%

満足

6.5%

やや満足

21.5%

やや満足

28.4%

どちらともいえ

ない

41.0%

どちらともいえ

ない

33.0%

やや不満

21.4%

やや不満

20.8%

不満

9.7%

不満

8.4%

無回答

3.3%

無回答

2.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成25年度

（n=795）

平成30年度

（n=782）
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下記の小金井市の施策について、知っているか、利用したことがあるかお答えください。また、利用した

ことがない場合は、今後利用したいかお答えください。（１つに○） 

 

各事業の認知度について以下のとおりとなっており、「義務教育就学児医療費助成」が 77.2％、「就学援助

制度」が 77.0％と高くなっています。一方、「ひとり親家庭高等学校卒業程度認定試験合格支援給付金」が

15.1％、「母子家庭及び父子家庭高等職業訓練促進給付金」「母子及び父子福祉資金貸付事業」が 17.0％と

認知度が低くなっています。 

 

【知っている】（n=782） 

 
 

各事業の利用率について以下のとおりとなっており、「義務教育就学児医療費助成」が 51.2％と高い利用

率となっています。 

 

【これまでに利用したことがあるか】 

 

知っている

77.0%

知っている

77.2%

知っている

60.1%

知っている

61.9%

知っている

34.0%

知っている

20.5%

知っている

17.0%

知っている

15.1%

知っている

17.0%

知らない

17.9%

知らない

16.9%

知らない

31.3%

知らない

29.7%

知らない

57.3%

知らない

70.7%

知らない

73.9%

知らない

75.8%

知らない

73.7%

無回答

5.1%

無回答

5.9%

無回答

8.6%

無回答

8.4%

無回答

8.7%

無回答

8.8%

無回答

9.1%

無回答

9.1%

無回答

9.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学援助制度

義務教育就学児医療費助成

児童育成手当

児童扶養手当

母子家庭及び父子家庭自立支援教育訓練給付金

母子・父子自立支援プログラム策定事業

母子家庭及び父子家庭高等職業訓練促進給付金

ひとり親家庭高等学校卒業程度認定試験合格支援給付金

母子及び父子福祉資金貸付事業

利用したことがある

11.6%

利用したことがある

51.2%

利用したことがある

13.8%

利用したことがある

11.6%

利用したことがある

1.5%

利用したことがある

1.3%

利用したことがある

0.0%

利用したことがある

0.0%

利用したことがある

0.8%

利用したことがない

79.1%

利用したことがない

40.4%

利用したことがない

75.1%

利用したことがない

77.1%

利用したことがない

85.0%

利用したことがない

90.0%

利用したことがない

90.2%

利用したことがない

90.7%

利用したことがない

88.0%

無回答

9.3%

無回答

8.4%

無回答

11.1%

無回答

11.4%

無回答

13.5%

無回答

8.8%

無回答

9.8%

無回答

9.3%

無回答

11.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学援助制度（n=602）

義務教育就学児医療費助成（n=604）

児童育成手当（n=470）

児童扶養手当（n=484）

母子家庭及び父子家庭自立支援教育訓練給付金（n=266）

母子・父子自立支援プログラム策定事業（n=160）

母子家庭及び父子家庭高等職業訓練促進給付金（n=133）

ひとり親家庭高等学校卒業程度認定試験合格支援給付金（n=118）

母子及び父子福祉資金貸付事業（n=133）
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今は利用していないが、今後利用したいかについては「義務教育就学児医療費助成」が 23.0％、「就学援

助制度」が 17.4％となっています。 

 

【今後利用したいか】 

 

  

今後利用したい

17.4%

今後利用したい

23.0%

今後利用したい

6.5%

今後利用したい

7.0%

今後利用したい

8.0%

今後利用したい

4.9%

今後利用したい

6.7%

今後利用したい

7.5%

今後利用したい

8.5%

今後も利用しない

35.1%

今後も利用しない

32.8%

今後も利用しない

35.1%

今後も利用しない

37.5%

今後も利用しない

42.5%

今後も利用しない

41.0%

今後も利用しない

43.3%

今後も利用しない

39.3%

今後も利用しない

38.5%

無回答

47.5%

無回答

44.3%

無回答

58.4%

無回答

55.5%

無回答

49.6%

無回答

54.2%

無回答

50.0%

無回答

53.3%

無回答

53.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学援助制度（n=476）

義務教育就学児医療費助成（n=244）

児童育成手当（n=353）

児童扶養手当（n=373）

母子家庭及び父子家庭自立支援教育訓練給付金（n=226）

母子・父子自立支援プログラム策定事業（n=144）

母子家庭及び父子家庭高等職業訓練促進給付金（n=120）

ひとり親家庭高等学校卒業程度認定試験合格支援給付金（n=107）

母子及び父子福祉資金貸付事業（n=117）
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子ども・子育て支援に関して小金井市や地域で充実してほしいことはありますか。（３つまでに○） 

 

子ども・子育て支援に関して小金井市や地域で充実してほしいこととして「経済的負担を軽減する」が最

も多く 43.6％となっています。次いで「子どもの居場所と交流の場を充実する」が 40.8％、「子どもが安

心して学べる環境をつくる」が 36.8％となっており、子どもの居場所や学ぶ場所の確保が望まれています。 

 

その他・・・医療費補助の拡充（3） 

図書館の充実や学級文庫・学校図書の充実（3） 

公園の環境整備（3） 

  

11.5%

8.6%

29.7%

23.1%

40.8%

43.6%

4.3%

14.6%

10.7%

8.1%

14.2%

6.5%

9.0%

36.8%

10.0%

28.6%

21.9%

5.5%

9.5%

17.9%

3.5%

3.5%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

子どもの権利を尊重する社会環境づくりを進める

子どもの社会参加を推進し、意見の表明など子どもの自己実現を応援する

子どもへの虐待や犯罪を防止する

自立を育む体験活動を応援する

子どもの居場所と交流の場を充実する

経済的負担を軽減する

母子保健事業を充実する

子育ちや子育てに関する相談、情報提供、学習機会を充実させ、支援を強める

子育てしやすい職場環境を目指して、情報提供と支援に取り組む

ひとり親家庭を支援する

障がいや特別な配慮が必要な子どもと家庭を支援する

外国籍の子どもと家庭を支援する

家庭での子育ち、子育てが困難な場合にきめ細やかな支援をする

子どもが安心して学べる環境をつくる

子どもが地域の一員となるための学習と交流の場をつくる

子育ち、子育てしやすい生活環境等を整備する

地域の緑と環境を守る

地域の子育てネットワークを整備する

男女がともに子育てと社会参加できる環境をつくり、ワーク・ライフ・バランスを目指

す

地域の公共施設の活用を進める

その他

無回答

n=782
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Ⅲ.  中学校・高校年代の保護者調査 

 

１ 回答者属性 

 

お住まいの地区はどこですか。（１つに○） 

  

アンケート回答者のお住まいの地区割合は右

のとおりとなり、平成 30 年 12 月 1 日現在の

住民基本台帳による 13 歳から 18 歳の地区別

人口割合と比較すると、緑町からの回答割合が

他地区と比較して高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜参考＞ 

住民基本台帳による町別（13 歳～18 歳）人口 （平成 30 年 12 月 1 日現在） 

町 名 東町 梶野町 関野町 緑町 中町 前原町 本町 桜町 貫井北町 貫井南町 合 計 

13～18 歳 

人口（人） 
694 535 51 879 595 718 867 196 613 731 5,879 

割合（%） 11.8% 9.1% 0.9% 15.0% 10.1% 12.2% 14.7% 3.3% 10.4% 12.4% 100.0％ 

（出典）小金井市ホームページ 市勢データ世帯と人口 平成 30 年 12 月 1 日現在 町丁別年齢別人口より 
割合は独自計算 

 

お子さんの生年月を記入してください。（数字を記入）（平成 30 年 12 月 1 日現在） 

 

アンケート回答者のお子さんの年齢割合は右

のとおりとなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

＜参考＞ 

住民基本台帳による年齢別人口 （平成 30 年 12 月 1 日現在） 

年 齢 13 歳 14 歳 15 歳 16 歳 17 歳 18 歳 合 計 

人口

（人） 
975 993 964 959 953 935 5,779 

割合

（%） 
14.7% 15.0% 14.6% 14.5% 14.4% 14.1% 100.0％ 

（出典）小金井市ホームページ 市勢データ世帯と人口 平成 30 年 12 月 1 日現在 町丁別年齢別人口より 

割合は独自計算    

  

13歳

10.7%
14歳

14.6%

15歳

19.2%16歳

16.7%

17歳

16.0%

18歳

16.7%

無回答

6.2%

n=582

10.5%10.1%

0.3%

17.7%

10.0%
11.3%

13.1%

2.7%

11.5%11.7%

1.0%

0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

20.0%
アンケート回答

住民基本台帳人

口

n=582
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お子さんは、学校に通っていますか。働いていますか。（１つに○） 

 

 アンケート回答者のお子さんについて、「学校

に通っている」が 96.6％、「働いている（フル

タイム+パートタイム）」方が 1.2％となってい

ます。 

 

 

 

 

この調査票にご回答いただく方はどなたですか。お子さんからみた関係でお答えください。（あてはまる番

号すべてに○） 

 

調査票の回答者について「母親」が最も多く

83.3％となっています。また、「母親と父親」

と回答した方は 0.2％となっています。 

 

 

 

 

 

この調査票にご回答いただいている方の配偶関係についてお答えください。（１つに○） 

 

調査票の回答者の配偶者の有無について「配偶

者はいない」と回答した方は 6.9％となってい

ます。 

 

 

 

 

 

 

お子さんと同居していますか。（１つに○） 

 

お子さんとの同居割合について「同居してい

る」と回答した方は 98.6％となっています。 

 

 

 

  

96.6%

0.5%

0.7%

1.9%

0.3%

0.0% 50.0% 100.0%

学校に通っている

働いている（フルタイム）

働いている（パートタイム、アルバイト等）

その他

無回答

n=582

母親

83.3%

父親

15.3%

母親と父親

0.2%

その他

0.2%

無回答

1.0%

n=582

配偶者がいる

92.6%

配偶者はいない

6.9%

無回答

0.5%

n=582

同居している

98.6%

同居していない

1.0%

無回答

0.3%

n=582
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２ お子さんの保護者の就労状況について 

 

お子さんの保護者の現在の就労状況（自営業、家族従事者含む）を母親・父親それぞれについてお答えく

ださい。（ひとり親の方はご自身に関する設問のみお答えください）（１つに○） 

 

【母親】 

母親の就労状況について、「フルタイムで就労中であり休業中ではない」方が 25.4％、「パート・アルバ

イトで就労中であり休業中ではない」方が 49.5％となり、休業せず就労している方の割合が 74.9％と 7 割

を超えています。また、平成 25 年度調査と比較すると、「フルタイムでの就労」の方が 4.0％、また「フ

ルタイムで就労中であるが産休・育休中である」方が 0.2％増えており、フルタイムでの就労率が 4.2％増

えています。 

 
 

【父親】 

 

父親の就労状況について、「フルタイムで就労中であり休業中ではない」と回答したが 88.5％、「パート・

アルバイトで就労中であり休業中ではない」と回答した方が 1.0％となっています。平成 25 年度調査と比

較すると、就労に関して大きな変化はありません。 

 

  

21.4%

0.0%

47.4%

0.0%

27.5%

3.2%

0.6%

25.4%

0.2%

49.5%

0.7%

20.4%

0.9%

2.9%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

フルタイムで就労しており、産休・育休・介護休業中ではない

フルタイムで就労しているが、産休・育休・介護休業中である

パート・アルバイト等で就労しており、産休・育休・介護休業中ではない

パート・アルバイト等で就労しているが、産休・育休・介護休業中である

以前は就労していたが、現在は就労していない

これまで就労したことがない

無回答

平成25年度（n=663） 平成30年度（n=582）

90.8%

0.0%

1.2%

0.0%

1.1%

0.0%

6.9%

88.5%

0.2%

1.0%

0.0%

2.1%

0.0%

8.2%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

フルタイムで就労しており、産休・育休・介護休業中ではない

フルタイムで就労しているが、産休・育休・介護休業中である

パート・アルバイト等で就労しており、産休・育休・介護休業中ではない

パート・アルバイト等で就労しているが、産休・育休・介護休業中である

以前は就労していたが、現在は就労していない

これまで就労したことがない

無回答

平成25年度（n=663） 平成30年度（n=582）
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【家族類型】 

 

＜フルタイム共働き＞ 

父親・母親ともに「フルタイムで就労中である」または「フルタイムで就労中であるが休業中である」 

 

＜フルタイム・パートタイム共働き＞ 

父親または母親のどちらかが「フルタイムで就労中である」または「フルタイムで就労中であるが休業中で

ある」であり、一方が「パートタイムで就労中である」または「パートタイムで就労中であるが休業中であ

る」 

 

＜パートタイム共働き＞ 

父親・母親ともに「パートタイムで就労中である」または「パートタイムで就労中であるが休業中である」 

 

＜専業主婦（夫）＞ 

父親または母親のどちらかが「フルタイムで就労中である」または「フルタイムで就労中であるが休業中で

ある」または「パートタイムで就労中である」または「パートタイムで就労中であるが休業中である」であ

り、一方が「以前は就労していたが現在は就労していない」または「就労したことがない」 

 

＜一人親家庭＞ 

「配偶者がいない」 

 

 

上記のとおりの家族類型とした際、「フルタイ

ム・パートタイム共働き」が最も多く、46.6％

となっています。「フルタイム・パートタイム共

働き」、「パートタイム共働き」を含めた共働き家

庭は 67.4％と、7 割近くとなっています。 

 

 

 

 

 

 

現在の年間の保護者の世帯収入についてお答えください。（１つに○） 

 

年間の保護者の世帯収入について、「800 万

円以上」と回答した方が最も多く、59.8％と、

約 6 割近くとなっています。 

 

 

 

  

20.8%

46.6%

0.3%

21.1%

6.9%

4.3%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

フルタイム共働き

フルタイム・パートタイム共働き

パートタイム共働き

専業主婦（夫）家庭

ひとり親家庭

無回答

n=582

1.0%

2.7%

5.8%

12.2%

15.3%

59.8%

3.1%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

100万円未満

100万円以上～200万円未満

200万円以上～400万円未満

400万円以上～600万円未満

600万円以上～800万円未満

800万円以上

無回答

n=582
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３ 子育て全般について 
 

下記のサービスや事業について知っているか、これまでに利用したことがあるかお答えください。また、

利用したことがある場合は今後も利用させたいかお答えください。（１つに○） 
 

各事業の認知度について以下のとおりとなっており、「市立清里山荘の自然体験教室」が 54.0％と最も高

く、次いで「公民館の子ども体験講座」が 51.5％となっています。一方、「ぷれいす HIGAJI」が 7.9％、

「Space@ヌクイ」が 12.4％と認知度が低くなっています。 
 

【知っている】（n=582） 

 
 
各事業の利用率について以下のとおりとなっており、「図書館のヤングアダルトコーナー」が 52.1％と高

い利用率となっています。一方、「貫井南児童館のバンドスタジオ」が 10.1％と利用率が低くなっています。 
 

【これまでに利用したことがあるか】 

 

知っている

51.5%

知っている

54.0%

知っている

33.0%

知っている

29.0%

知っている

41.9%

知っている

43.5%

知っている

12.4%

知っている

7.9%

知っている

17.0%

知っている

20.4%

知っている

20.8%

知らない

44.5%

知らない

42.8%

知らない

63.2%

知らない

66.7%

知らない

54.5%

知らない

52.6%

知らない

84.4%

知らない

88.7%

知らない

79.4%

知らない

76.3%

知らない

71.0%

無回答

4.0%

無回答

3.3%

無回答

3.8%

無回答

4.3%

無回答

3.6%

無回答

4.0%

無回答

3.3%

無回答

3.4%

無回答

3.6%

無回答

3.3%

無回答

8.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

公民館の子ども体験講座

市立清里山荘の自然体験教室

土曜スポーツクラブ

図書館のヤングアダルトコーナー

保育園・児童館のボランティア

夏期クラブ、わんぱく団のボランティア

Space@ヌクイ

ぷれいすHIGAJI

貫井南児童館のバンドスタジオ

児童発達支援センター「きらり」の発達相談等

放課後子ども教室（中学生のみ）

利用したことがある

45.0%

利用したことがある

28.7%

利用したことがある

25.0%

利用したことがある

52.1%

利用したことがある

32.8%

利用したことがある

29.2%

利用したことがある

13.9%

利用したことがある

23.9%

利用したことがある

10.1%

利用したことがある

12.6%

利用したことがある

21.5%

利用したことがない

51.3%

利用したことがない

67.2%

利用したことがない

70.3%

利用したことがない

41.4%

利用したことがない

58.6%

利用したことがない

64.4%

利用したことがない

84.7%

利用したことがない

71.7%

利用したことがない

81.8%

利用したことがない

79.0%

利用したことがない

71.9%

無回答

3.7%

無回答

4.1%

無回答

4.7%

無回答

6.5%

無回答

8.6%

無回答

6.3%

無回答

1.4%

無回答

4.3%

無回答

8.1%

無回答

8.4%

無回答

6.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

公民館の子ども体験講座（n=300）

市立清里山荘の自然体験教室（n=314）

土曜スポーツクラブ（n=192）

図書館のヤングアダルトコーナー（n=169）

保育園・児童館のボランティア（n=244）

夏期クラブ、わんぱく団のボランティア（n=253）

Space@ヌクイ（n=72）

ぷれいすHIGAJI（n=46）

貫井南児童館のバンドスタジオ（n=99）

児童発達支援センター「きらり」の発達相談等（n=119）

放課後子ども教室（中学生のみ）（n=121）
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各事業の今後の利用意向について以下のとおりとなっており、「図書館のヤングアダルトコーナー」が

90.9％、「ぷれいす HIGAJI」が 81.8％と、再度の利用希望率が高くなっています。 
 

【今後も利用したいか】 

 

 

お子さんは地域活動や、学校や習い事以外でのグループ活動などに参加されたことがありますか。（１つに

○） 
 

地域活動やグループ活動などの参加状況につ

いて、「参加したことがある」と回答した方が

41.6％と半数以下となっています。 

 

 

 

 

 

【地域活動やグループ活動などに参加したことがあるまたは今後参加させたいと思う方のみ回答】 
 

参加したことがある、もしくは参加させたい地域活動やグループ活動の種類はなんですか。（あてはまるも

のすべてに○） 
 
参加したことがある、あるいは参加させたい

活動として「スポーツ活動」が最も多く 47.3％

となっています。 

 

 

 

 

                                  

                                 その他・・・地域のボランティア（3） 

今後も利用させたい

36.3%

今後も利用させたい

46.7%

今後も利用させたい

41.7%

今後も利用させたい

90.9%

今後も利用させたい

61.3%

今後も利用させたい

56.8%

今後も利用させたい

70.0%

今後も利用させたい

81.8%

今後も利用させたい

70.0%

今後も利用させたい

46.7%

今後も利用させたい

30.8%

今後は利用させたくない

48.9%

今後は利用させたくない

37.8%

今後は利用させたくない

45.8%

今後は利用させたくない

5.7%

今後は利用させたくない

28.8%

今後は利用させたくない

33.8%

今後は利用させたくない

30.0%

今後は利用させたくない

9.1%

今後は利用させたくない

20.0%

今後は利用させたくない

26.7%

今後は利用させたくない

26.9%

無回答

14.8%

無回答

15.6%

無回答

12.5%

無回答

3.4%

無回答

10.0%

無回答

9.5%

無回答

0.0%

無回答

9.1%

無回答

10.0%

無回答

26.7%

無回答

42.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

公民館の子ども体験講座（n=135）

市立清里山荘の自然体験教室（n=90）

土曜スポーツクラブ（n=48）

図書館のヤングアダルトコーナー（n=88）

保育園・児童館のボランティア（n=80）

夏期クラブ、わんぱく団のボランティア（n=74）

Space@ヌクイ（n=10）

ぷれいすHIGAJI（n=11）

貫井南児童館のバンドスタジオ（n=10）

児童発達支援センター「きらり」の発達相談等（n=15）

放課後子ども教室（中学生のみ）（n=26）

41.6%

7.0%

45.0%

6.4%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

参加したことがある

参加したことはないが、今後は参加さ

せたいと思っている

参加したことがなく、今後も予定はな

い

無回答

n=582

47.3%

27.2%

27.6%

29.7%

21.2%

36.4%

3.5%

0.7%

0.0% 20.0%40.0%60.0%80.0%100.0%

スポーツ活動

文化・音楽活動

キャンプ等の野外活動

清掃や高齢者訪問等の地域の社会福祉活動

ホームステイ等の国際交流活動

子供会等の青少年団体活動

その他

無回答

n=283
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お子さんは平日に、1 日のうちで主食と主菜と副菜のそろった食事をとっていますか。（あてはまるものす

べてに○） 
 

1 日のうちで主食と主菜と副菜のそろった食

事をとっているかについて、夕食でとっている

と回答した方は 97.8％となっています。 

 

 

 

 

お子さんは、家族の誰かと一緒に食事をとっていますか。（１つに○） 
 

食事の際、家族の誰かと一緒にとっているか

について、「毎日一緒に食べる」と回答した方は

69.9％となっており、平成 25 年度調査と比較

するとその割合が減っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お子さんは、毎日朝食をとっていますか。（１つに○） 
 

朝食について「毎日食べる」と回答した方は

86.6％となっており、平成 25 年度調査と比較

しても大きな変化は見られていません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お子さんとよく話をしますか。（１つに○） 

 

お子さんとの話について「よく話す」と回答し

た方は 76.5％となっており、平成 25 年度調査

と比較しても大きな変化は見られていません。 

 

  

90.6%

4.7%

2.1%

1.2%

1.1%

0.3%

86.6%

3.3%

5.2%

1.4%

3.1%

0.5%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

毎日食べる

週５～６日食べる

週３～４日食べる

週に１～２日食べる

食べない

無回答

平成25年度（n=663） 平成30年度（n=582）

46.4%

85.4%

97.8%

0.7%

0.9%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

朝食

昼食

夕食

その他

無回答
n=582

81.9%

8.1%

4.8%

2.3%

0.8%

2.1%

69.9%

11.7%

10.3%

4.6%

3.1%

0.3%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

毎日一緒に食べる

週５～６日一緒に食べる

週３～４日一緒に食べる

週１～２日一緒に食べる

ほとんど一緒に食事を食べない

無回答

平成25年度（n=663） 平成30年度（n=582）

よく話す

76.5%

よく話す

76.5%

時々話す

18.4%

時々話す

18.7%

あまり話さない

3.5%

あまり話さない

3.6%

無回答

1.7%

無回答

1.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成25年度

（n=663）

平成30年度

（n=582）
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【お子さんとあまり話さない方のみ回答】 
 

あまり話さない理由はなんですか。（１つに○） 
 

あまり話さない理由として「子どもが話さな

くなった」が最も多く、52.4％となっています。 

平成 25 年度調査と比較すると「子どもの帰

宅時間が遅い」を理由としている方の割合が

5.6％多くなっています。 

 

 

 

 

 

 
その他・・・家族と話すことを嫌がる（2） 

 

子育てに日常的に関わっている方にとって子育てを楽しいと感じることが多いと思いますか。それとも辛

いと感じることが多いと思いますか。（１つに〇） 
 

子育てを楽しいと感じるかについて、「楽しい

と感じることの方が多い」と回答した方が最も

多く 65.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 
                          その他・・・辛いというより大変（6） 

 

現在、お子さんの教育や子育てのことでどのようなことに悩んだり、困ったりしていますか。（あてはまる

ものすべてに○） 
 

子育てに関して、日頃悩んでいること気になることとして「勉強や進路」が最も多く 70.4％となってお

り、次いで「インターネット・メディアとの付き合い方」が 46.6％となっています。 

 

その他・・・子どもの将来のこと（4） 

11.7%

26.6%

70.4%

7.0%

8.9%

3.6%

13.9%

43.1%

4.6%

1.4%

4.5%

46.6%

7.7%

10.3%

2.4%

9.3%

1.2%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

病気や発育・発達に関すること

家庭でのしつけや教育に関すること

勉強や進路

子どもとのコミュニケーションがうまくとれないこと

子どもの育て方について、自信が持てないこと

子どもの障がいに関すること

交友関係

子育て・教育にかかる費用の負担が大きいこと

性に関すること

暴力や非行

いじめ

インターネット・メディアとの付き合い方

子育てに関して配偶者・パートナーとの意見があわないこと

配偶者・パートナーの協力が少ないこと

その他

特にない

無回答

n=582

8.7%

60.9%

17.4%

13.0%

0.0%

14.3%

52.4%

14.3%

14.3%

4.8%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

子どもの帰宅時間が遅い

子どもが話さなくなった

親の帰宅時間が遅い、または、仕事が長時

間のため

その他

無回答

平成25年度（n=23） 平成30年度（n=21）

65.1%

24.4%

4.0%

2.9%

2.2%

1.4%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

楽しいと感じることの方が多い

楽しいと感じることと辛いと感じるこ

とが同じくらい

辛いと感じることの方が多い

わからない

その他

無回答

n=582
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お子さんの高校・大学等への進学に関する不安はありますか。（１つに○） 

 

高校・大学等への進学に関する不安について

「ある」と回答した方については 74.4％となっ

ています。 

 

 

 

 

【高校・大学等への進学に関する不安がある方のみ回答】 
 

進学における金銭面での不安はありますか。（１つに○） 

 

進学における金銭面での不安について、「大い

にある」「ややある」と不安があると回答した方

が 77.6％となり、約 8 割の方が金銭面につい

て不安に思っています。 

 

 

 

 

 

お金が足りなくて以下の経験が、過去１年間にありましたか（それぞれ、１つに○） 

 

【お金が足りなくて、家族が必要とする食料を買えなかった経験】 

 

お金が足りなくて、家族が必要とする食料を

買えなかった経験について、「よくあった」「とき

どきあった」と回答した方は 3.9％となってい

ます。 

 

 

【お金が足りなくて、家族が必要とする衣類を買えなかった経験】 

 

お金が足りなくて、家族が必要とする衣料を

買えなかった経験について、「よくあった」「とき

どきあった」と回答した方は 5.5％となってい

ます。 

 

 

【お金が足りなくて、家賃や水道光熱費等を滞納した経験】 

 

お金が足りなくて、家賃や水道光熱費等を滞

納した経験について、「よくあった」「ときどきあ

った」と回答した方は 3.6％となっています。 

 

 

  

1.5%

2.4%

6.0%

87.5%

2.6%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

よくあった

ときどきあった

まれにあった

まったくなかった

無回答

n=582

1.7%

3.8%

9.3%

82.8%

2.4%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

よくあった

ときどきあった

まれにあった

まったくなかった

無回答

n=582

1.5%

2.1%

3.1%

90.9%

2.4%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

よくあった

ときどきあった

まれにあった

まったくなかった

無回答

n=582

ある

74.4%

ない

23.7%

無回答

1.9%

n=582

大いにある

41.6%

ややある

36.0%

どちらともいえない

5.3%

あまりない

11.5%

ない

5.5%

無回答

0.0%

n=433
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下記のことについて、あなたの家庭では、お子さんに行っていますか。（それぞれ１つに○） 

 

お子さんに行っていることとして「誕生日にプレゼントをあげる等の祝い事をする」については「してい

る」と回答した方が 92.4％と多くなっています。また、「学習塾に通わせる（または家庭教師に来てもらう）」

ことについても「している」と回答した方が 57.6％となり、約 6 割の方が学習塾に通わせている（または

家庭教師に来てもらう）こととなっています。 

 

【毎月お小遣いを渡す】              【毎年新しい洋服・靴を買う】 

  

【習い事（音楽、スポーツ、習字等）に通わせる】 【学習塾に通わせる（または家庭教師に来てもらう）】 

 

【誕生日にプレゼントをあげる等の祝い事をする】  【１年に１回くらい 1 泊以上の家族旅行に行く】 

 

【クリスマスのプレゼントや正月のお年玉をあげる】  

 

  

65.5%

11.9%

2.7%

18.7%

1.2%

0.0% 50.0% 100.0%

している

したくない（方針でしない）

経済的にできない

その他の理由でしていない

無回答

n=582

54.0%

2.6%

7.6%

33.7%

2.2%

0.0% 50.0% 100.0%

している

したくない（方針でしない）

経済的にできない

その他の理由でしていない

無回答

n=582

92.4%

1.4%

0.3%

4.5%

1.4%

0.0% 50.0% 100.0%

している

したくない（方針でしない）

経済的にできない

その他の理由でしていない

無回答

n=582

91.2%

1.7%

1.4%

4.5%

1.2%

0.0% 50.0% 100.0%

している

したくない（方針でしない）

経済的にできない

その他の理由でしていない

無回答

n=582

87.5%

2.2%

4.1%

4.5%

1.7%

0.0% 50.0% 100.0%

している

したくない（方針でしない）

経済的にできない

その他の理由でしていない

無回答

n=582

57.6%

5.7%

6.9%

27.8%

2.1%

0.0% 50.0% 100.0%

している

したくない（方針でしない）

経済的にできない

その他の理由でしていない

無回答

n=582

60.3%

0.9%

11.5%

25.8%

1.5%

0.0% 50.0% 100.0%

している

したくない（方針でしない）

経済的にできない

その他の理由でしていない

無回答

n=582
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下記の相談先について、悩んだ時や困った時に相談したことがあるか、相談先として考えられるかお答え

ください。相談したことがある場合は相談結果についてお答えください。（それぞれ１つに○） 
 

悩んだ時や困った時に相談した先として「家族」が最も多く 91.8％、次いで「友人」の 79.9％となって

います。 
 

【相談したことがある】（n=582） 

 

                 その他・・・カウンセラー（3） 

                               主治医（3） 

 

また、相談先として考えられるかについては以下のとおりとなっており、「家族」「友人」とともに「学校

の先生」も相談先として 57.9％の方が「考えられる」と回答しています。 
 

【相談先として考えられるか】（n=582） 

 

 

相談したことがある

91.8%

相談したことがある

79.9%

相談したことがある

23.9%

相談したことがある

35.6%

相談したことがある

8.1%

相談したことがある

5.7%

相談したことがある

2.6%

相談したことがある

9.8%

相談したことがある

2.7%

相談したことがある

55.7%

相談したことがある

16.7%

相談したことがある

2.6%

相談したことはない

5.8%

相談したことはない

16.2%

相談したことはない

69.9%

相談したことはない

58.6%

相談したことはない

85.6%

相談したことはない

87.8%

相談したことはない

90.7%

相談したことはない

83.3%

相談したことはない

90.2%

相談したことはない

39.2%

相談したことはない

76.6%

相談したことはない

90.4%

無回答

2.4%

無回答

4.0%
無回答

6.2%

無回答

5.8%

無回答

6.4%

無回答

6.5%

無回答

6.7%

無回答

6.9%

無回答

7.0%

無回答

5.2%

無回答

6.7%

無回答

7.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

家族

友人

近所の人

親戚

子ども家庭支援センター

教育相談所

児童発達支援センター「きらり」

保健センター

児童相談所

学校の先生

スクールカウンセラー・スクールソーシャルワーカー

児童館

考えられる

79.2%

考えられる

73.5%

考えられる

24.4%

考えられる

38.5%

考えられる

31.4%

考えられる

28.9%

考えられる

21.0%

考えられる

26.5%

考えられる

23.2%

考えられる

57.9%

考えられる

43.3%

考えられる

12.2%

考えられない

2.1%

考えられない

8.9%

考えられない

51.2%

考えられない

39.0%

考えられない

38.8%

考えられない

40.9%

考えられない

46.7%

考えられない

43.1%

考えられない

44.2%

考えられない

16.8%

考えられない

28.9%

考えられない

56.7%

無回答

18.7%

無回答

17.5%

無回答

24.4%

無回答

22.5%

無回答

29.7%

無回答

30.2%

無回答

32.0%

無回答

30.4%

無回答

32.6%

無回答

25.3%

無回答

27.8%

無回答

31.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

家族

友人

近所の人

親戚

子ども家庭支援センター

教育相談所

児童発達支援センター「きらり」

保健センター

児童相談所

学校の先生

スクールカウンセラー・スクールソーシャルワーカー

児童館
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また、相談結果については以下のとおりとなっており、「ほっとした」と回答した方の割合が「児童館」で

高くなっています。 
 

【相談結果】 

【家 族】                    【友 人】  

 

【近所の人】                   【親 戚】 

 

【子ども家庭支援センター】               【教育相談所】 

 

【児童発達支援センター「きらり」】             【保健センター】 

 

【児童相談所】                  【学校の先生】 

 

【スクールカウンセラー・スクールソーシャルワーカー】       【児童館】 

 

  

51.1%

47.9%

9.4%

5.1%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

ほっとした

解決の糸口を見つけた

解決しなかった

無回答

n=534

67.6%

33.8%

5.0%

5.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

ほっとした

解決の糸口を見つけた

解決しなかった

無回答

n=139

46.8%

46.8%

14.9%

6.4%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

ほっとした

解決の糸口を見つけた

解決しなかった

無回答

n=47

26.7%

46.7%

20.0%

13.3%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

ほっとした

解決の糸口を見つけた

解決しなかった

無回答

n=15

0.0%

68.8%

18.8%

12.5%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%100.0%

ほっとした

解決の糸口を見つけた

解決しなかった

無回答

n=16

26.8%

47.4%

26.8%

9.3%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%100.0%

ほっとした

解決の糸口を見つけた

解決しなかった

無回答

n=97

64.5%

40.6%

4.1%

4.5%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

ほっとした

解決の糸口を見つけた

解決しなかった

無回答

n=465

56.0%

43.5%

7.2%

5.3%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

ほっとした

解決の糸口を見つけた

解決しなかった

無回答

n=207

30.3%

45.5%

18.2%

12.1%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

ほっとした

解決の糸口を見つけた

解決しなかった

無回答

n=33

50.9%

35.1%

10.5%

7.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

ほっとした

解決の糸口を見つけた

解決しなかった

無回答

n=57

33.6%

45.4%

17.9%

10.8%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

ほっとした

解決の糸口を見つけた

解決しなかった

無回答

n=324

73.3%

46.7%

26.7%

6.7%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

ほっとした

解決の糸口を見つけた

解決しなかった

無回答

n=15
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子育て（教育を含む）をする上で、周囲（身近な人、市役所など）からどのようなサポートがあればよい

とお考えでしょうか。ご自由にお書きください。 

 

サポートとして「気軽に話ができる機会があるとよい」というご意見が多く、同じ世代や境遇の方、近所

の方同士で気軽に話ができ、そこから情報を得るなどができればよいという意見が多く見られています。 

また相談の環境として気軽に相談できる、メールや SNS などを活用して相談できるような環境作りが求

められています。またこれらの相談や支援について情報を確実に伝えてほしいといったことも意見として多

くなっています。 

気軽に話ができる機会の提供 

 話をしっかり聞いてもらえる場がほしい（10） 

 同じ境遇や同じ世代で交流し話ができる機会がほしい（8） 

 近所の人で気軽に話せる人がいるとよい（6） 

 別の観点から、気軽に話ができる場がほしい（２） 

 定期的に家に来てもらい、話す時間を作ってほしい（２） 

 

28 

相談しやすい環境の整備 

 もう少し気軽に学習面や友人関係の悩みを相談できる場（メール、SNS などの活用）

が欲しい（12） 

 実際にあった相談例や解決した事例や、ささいな悩みの具体例を示してほしい（３） 

 スクールカウンセラーが毎日１名は居るべき（３） 

 市報などの隅に相談コーナーなど投書できるように、定期的にアンケートを行う（２） 

 病気（起立性調節障害）に対して理解ある相談先がほしい（１） 

 

25 

情報の提供・情報の発信 

 相談窓口や子育て支援に関する情報をもっと提供してほしい（4） 

 補助金の情報などお金に関する情報をもっと提供してほしい（3） 

 進路についての情報、塾に関する情報をもっと提供してほしい（3） 

 

15 

教育に関する費用の援助 

 教育にかかる費用の負担を減らしてほしい（13） 

 教育費用の無償化を行ってほしい（2） 

 

15 

勉強のサポート 

 大学生や若い方達からの勉強のサポートを行ってほしい（3） 

 子ども達が気軽に行ける勉強をサポートして貰える場所があるとよい（２） 

 

6 

自習スペースなど子供の居場所の確保 

 気軽に利用できるような、安全で快適な自習スペースがあるとよい（3） 

 屋内で自由に遊んだり勉強できるところがあったらよい（3） 

 

6 

預かり、見守り、家事支援 

 共働きのため、夏休みなど長期休暇時などに食事を提供してくれる場あればと思う

（3） 

 家事のサポートや子ども送り迎えをしてくれるとよい（2） 

 

6 

医療費の補助 

 子ども手当や医療費の負担など、18 才までに引き上げていただけるとありがたい（4） 

 医療費の無償化（1） 

 

5 

  



第２章 調査結果 

100 

 

４ 小金井市子どもの権利に関する条例について 

 

「小金井市子どもの権利に関する条例」を知っていますか。（１つに○） 

 

「小金井市子どもの権利に関する条例」につ

いて、「内容もよく知っている」「知っている」と

回答した方が 18.0％となり、認知率については

約 2 割となっています。また平成 25 年度調査

と比較すると、「知らない」と回答した方の割合

が 6.2%減少しています。 

 

 

 

 

また、「小金井市子どもの権利に関する条例」

を最初に知った場所として、「学校」が最も多く

44.8％となっており、次いで「市報や市のホー

ムページ」が 30.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

ふだんの生活の中で「守られていない」、「満たされていない」子どもの権利は何だと思いますか。（あては

まるものすべてに○） 

 

ふだんの生活の中で「守られていない」、「満たされていない」と思う子どもの権利について、「家の事情を

心配せずに、行きたい高校・大学等へ進学できること」が最も多く 42.6％となっています。 

 

その他・・・特になし（8） 

20.3%

16.5%

25.9%

34.5%

17.9%

17.7%

24.2%

7.6%

18.4%

28.2%

42.6%

29.0%

12.0%

1.7%

18.9%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

自分の意見をきちんと言えること

安心できる場所で休む時間を持てること

自由に遊ぶこと

暴力や言葉や態度で傷つけられないこと

男の子、女の子で差別されないこと

出身国や肌の色で差別されないこと

学校で分かりやすく教えてもらうこと

自由にグループをつくり、集まれること

自分のやりたいこと（スポーツ・音楽・ファッション・趣味など）に取り組める
こと

子どもの出した意見がきちんと尊重されること

家の事情を心配せずに、行きたい高校・大学等へ進学できること

障がいのある子どもが差別されないこと

家族と一緒に仲良く暮らすこと

その他

無回答

n=582

44.8%

0.0%

7.6%

30.5%

5.7%

5.7%

5.7%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

学校で

家族から

友人・知人から

市報や市のホームページ等から

どこで聞いたのか忘れたが知っている

その他

無回答

n=105

内容もよく知っ

ている

3.0%

内容もよく知っ

ている

2.9%

知っている

14.6%

知っている

15.1%

言葉は聞いたこ

とがある

37.4%

言葉は聞いたこ

とがある

41.9%

知らない

43.3%

知らない

37.1%

無回答

1.7%

無回答

2.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成25年度

（n=663）

平成30年度

（n=582）
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５ 小金井市の子育て環境や子育て支援施策全般について 

 

小金井市の子育ての環境や支援への満足度について、お答えください。（１つに○） 

 

小金井市の子育ての環境や支援について「満

足」「やや満足」と回答した方について 28.3％

となっています。 

 

 

 

 

 

小金井市で実施している子育て支援策について、どこから情報収集していますか。（あてはまるものすべて

に○） 

 

子育て支援策に関する情報の入手先として

「市報こがねい」が最も多く 84.5％となり、次

いで「保育園・幼稚園・学校等からの連絡」が

27.8％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

                            その他・・・情報収集していない（10） 

  

満足

4.1%
やや満足

24.2%

どちらともいえ

ない

43.0%

やや不満

16.3%

不満

8.9%

無回答

3.4%

n=582

84.5%

19.6%

6.9%

2.2%

27.8%

6.0%

1.9%

19.6%

1.7%

5.0%

0.0% 50.0% 100.0%

市報こがねい

市ホームページ

市の冊子（「小金井市みんなで子育て応援

ブック「のびのびこがねいっ子」」等）

市役所窓口担当

保育園・幼稚園・学校等からの連絡

インターネット（市ホームページを除く）

ＳＮＳ（ｆａｃｅｂｏｏｋ、ＬＩＮＥ等）

知人友人

その他

無回答

n=582



第２章 調査結果 

102 

 

下記の小金井市の施策について、知っているか、利用したことがあるかお答えください。また、利用した

ことがない場合は、今後利用したいかお答えください。（１つに○） 

 

各事業の認知度について以下のとおりとなっており、「義務教育就学児医療費助成」が 82.3％、「就学援助

制度」が 80.2％と高くなっています。一方、「ひとり親家庭高等学校卒業程度認定試験合格支援給付金」が

19.9％、「母子家庭及び父子家庭高等職業訓練促進給付金」21.6％「母子及び父子福祉資金貸付事業」が

19.8％と認知度が低くなっています。 

 

【知っている】（n=582） 

 

 

各事業の利用率について以下のとおりとなっており、「義務教育就学児医療費助成」が 47.2％と高い利用

率となっています。 

 

【これまでに利用したことがあるか】 

 

  

知っている

80.2%

知っている

82.3%

知っている

62.2%

知っている

63.9%

知っている

31.6%

知っている

24.6%

知っている

21.6%

知っている

19.9%

知っている

19.8%

知らない

13.2%

知らない

11.0%

知らない

27.3%

知らない

25.3%

知らない

56.9%

知らない

63.7%

知らない

66.7%

知らない

68.2%

知らない

68.4%

無回答

6.5%

無回答

6.7%

無回答

10.5%

無回答

10.8%

無回答

11.5%

無回答

11.7%

無回答

11.7%

無回答

11.9%

無回答

11.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学援助制度

義務教育就学児医療費助成

児童育成手当

児童扶養手当

母子家庭及び父子家庭自立支援教育訓練給付金

母子・父子自立支援プログラム策定事業

母子家庭及び父子家庭高等職業訓練促進給付金

ひとり親家庭高等学校卒業程度認定試験合格支援給付金

母子及び父子福祉資金貸付事業

利用したことがある

15.4%

利用したことがある

47.2%

利用したことがある

16.0%

利用したことがある

13.2%

利用したことがある

2.7%

利用したことがある

0.0%

利用したことがある

0.0%

利用したことがある

0.0%

利用したことがある

0.0%

利用したことがない

76.9%

利用したことがない

47.4%

利用したことがない

75.4%

利用したことがない

77.2%

利用したことがない

90.8%

利用したことがない

94.4%

利用したことがない

96.0%

利用したことがない

95.7%

利用したことがない

90.4%

無回答

7.7%

無回答

5.4%

無回答

8.6%

無回答

9.7%

無回答

6.5%

無回答

5.6%

無回答

4.0%

無回答

4.3%

無回答

9.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学援助制度（n=467）

義務教育就学児医療費助成（n=479）

児童育成手当（n=362）

児童扶養手当（n=372）

母子家庭及び父子家庭自立支援教育訓練給付金（n=184）

母子・父子自立支援プログラム策定事業（n=143）

母子家庭及び父子家庭高等職業訓練促進給付金（n=126）

ひとり親家庭高等学校卒業程度認定試験合格支援給付金（n=116）

母子及び父子福祉資金貸付事業（n=115）
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今は利用していないが、今後利用したいかについては「就学援助制度」が 19.8％、「義務教育就学児医療

費助成」が 16.3％となっています。 

 

【今後利用したいか】 

 

  

今後利用したい

19.8%

今後利用したい

16.3%

今後利用したい

8.8%

今後利用したい

10.1%

今後利用したい

10.8%

今後利用したい

11.1%

今後利用したい

13.2%

今後利用したい

9.0%

今後利用したい

13.5%

今後も利用しない

46.5%

今後も利用しない

60.4%

今後も利用しない

50.2%

今後も利用しない

28.6%

今後も利用しない

49.1%

今後も利用しない

45.2%

今後も利用しない

44.6%

今後も利用しない

46.8%

今後も利用しない

44.2%

無回答

33.7%

無回答

23.3%

無回答

41.0%

無回答

61.3%

無回答

40.1%

無回答

43.7%

無回答

42.1%

無回答

44.1%

無回答

42.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学援助制度（n=359）

義務教育就学児医療費助成（n=227）

児童育成手当（n=273）

児童扶養手当（n=287）

母子家庭及び父子家庭自立支援教育訓練給付金（n=167）

母子・父子自立支援プログラム策定事業（n=135）

母子家庭及び父子家庭高等職業訓練促進給付金（n=121）

ひとり親家庭高等学校卒業程度認定試験合格支援給付金（n=111）

母子及び父子福祉資金貸付事業（n=104）
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子ども・子育て支援に関して小金井市や地域で充実してほしいことはありますか。（３つまでに○） 

 

子ども・子育て支援に関して小金井市や地域で充実してほしいこととして「経済的負担を軽減する」が最

も多く 48.3％となっています。次いで「子どもが安心して学べる環境をつくる」が 30.1％、「子どもへの

虐待や犯罪を防止する」が 26.5％となっています。 

 

          その他・・・図書館の充実（7） 

  

8.6%

8.2%

26.5%

14.8%

21.3%

48.3%

4.5%

13.6%

8.9%

11.2%

13.6%

5.2%

11.3%

30.1%

8.9%

21.8%

18.9%

5.7%

7.9%

16.7%

2.9%

5.5%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

子どもの権利を尊重する社会環境づくりを進める

子どもの社会参加を推進し、意見の表明など子どもの自己実現を応援する

子どもへの虐待や犯罪を防止する

自立を育む体験活動を応援する

子どもの居場所と交流の場を充実する

経済的負担を軽減する

母子保健事業を充実する

子育ちや子育てに関する相談、情報提供、学習機会を充実させ、支援を強める

子育てしやすい職場環境を目指して、情報提供と支援に取り組む

ひとり親家庭を支援する

障がいや特別な配慮が必要な子どもと家庭を支援する

外国籍の子どもと家庭を支援する

家庭での子育ち、子育てが困難な場合にきめ細やかな支援をする

子どもが安心して学べる環境をつくる

子どもが地域の一員となるための学習と交流の場をつくる

子育ち、子育てしやすい生活環境等を整備する

地域の緑と環境を守る

地域の子育てネットワークを整備する

男女がともに子育てと社会参加できる環境をつくり、ワーク・ライフ・バランス
を目指す

地域の公共施設の活用を進める

その他

無回答

n=582
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Ⅳ.  中学校・高校年代の青少年調査 

 

１ 回答者属性 

 

お住まいの地区はどこですか。（１つに○） 

 

アンケート回答者のお住まいの地区割合は右

のとおりとなり、平成 30 年 12 月 1 日現在の

住民基本台帳による 13 歳から 18 歳の地区別

人口割合と比較すると、「緑町」並びに「貫井南

町」からの回答割合が他地区と比較して高くな

っています。 

 

 

 

 

＜参考＞ 

住民基本台帳による町別（13 歳～18 歳）人口 （平成 30 年 12 月 1 日現在） 

町 名 東町 梶野町 関野町 緑町 中町 前原町 本町 桜町 貫井北町 貫井南町 合 計 

13～18 歳 

人口（人） 
694 535 51 879 595 718 867 196 613 731 5,879 

割合（%） 11.8% 9.1% 0.9% 15.0% 10.1% 12.2% 14.7% 3.3% 10.4% 12.4% 100.0％ 

（出典）小金井市ホームページ 市勢データ世帯と人口 平成 30 年 12 月 1 日現在 町丁別年齢別人口より 
割合は独自計算 

 

性別を答えてください。（１つに○） 

 

アンケート回答者の性別割合は右のとおりと

なり、平成 30 年 12 月 1 日現在の住民基本台

帳による 13 歳から 18 歳の性別人口割合と比

較すると「女性」からの回答割合が高くなってい

ます。 

 

 

 

＜参考＞ 

住民基本台帳による性別（13 歳～18 歳）人口 （平成 30 年 12 月 1 日現在） 

 

 

 

 
（出典）小金井市ホームページ 市勢データ世帯と人口 平成 30 年 12 月 1 日現在 町丁別年齢別人口より 

割合は独自計算 

  

性 別 男 性 女 性 合 計 

13～18 歳 

人口（人） 
3079 2875 5954 

割合（%） 51.7% 48.3% 100.0% 

男性

43.8%女性

55.7%

無回答

0.5%

n=395

11.9%

8.6%

0.5%

17.7%

9.1% 9.4%

13.4%

3.8%

10.6%

14.7%

0.3%

0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

20.0% アンケート回答者

住民基本台帳人口
n=395
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生年月を記入してください。（数字を記入）（平成 30 年 12 月 1 日現在） 

 

アンケート回答者の年齢割合は右のとおりと

なっています。 

 

 

 

 

 

＜参考＞ 

住民基本台帳による年齢別人口 （平成 30 年 12 月 1 日現在） 

年 齢 13 歳 14 歳 15 歳 16 歳 17 歳 18 歳 合 計 

人口

（人） 
975 993 964 959 953 935 5,779 

割合

（%） 
14.7% 15.0% 14.6% 14.5% 14.4% 14.1% 100.0％ 

（出典）小金井市ホームページ 市勢データ世帯と人口 平成 30 年 12 月 1 日現在 町丁別年齢別人口より 

割合は独自計算    

 

どなたと同居していますか。（あてはまるものすべてに○） 

 

同居している方について「母親」が 98.5％、

「父親」が 87.8％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校に通っていますか。働いていますか。（あてはまるものすべてに○） 

 

アンケート回答者の就学・就労状況について、

「学校に通っている」方の割合は 97.5％、働い

ている方の割合は 4.8％となっています。 

 

 

 

 

 

  

13歳

11.6%

14歳

21.3%

15歳

16.5%
16歳

12.7%

17歳

18.7%

18歳

15.4%

無回答

3.8%

n=395

98.5%

87.8%

78.2%

4.8%

9.1%

2.0%

0.8%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

母親

父親

兄弟・姉妹

祖父

祖母

その他

無回答

n=395

97.5%

0.8%

0.0%

4.8%

0.8%

0.8%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%100.0%

学校に通っている

学校に所属しているが通っていない

働いている（フルタイム）

働いている（パートタイム、アルバイト）

その他

無回答

n=395
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２ 同居している家族の就労状況について 

 

同居している家族のうち、フルタイムまたはパートタイム・アルバイトで働いている方はどなたですか。

（それぞれ１つに○） 

 

フルタイムまたはパートタイム・アルバイトで働いている同居している家族について、「父親」が 86.1％、

「母親」が 30.4％に方についてフルタイムで働いており、「母親」は 46.6％の方がパートタイムで働いて

います。 

【フルタイム】               【パートタイム・アルバイト】 

 

 

 

 

 なお、母親・父親別での就労状況に置き換えると以下のとおりとなります。 

        【母 親】                      【父 親】 

 

 

  

86.1%

30.4%

4.8%

7.8%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

父親

母親

その他

無回答

n=395

30.4%

46.6%

23.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%100.0%

フルタイム

パートタイム・アルバイト

その他

n=395

0.3%

46.6%

8.6%

47.8%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

父親

母親

その他

無回答

n=395

86.1%

0.3%

13.7%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%100.0%

フルタイム

パートタイム・アルバイト

その他

n=395

その他・・・兄弟・姉妹（14） 

      祖父母（5） 

その他・・・兄弟・姉妹（34） 

      祖父母（3） 
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３ 放課後や休日の過ごし方について 

 

ふだん、放課後や休日をどのように過ごしていますか。過ごし方で一番多いものについて、下の枠内に「ど

こで」「どのように」に分けて具体的に記入してください。 

 

放課後では学校で過ごしていることが最も多く、内容は部活となっています。次いで家で過ごすことが多

く、内容は勉強となっています。また塾で勉強している方も多く見られています。 

また、休日においては家で過ごしていることが最も多く、内容は勉強となっています。次いで学校での部

活、塾での勉強となっています。 

 

【放課後】                    【休 日】 

 

  

  

どこで どのように過ごしている 数  どこで どのように過ごしている 数 

学校 220  家 217 

 部活をしている 183   勉強している 88 

 勉強している 20   ゲームをしている 25 

 友だちと遊んでいる・話している 5   のんびりしている 24 

      テレビを見ている 21 

家 87   寝ている 15 

 勉強している 38   スマホを見ている 10 

 ゲームをしている 12   遊んでいる 7 

 寝ている 8     

 のんびりしている 6  学校 60 

 スマホを見ている 5   部活をしている 60 

 テレビを見ている 4     

    塾  28 

塾 48   勉強している 28 

 勉強している 48     

    グラウンド 12 

バイト先 5   サッカーしている 7 

 働いている 5   野球をしている 5 

       

グラウンド 5  図書館  10 

 サッカーしている 5   勉強している 8 

     読書をしている 2 

       

    バイト先  8 

     働いている 8 
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放課後や休日を過ごすのに、どのような施設や遊び場が家の近所にあるとうれしいですか。（３つまでに○） 

 

放課後や休日を過ごす施設や遊び場について、

「映画館」と回答した方が最も多く 42.0％とな

っています。また、「自習できる施設」と回答し

た方も 35.7％となっており、放課後や休日を過

ごす場として遊び場だけでなく、学習する場に

ついても求められています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                             その他・・・カラオケ（3） 

 

あなたが日ごろ、もっとしたいと思っていることは何ですか。（３つまでに○） 

 

日ごろ、もっとしたいと思っていることとし

て、「友だちと遊ぶこと」が最も多く 48.4％と

なっており、次いで「ゆっくり休むこと」が

39.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

17.5%

35.9%

16.2%

7.8%

19.0%

35.7%

8.9%

5.8%

0.8%

42.0%

3.3%

1.8%

13.4%

33.2%

9.4%

4.3%

3.5%

12.2%

1.5%

3.8%

4.3%

1.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

大きな公園や広場

屋内のスポーツ施設

屋外のスポーツ施設

自然と親しめる空間

本を自由に読める施設

自習できる施設

音楽を自由に練習できる施設

ダンスを練習できる施設

放課後子ども教室（中学生のみ）

映画館

美術館

体験学習施設 ※

大型ゲームセンター

ショッピングセンター

ライブ、コンサート会場

音楽スタジオ

インターネットカフェ

フリースペース

障がいのある生徒が集まれる施設

その他

特にない

無回答

n=395

10.4%

2.5%

48.4%

13.9%

22.8%

15.7%

12.9%

3.5%

30.9%

13.9%

17.7%

16.5%

10.4%

5.3%

6.3%

39.2%

2.3%

2.8%

0.5%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%100.0%

家族と過ごすこと

家族と一緒に食事をとること

友だちと遊ぶこと

勉強をすること

スポーツをすること

本を読むこと

部活動をすること

ボランティア活動や地域活動をすること

趣味の活動をすること

身体を動かすこと

テレビやビデオを見ること

ゲームをすること

インターネットをすること

LINEやメールをすること

仕事やアルバイトをすること

ゆっくり休むこと

その他

特にない

無回答

n=395
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４ 小金井市の事業や施設について 

 

下記のサービスや事業について、知っているか、これまでに利用したことがあるか答えてください。また、

利用したことがある場合は今後も利用したいか答えてください。（１つに○） 
 
各事業の認知度について以下のとおりとなっており、「市立清里山荘の自然体験教室」が 44.8％と最も高

く、次いで「保育園・児童館のボランティア」が 33.9％となっている一方、「ぷれいす HIGAJI」が 6.6％、

「Space@ヌクイ」が 7.8％と認知度が低くなっています。 
 

【知っている】（n=395） 

 

 

各事業の利用率について以下のとおりとなっており、「図書館のヤングアダルトコーナー」が 67.0％と高

い利用率となっている一方、「貫井南児童館のバンドスタジオ」が 15.8％と利用率が低くなっています。 
 

【これまでに利用したことがあるか】 

 

知っている

24.8%

知っている

44.8%

知っている

24.3%

知っている

23.0%

知っている

33.9%

知っている

29.1%

知っている

7.8%

知っている

6.6%

知っている

9.6%

知っている

16.7%

知らない

73.4%

知らない

53.7%

知らない

73.7%

知らない

74.9%

知らない

63.8%

知らない

68.4%

知らない

90.1%

知らない

91.4%

知らない

88.4%

知らない

77.2%

無回答

1.8%

無回答

1.5%

無回答

2.0%

無回答

2.0%

無回答

2.3%

無回答

2.5%

無回答

2.0%

無回答

2.0%

無回答

2.0%

無回答

6.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

公民館の子ども体験講座

市立清里山荘の自然体験教室

土曜スポーツクラブ

図書館のヤングアダルトコーナー

保育園・児童館のボランティア

夏期クラブ、わんぱく団のボランティア

Space@ヌクイ

ぷれいすHIGAJI

貫井南児童館のバンドスタジオ

放課後子ども教室（中学生のみ)

利用したことがある

41.8%

利用したことがある

63.3%

利用したことがある

29.2%

利用したことがある

67.0%

利用したことがある

37.3%

利用したことがある

37.4%

利用したことがある

32.3%

利用したことがある

34.6%

利用したことがある

15.8%

利用したことがある

19.7%

利用したことがない

46.9%

利用したことがない

32.8%

利用したことがない

65.6%

利用したことがない

26.4%

利用したことがない

57.5%

利用したことがない

55.7%

利用したことがない

58.1%

利用したことがない

61.5%

利用したことがない

78.9%

利用したことがない

71.2%

無回答

11.2%

無回答

4.0%

無回答

5.2%

無回答

6.6%

無回答

5.2%

無回答

7.0%

無回答

9.7%

無回答

3.8%

無回答

5.3%

無回答

9.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

公民館の子ども体験講座（n=98）

市立清里山荘の自然体験教室（n=177）

土曜スポーツクラブ（n=96）

図書館のヤングアダルトコーナー（n=91）

保育園・児童館のボランティア（n=134）

夏期クラブ、わんぱく団のボランティア（n=115）

Space@ヌクイ（n=31）

ぷれいすHIGAJI（n=26）

貫井南児童館のバンドスタジオ（n=38）

放課後子ども教室（中学生のみ)（n=66）



第２章 調査結果 

111 

 

各事業の今後の利用意向について以下のとおりとなっており、「ぷれいす HIGAJI」が 88.9％、「Space@

ヌクイ」が 80.0％と、再度の利用希望率が高くなっています。 
 

【今後も利用したいか】 

 

 

下記の施設について、知っているか、これまでに利用したことがあるか答えてください。また利用したこ

とがある場合は満足したか、今後も利用したいか答えてください。（１つに○） 
 

各施設の認知度について以下のとおりとなっており、「公園・広場」「図書館」「総合体育館」の高い認知度

と同等に「小金井宮地楽器ホール」の認知度が 88.6％、約 9 割と高くなっています。 
 

【知っている】（n=395） 

 

  

今後も利用したい

43.9%

今後も利用したい

49.1%

今後も利用したい

39.3%

今後も利用したい

72.1%

今後も利用したい

66.0%

今後も利用したい

51.2%

今後も利用したい

80.0%

今後も利用したい

88.9%

今後も利用したい

66.7%

今後も利用したい

30.8%

今後は利用しない

46.3%

今後は利用しない

42.0%

今後は利用しない

46.4%

今後は利用しない

16.4%

今後は利用しない

28.0%

今後は利用しない

46.5%

今後は利用しない

20.0%

今後は利用しない

11.1%

今後は利用しない

33.3%

今後は利用しない

69.2%

無回答

9.8%

無回答

8.9%

無回答

14.3%

無回答

11.5%

無回答

6.0%

無回答

2.3%

無回答

0.0%

無回答

0.0%

無回答

0.0%

無回答

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

公民館の子ども体験講座（n=41）

市立清里山荘の自然体験教室（n=112）

土曜スポーツクラブ（n=28）

図書館のヤングアダルトコーナー（n=61）

保育園・児童館のボランティア（n=50）

夏期クラブ、わんぱく団のボランティア（n=43）

Space@ヌクイ（n=10）

ぷれいすHIGAJI（n=9）

貫井南児童館のバンドスタジオ（n=6）

放課後子ども教室（中学生のみ)（n=13）

知っている

96.2%

知っている

86.6%

知っている

72.2%

知っている

93.7%

知っている

88.6%

知っている

45.3%

知っている

60.5%

知っている

74.2%

知っている

80.0%

知っている

27.8%

知っている

9.4%

知らない

1.8%

知らない

11.6%

知らない

25.6%

知らない

3.8%

知らない

9.4%

知らない

53.2%

知らない

37.5%

知らない

23.3%

知らない

17.7%

知らない

69.6%

知らない

88.4%

無回答

2.0%

無回答

1.8%

無回答

2.3%

無回答

2.5%

無回答

2.0%

無回答

1.5%

無回答

2.0%

無回答

2.5%

無回答

2.3%

無回答

2.5%

無回答

2.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

公園・広場

市総合体育館

栗山公園運動センター

図書館

小金井宮地楽器ホール

集会施設

公民館

はけの森美術館

児童館

障害者福祉センター

児童発達支援センター「きらり」
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各施設の利用率について以下のとおりとなっており、「公園・広場」「図書館」「総合体育館」の高い利用率

と同等に「児童館」が 82.3％、「小金井宮地楽器ホール」が 79.7％と約 8 割の利用率となっています。 
 

【これまでに利用したことがあるか】 

 
 

各施設の利用満足度について以下のとおりとなっており、「公園・広場」「図書館」「総合体育館」の高い満

足度と同等に「小金井宮地楽器ホール」が 85.3％、「障害者福祉センター」が 100.0％と、満足度が高くな

っています。 
 

【満足したか】 

 

  

利用したことがある

94.5%

利用したことがある

85.1%

利用したことがある

76.1%

利用したことがある

92.4%

利用したことがある

79.7%

利用したことがある

69.3%

利用したことがある

69.9%

利用したことがある

74.4%

利用したことがある

82.3%

利用したことがある

10.0%

利用したことがある

10.8%

利用したことがない

2.4%

利用したことがない

12.3%

利用したことがない

20.0%

利用したことがない

5.4%

利用したことがない

16.3%

利用したことがない

24.6%

利用したことがない

24.3%

利用したことがない

21.2%

利用したことがない

14.9%

利用したことがない

83.6%

利用したことがない

81.1%

無回答

3.2%

無回答

2.6%

無回答

3.9%

無回答

2.2%

無回答

4.0%

無回答

6.1%

無回答

5.9%

無回答

4.4%

無回答

2.8%

無回答

6.4%

無回答

8.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

公園・広場（n=380）

市総合体育館（n=342）

栗山公園運動センター（n=285）

図書館（n=370）

小金井宮地楽器ホール（n=350）

集会施設（n=179）

公民館（n=239）

はけの森美術館（n=293）

児童館（n=316）

障害者福祉センター（n=110）

児童発達支援センター「きらり」（n=37）

満足した

86.9%

満足した

88.3%

満足した

81.1%

満足した

80.1%

満足した

85.3%

満足した

76.6%

満足した

79.6%

満足した

76.1%

満足した

73.1%

満足した

100.0%

満足した

50.0%

満足しなかった

9.7%

満足しなかった

8.2%

満足しなかった

15.2%

満足しなかった

17.3%

満足しなかった

11.5%

満足しなかった

18.5%

満足しなかった

16.8%

満足しなかった

21.1%

満足しなかった

21.9%

満足しなかった

0.0%

満足しなかった

50.0%

無回答

3.3%

無回答

3.4%

無回答

3.7%

無回答

2.6%

無回答

3.2%

無回答

4.8%

無回答

3.6%

無回答

2.8%

無回答

5.0%

無回答

0.0%

無回答

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

公園・広場（n=359）

市総合体育館（n=291）

栗山公園運動センター（n=217）

図書館（n=342）

小金井宮地楽器ホール（n=279）

集会施設（n=124）

公民館（n=167）

はけの森美術館（n=218）

児童館（n=260）

障害者福祉センター（n=11）

児童発達支援センター「きらり」（n=4）
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各施設の今後の利用意向について以下のとおりとなっており、「公園・広場」「図書館」「総合体育館」の高

い再度の利用意向と同等に「小金井宮地楽器ホール」が 75.6％、「障害者福祉センター」が 81.8％と、利用

意向が高くなっています。 

 

【今後も利用したいか】 

 

 

どの施設の内容を充実してほしいですか。下の枠内に具体的に記入してください。 

 

 施設で充実してほしいこととして、図書館の自習スペースを増やしてほしいが最も多くなっています。ま

た、小金井宮地楽器ホール、公民館についても自習スペースを増やしてほしいとの要望が多くなっています。

また図書館では本の数や種類も増やしてほしいということも多くなっています。公園、市総合体育館、スポ

ーツ施設ではいろいろなスポーツができるようにしてほしい、特に公園においてはサッカーや野球、バスケ

ットなど球技ができるようにしてほしいとの要望が見られています。 

今後も利用したい

82.5%

今後も利用したい

81.8%

今後も利用したい

69.6%

今後も利用したい

81.3%

今後も利用したい

75.6%

今後も利用したい

64.5%

今後も利用したい

64.7%

今後も利用したい

52.3%

今後も利用したい

43.1%

今後も利用したい

81.8%

今後も利用したい

25.0%

今後は利用しない

11.4%

今後は利用しない

11.7%

今後は利用しない

23.0%

今後は利用しない

12.9%

今後は利用しない

17.6%

今後は利用しない

27.4%

今後は利用しない

28.7%

今後は利用しない

41.3%

今後は利用しない

47.3%

今後は利用しない

0.0%

今後は利用しない

75.0%

無回答

6.1%

無回答

6.5%

無回答

7.4%

無回答

5.8%

無回答

6.8%

無回答

8.1%

無回答

6.6%

無回答

6.4%

無回答

9.6%

無回答

18.2%

無回答

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

公園・広場（n=359）

市総合体育館（n=291）

栗山公園運動センター（n=217）

図書館（n=342）

小金井宮地楽器ホール（n=279）

集会施設（n=124）

公民館（n=167）

はけの森美術館（n=218）

児童館（n=260）

障害者福祉センター（n=11）

児童発達支援センター「きらり」（n=4）

施設名 充実してほしいこと 数  施設名 充実してほしいこと 数 

図書館 101  スポーツ施設 19 

 自習スペースを増やしてほしい 48   色々なスポーツができるようにしてほしい 5 

 本の数・種類を増やしてほしい 32     

 席を増やしてほしい 3  小金井宮地楽器ホール 19 

 開館時間を延ばしてほしい 3   自習スペースを増やしてほしい 19 

        

公園 50  児童館 14 

 色々なスポーツ（球技）ができるようにしてほしい 7   大きくしてほしい 3 

 球技の設備（ゴール）を設置してほしい 5     

 プールを拡充してほしい 4  公民館 13 

 プールをきれいにしてほしい 3   自習スペースを増やしてほしい 9 

 施設をきれいにしてほしい .3     

 トイレをキレイにしてほしい 3  学校 11 

     トイレをきれいにしてほしい 7 

市総合体育館 30        施設をキレイにしてほしい 4 

 色々なスポーツができるようにしてほしい 5     

 施設をキレイにしてほしい 3     

 バドミントンのスペースを広げてほしい 3     
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５ 日々の生活の問題などについて 

 

いじめや虐待、非行、不登校の経験はありますか。（それぞれ、１つに○） 

 

 いじめについて、16.2％の方が受けたことがあると回答し、5.6％の方がしたことがあると回答していま

す。また、虐待については 2.5％の方が経験したことがあると回答し、0.3％の方（1 人）が虐待が今も続い

ていると回答しています。不登校については 5.6％の方が経験したと回答しています。 

 

【いじめを受けたこと】             【いじめをしたこと】 

 

【虐待を受けたこと】                    【非 行】 

 

 

 

 

【不登校】 

 

【虐待を受けたこと】   

 

 

 

下記の相談先について、悩んだ時や困った時に相談したことがあるか、相談先として考えられるか答えて

ください。また、相談したことがある場合は相談結果について答えてください。（１つに○） 

 

相談先ごとの相談の経験について以下のとおりとなっており、「家族」とともに「学校の友人・先輩・後輩」

が相談先として多くなっています。 

 

【相談したことがある】（n=395） 

 

16.2%

0.0%

82.5%

1.3%

0.0% 50.0% 100.0%

以前経験した

現在も続いている

経験はない

無回答

n=395

相談したことがある

74.4%

相談したことがある

45.1%

相談したことがある

1.5%

相談したことがある

11.9%

相談したことがある

58.5%

相談したことがある

40.8%

相談したことがある

14.4%

相談したことはない

22.0%

相談したことはない

48.9%

相談したことはない

92.4%

相談したことはない

82.0%

相談したことはない

35.4%

相談したことはない

52.9%

相談したことはない

79.2%

無回答

3.5%

無回答

6.1%

無回答

6.1%

無回答

6.1%

無回答

6.1%

無回答

6.3%

無回答

6.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

家族

友人（学校以外の友人）

近所の人

親戚

学校の友人・先輩・後輩

学校の先生

スクールカウンセラー・スクールソーシャルワーカー

5.6%

0.0%

93.4%

1.0%

0.0% 50.0% 100.0%

以前経験した

現在も続いている

経験はない

無回答

n=395

2.5%

0.3%

96.2%

1.0%

0.0% 50.0% 100.0%

以前経験した

現在も続いている

経験はない

無回答

n=395 0.5%

0.0%

98.7%

0.8%

0.0% 50.0% 100.0%

以前経験した

現在も続いている

経験はない

無回答

n=395

5.6%

1.0%

92.7%

0.8%

0.0% 50.0% 100.0%

以前経験した

現在も続いている

経験はない

無回答

n=395
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また、相談先として考えられるかについては以下のとおりとなっており、相談の経験同様に「家族」「学校

の友人・先輩・後輩」が相談先として考えられるとした回答が多くなっています。 
 
【相談先として考えられるか】（n=395） 

 
 

また、相談先ごとの相談結果ついては以下のとおりとなっており、「解決の糸口を見つけた」としては「学

校の先生」が最も多く 44.1％となっています。 
 

【相談結果】 

 
 

悩みごとや困ったことがある場合、次のような相談する場所があることを知っていますか。（あてはまるも

のすべてに○） 

 

 相談する場所の認知度について、「スクールカ

ウンセラー・スクールソーシャルワーカー」の認

知度は高く 82.3％となっています。また、平成

25 年度調査と比較しても相談場所の認知度に

大きな変化は見られていません。 

 

 

 

 

 

 

  

考えられる

76.5%

考えられる

55.7%

考えられる

5.8%

考えられる

23.0%

考えられる

63.3%

考えられる

50.1%

考えられる

34.9%

考えられない

9.4%

考えられない

24.6%

考えられない

68.6%

考えられない

52.2%

考えられない

17.2%

考えられない

27.3%

考えられない

39.7%

無回答

14.2%

無回答

19.7%

無回答

25.6%

無回答

24.8%

無回答

19.5%

無回答

22.5%

無回答

25.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

家族

友人（学校以外の友人）

近所の人

親戚

学校の友人・先輩・後輩

学校の先生

スクールカウンセラー・スクールソーシャルワーカー

ほっとした

46.6%

ほっとした

64.0%

ほっとした

50.0%

ほっとした

55.3%

ほっとした

58.9%

ほっとした

35.4%

ほっとした

45.6%

解決の糸口を見つけた

38.1%

解決の糸口を見つけた

23.0%

解決の糸口を見つけた

33.3%

解決の糸口を見つけた

36.2%

解決の糸口を見つけた

30.7%

解決の糸口を見つけた

44.1%

解決の糸口を見つけた

21.1%

解決しなかった

6.1%

解決しなかった

2.8%

解決しなかった

0.0%

解決しなかった

6.4%

解決しなかった

0.9%

解決しなかった

10.6%

解決しなかった

21.1%

無回答

9.2%

無回答

10.1%

無回答

16.7%

無回答

2.1%

無回答

9.5%

無回答

9.9%

無回答

12.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

家族（n=294）

友人（学校以外の友人）（n=178）

近所の人（n=6）

親戚（n=47）

学校の友人・先輩・後輩（n=231）

学校の先生（n=161）

スクールカウンセラー・スクールソーシャルワーカー（n=57）

83.7%

17.0%

23.3%

14.4%

35.7%

21.6%

50.5%

0.9%

10.9%

82.3%

18.2%

19.7%

17.2%

39.5%

25.3%

54.7%

0.3%

10.9%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

スクールカウンセラー・スクール

ソーシャルワーカー

子ども家庭支援センター

教育相談所

保健センター

児童相談所

児童館

いろいろな機関の電話相談

その他

無回答

平成25年度（n=459） 平成30年度（n=395）
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うれしいことがあった時、誰に話をしますか。（あてはまるものすべてに○） 

 

うれしいことがあった時の話先について、「家

族」が一番多く 87.8％となり、次いで「学校の

友人・先輩・後輩」となっています。また平成 25

年度調査と比較しても話し相手としての割合に

大きな変化は見られていません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自分がほっとする居場所はありますか。（１つに○） 

 

ほっとする居場所について「ある」「どちらか

というとある」と回答した方は 91.4％となり 9

割以上の方があると回答しています。また平成

25 年度調査と比較すると、「ある」「どちらかと

いうとある」と回答した方の合計割合に大きな

変化は見られていません。 

 

 

 

 

ほっとする居場所を具体的に記入してください。 

 

ほっとする居場所については「自宅」が最も

多く、次いで「自分の部屋」となっています。 

 

 

 

 

  

居場所 数 

自宅 226 

自分の部屋 45 

学校 19 

布団の中 14 

友人 6 

家のトイレ 6 

図書館 5 

部活 5 

お風呂 3 

87.6%

89.5%

15.7%

1.1%

16.1%

2.0%

2.0%

3.9%

1.5%

87.8%

86.1%

14.7%

38.2%

1.0%

13.9%

11.4%

1.8%

0.8%

0.8%

2.3%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%100.0%

家族

学校の友人・先輩・後輩

学校の先生

学校以外の友人・先輩・後輩

スクールカウンセラー・スクールソー

シャルワーカー

SNS、インターネット等での友人

親戚

近所の人

話をする相手がいない

その他

無回答

平成25年度（n=459） 平成30年度（n=395）

ある

72.8%

ある

78.7%

どちらかという

とある

17.6%

どちらかという

とある

12.7%

どちらかとい

うとない

5.0%

どちらかと

いうとない

5.1%

ない

2.2%

ない

1.8%

無回答

2.4%

無回答

1.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成25年度

（n=459）

平成30年度

（n=395）
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６ あなたの健康について 

 

薬物乱用の有害性について知っていますか。（１つに○） 

 

薬物乱用の有害性について「知っている」と回

答した方は 87.3％となっています。また、平成

25 年度調査と比較すると、「知っている」と回

答した方の割合が 10.4％増えており、その有害

性についての認知度が高まっていると考えられ

ます。 

 

 

 

性感染症が体に及ぼす影響について知っていますか。（１つに○） 

 

性感染症が体に及ぼす影響について「知って

いる」と回答した方は 66.6％となっています。

また、平成 25 年度調査と比較すると、「知って

いる」と回答した方の割合が 3. 9％増えており、

その影響についての認知度が高まっていると考

えられます。 

 

 

 

毎日朝食をとっていますか。（１つに○） 

 

朝食について「毎日食べている」と回答した方

は 85.8％となっています。一方、「食べない」

と回答した方は 2.3％となっています。 

 

 

 

 

また、朝食を「食べない」「週に 1～2 日食べ

る」と回答した方について、朝食をあまり食べな

い理由としては、「食欲がわかないから」が最も

多く 64.7％、次いで「時間がないから」が

58.8％となっています。 

 

 

                         その他・・・食べると体調が悪くなる（5） 

  

58.8%

64.7%

47.1%

0.0%

0.0%

5.9%

17.6%

17.6%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

時間がない

食欲がわかない

寝ていたい

ダイエットのため

朝食が用意されていない

自分で用意するのが面倒

その他

無回答

n=17

85.8%

5.8%

3.8%

2.0%

2.3%

0.3%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

毎日食べる

週５～６日食べる

週３～４日食べる

週１～２日食べる

食べない

無回答

n=395

知っている

76.9%

知っている

87.3%

なんとなく知っ

ている

20.3%

なんとなく知っ

ている

11.4%

まったく知

らない

1.5%

まったく知

らない

0.3%

無回答

1.3%

無回答

1.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成25年度

（n=459）

平成30年度

（n=395）

知っている

62.7%

知っている

66.6%

あまり知らない

14.1%

あまり知らない

22.5%

まったく知

らない

3.4%

まったく知

らない

8.4%

無回答

19.8%

無回答

2.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成25年度

（n=459）

平成30年度

（n=395）



第２章 調査結果 

118 

 

平日に 1 日で主食と主菜と副菜のそろった食事をとっていますか。主食と主菜と副菜をとっている食事に

○をつけてください。（あてはまるものすべてに○） 

 

主食と主菜と副菜がそろった食事をする機会

として、「夕食」が最も多く 93.2％となってい

ます。 

 

 

 

 

 

あなたの身長・体重を答えてください。（数字を記入） 
 

【男 性】                      【女 性】 
 

（身 長）                       （身 長） 

 

（体 重）                       （体 重） 

 

 

 

 

 

 
 
 

【13 歳～14 歳】 
 

13 歳～14 歳の方について、日比式肥満度＝

（実測体重(kg) －標準体重(kg)）÷標準体重

(kg)×100 による、それぞれの肥満程度分類に

該当する方の割合は右のとおりとなり、「肥満ぎ

み」「肥満」となっている方については 10.8％

となっています。 

 

 

 

【15 歳～18 歳】 
 

15 歳～18 歳の方について、BMI 値＝体重

(kg) ÷ (身長 m)2 による、それぞれの肥満程度

分類に該当する方の割合は右のとおりとなり、

「肥満」となっている方については 4.8％とな

っています。 

 

0.6%

13.9%

39.9%

40.5%

3.5%

0.0%

1.7%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

149cm以下

150～159cm

160～169cm

170～179cm

180～189cm

190cm以上

無回答

n=173

20.0%

72.4%

4.8%

2.8%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

低体重（18.5未満）

普通体重（18.5〜25未満）

肥満（25以上）

無回答

n=250

10.0%

23.8%

53.8%

8.5%

2.3%

1.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

やせすぎ（-20％未満）

やせぎみ（-20％〜 -10％未満）

普通体重（-10％〜10％未満）

肥満ぎみ（10％〜20％未満）

肥満（20％以上）

無回答

n=130

38.0%

82.0%

93.2%

2.0%

0.8%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

朝食

昼食

夕食

その他

無回答

n=395

4.1%

51.8%

40.9%

1.8%

0.0%

0.0%

1.4%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

149cm以下

150～159cm

160～169cm

170～179cm

180～189cm

190cm以上

無回答

n=220

3.5%

21.4%

42.2%

20.8%

6.9%

2.3%

0.6%

1.7%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

40kg以下

40～49kg

50～59kg

60～69kg

70～79kg

80～89kg

90kg以上

無回答

n=173 2.7%

51.4%

36.8%

4.1%

0.9%

0.9%

0.0%

3.2%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

40kg以下

40～49kg

50～59kg

60～69kg

70～79kg

80～89kg

90kg以上

無回答

n=220
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自身の体型をどう思いますか（１つに○） 

 

自身の体型について、「少しやせている」「やせ

ている」と思うと回答した方の割合は 22.3％、

「少し太っている」「太っている」と思うと回答

した方の割合は 32.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

なお、「少し太っていると思う」「太っていると

思う」と回答した方について、日比式肥満度ある

いは BMI の値による実際の肥満度について見て

みると、「太っている」と思っていても実際に肥

満である方については 15.0％となっています。 

  

7.1%

73.2%

15.0%

4.7%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

低体重

普通体重

肥満

無回答

n=127

44.6%

12.4%

9.9%

20.8%

11.4%

1.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

普通だと思う

少しやせていると思う

やせていると思う

少し太っていると思う

太っていると思う

無回答

n=395
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ふだんの体の調子はどうですか。（あてはまるものすべてに○） 

 

 ふだんの体の調子について「調子はよい」と回

答した方の割合は 55.2％にとどまっており、

「朝すっきり目覚められない」「眠いことが多い」

と回答した方の割合が約 45％となっています。 

 

 

 

 

 

 

なお、朝食を「毎日食べている」「週５～６日食べる」方と「週１～２日食べる」「食べない」方について、

体の調子に関する回答は以下のとおりとなり、朝食を食べない方について「疲れやすい」「イライラすること

が多い」と回答した方の割合が高くなっています。 

 

【朝食を「毎日食べている」「週５～６日食べる」】    【朝食を「週１～２日食べる」「食べない」】 

 

 

睡眠時間はどのくらいですか。（１つに○） 

 

 睡眠時間について「6～7 時間」が最も多く

35.9％となっています。 

 

 

 

 

  

57.5%

8.6%

42.8%

43.6%

33.4%

15.7%

11.6%

1.4%

0.0% 50.0% 100.0%

調子はよい

朝すっきり目覚められる

朝すっきり目覚められない

眠いことが多い

疲れやすい

イライラすることが多い

長い時間立っていることがつらい

無回答

n=362

55.2%

8.4%

44.6%

44.8%

34.2%

17.2%

12.4%

1.3%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

調子はよい

朝すっきり目覚められる

朝すっきり目覚められない

眠いことが多い

疲れやすい

イライラすることが多い

長い時間立っていることがつらい

無回答

n=395

5.6%

30.9%

35.9%

26.3%

1.3%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

５時間以下

５～６時間

６～７時間

７時間以上

無回答

n=395

23.5%

11.8%

52.9%

58.8%

52.9%

35.3%

17.6%

0.0%

0.0% 50.0% 100.0%

調子はよい

朝すっきり目覚められる

朝すっきり目覚められない

眠いことが多い

疲れやすい

イライラすることが多い

長い時間立っていることがつらい

無回答

n=17
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なお、睡眠時間ごとの朝食を食べる頻度は以下のとおりとなり、睡眠時間が短い方について朝食を「毎日

食べる」と回答した方の割合が低くなっています。 

 

【5 時間以下】                  【5～6 時間】 

 

【6～7 時間】                  【7 時間以上】 

 

 

また、睡眠時間別の体の調子に関する回答は以下のとおりとなり、睡眠時間が「5 時間以下」の方につい

て「疲れやすい」「イライラすることが多い」と回答した方の割合が高くなっています。 

 

【5 時間以下】                  【5～6 時間】 

 

【6～7 時間】                  【7 時間以上】 

  

54.5%

22.7%

13.6%

4.5%

4.5%

0.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

毎日食べる

週５～６日食べる

週３～４日食べる

週１～２日食べる

食べない

無回答

n=22

88.7%

8.5%

1.4%

0.7%

0.7%

0.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

毎日食べる

週５～６日食べる

週３～４日食べる

週１～２日食べる

食べない

無回答

n=142

31.8%

0.0%

54.5%

54.5%

40.9%

40.9%

31.8%

4.5%

0.0% 50.0% 100.0%

調子はよい

朝すっきり目覚められる

朝すっきり目覚められない

眠いことが多い

疲れやすい

イライラすることが多い

長い時間立っていることがつらい

無回答

n=22

62.0%

7.7%

45.8%

40.1%

34.5%

14.8%

6.3%

0.7%

0.0% 50.0% 100.0%

調子はよい

朝すっきり目覚められる

朝すっきり目覚められない

眠いことが多い

疲れやすい

イライラすることが多い

長い時間立っていることがつらい

無回答

n=142

91.3%

1.0%

1.9%

1.9%

2.9%

1.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

毎日食べる

週５～６日食べる

週３～４日食べる

週１～２日食べる

食べない

無回答

n=104

45.9%

3.3%

53.3%

52.5%

35.2%

15.6%

13.1%

0.0%

0.0% 50.0% 100.0%

調子はよい

朝すっきり目覚められる

朝すっきり目覚められない

眠いことが多い

疲れやすい

イライラすることが多い

長い時間立っていることがつらい

無回答

n=122

63.5%

16.3%

31.7%

40.4%

31.7%

18.3%

16.3%

1.0%

0.0% 50.0% 100.0%

調子はよい

朝すっきり目覚められる

朝すっきり目覚められない

眠いことが多い

疲れやすい

イライラすることが多い

長い時間立っていることがつらい

無回答

n=104

82.8%

4.1%

6.6%

3.3%

3.3%

0.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

毎日食べる

週５～６日食べる

週３～４日食べる

週１～２日食べる

食べない

無回答

n=122
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７ 異世代交流について 

 

下記の異世代交流のことについて、最近１年間、どのくらいありましたか。（それぞれ１つに○） 
 

異世代交流に関して「年下の子どもと遊んだこと」については「何度もあった」「少しあった」と回答した

方が 72.7％と 7 割以上となっており、「高齢者と話す機会」についても 69.4％となっています。また、「地

域のお祭りや行事に参加したこと」についても 61.3％となっています。 
 

【異世代交流の機会】（n=395） 

 

 

乳幼児と関わる機会をもちたいと思いますか（１つに○） 
 

乳幼児と関わる機会について「ぜひもちたい」

「できたら、もちたい」と回答した方の割合は

62.8％となっており、6 割以上の方が関わる機

会を持ちたいと回答しています。 

 

 

 

 

 

高齢者と関わる機会をもちたいと思いますか。（１つに○） 
 

高齢者と関わる機会について「ぜひもちたい」

「できたら、もちたい」と回答した方の割合は

52.4％となっており、5 割以上の方が関わる機

会を持ちたいと回答しています。 

 

  

何度もあった

34.2%

何度もあった

22.5%

何度もあった

24.3%

何度もあった

2.3%

何度もあった

2.0%

何度もあった

3.3%

何度もあった

21.5%

何度もあった

5.3%

何度もあった

3.5%

何度もあった

5.3%

少しあった

38.5%

少しあった

32.7%

少しあった

45.1%

少しあった

12.7%

少しあった

8.9%

少しあった

24.8%

少しあった

39.7%

少しあった

14.9%

少しあった

9.6%

少しあった

23.8%

なかった

26.8%

なかった

44.3%

なかった

29.6%

なかった

84.6%

なかった

88.6%

なかった

71.1%

なかった

38.2%

なかった

79.2%

なかった

86.1%

なかった

70.4%

無回答

0.5%

無回答

0.5%

無回答

1.0%

無回答

0.5%

無回答

0.5%

無回答

0.8%

無回答

0.5%

無回答

0.5%

無回答

0.8%

無回答

0.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

年下の子どもと遊んだこと

年下の子どもに勉強やスポーツを教えたこと

高齢者と話す機会

福祉施設や老人会などに出かけて高齢者と話す機会

高齢者を介護した経験

障がいのある人や困っている人を手助けしたこと

地域のお祭りや行事に参加したこと

地域の清掃活動に参加したこと

地域のリサイクル活動に参加したこと

募金活動をしたこと

ぜひもちたい

23.3%

できたら、もちたい

39.5%

どちらかというと、もちたくない

23.5%

まったく、もちたくない

12.4%

無回答

1.3%

n=395

ぜひもちたい

9.9%

できたら、もちたい

42.5%
どちらかというと、もちたくない

32.9%

まったく、もちたくない

13.7%

無回答

1.0%

n=395
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あなたは次のような活動に対する体験の機会があれば、参加したいですか。（それぞれ１つに○） 

 

活動に対する体験の機会について「国際交流体験活動」では「ぜひ参加したい」「参加したい」と回答した

方の割合が 61.5％と 6 割を超えています。また、「ボランティア活動」についても参加意欲が高く 61.0％

と 6 割を超えています。 

 

【活動に対する体験の機会への参加】（n=395） 

 

 

 

  

ぜひ参加したい

18.5%

ぜひ参加したい

12.7%

ぜひ参加したい

18.5%

ぜひ参加したい

16.7%

ぜひ参加したい

17.0%

ぜひ参加したい

26.3%

ぜひ参加したい

19.7%

ぜひ参加したい

7.1%

参加したい

42.5%

参加したい

28.9%

参加したい

40.8%

参加したい

38.7%

参加したい

32.2%

参加したい

35.2%

参加したい

38.5%

参加したい

38.2%

参加したくない

37.5%

参加したくない

56.5%

参加したくない

38.7%

参加したくない

42.0%

参加したくない

49.1%

参加したくない

37.0%

参加したくない

40.3%

参加したくない

51.9%

無回答

1.5%

無回答

2.0%

無回答

2.0%

無回答

2.5%

無回答

1.8%

無回答

1.5%

無回答

1.5%

無回答

2.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ボランティア活動

農林水産業等の体験活動

商店や企業等の職業体験活動

芸術・文化体験活動

科学技術体験活動

国際交流体験活動

乳幼児との交流体験活動

高齢者との交流体験活動
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８ 将来のことについて 

 

将来、つきたい職業はありますか。（１つに○） 

 

将来、つきたい職業が「ある」「ぼんやりだが

ある」と回答した方については 83.8％となり、

将来つきたい職業について 8 割以上の方が思い

描いています。 

 

 

 

 

 

夢を持っていますか。（１つに○） 

 

夢を持っているかについて「持っている」「ぼ

んやりだが持っている」と回答した方について

は 82.8％となり、夢については 8 割以上の方

が持っています。 

 

 

 

進学について決めていますか。（１つに○） 

 

 進学について「進学を希望する」「ぼんやりだ

が進学を希望する」と回答した方の割合は

88.6％と約 9 割の方が進学を希望しています。 

 

 

 

 

 

 

  

ある

39.5%

ぼんやりだがあ

る

44.3%

ない

15.9%

無回答

0.3%

n=395

持っている

43.3%

ぼんやりだが持っている

39.5%

まだ持っていな

い

16.7%

無回答

0.5%

n=395

77.0%

11.6%

7.3%

0.8%

2.0%

1.3%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

進学を希望する

ぼんやりだが進学を希望する

まだ決めていない

ぼんやりだが進学しないと決めている

進学しないと決めている

無回答

n=395
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将来に不安を感じていますか(１つに○)。 

 

将 来 に 不 安 を 感 じ て い る 方 に つ い て は

45.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 また、将来に不安を感じている内容としては

「就職」が最も多く 70.8％となり、次いで「勉

強」「進学」となっています。 

  

感じている

45.1%

わからない

37.2%

感じていない

17.0%

無回答

0.8%

n=395

52.8%

29.2%

67.4%

66.9%

70.8%

56.7%

19.7%

28.1%

30.3%

23.0%

29.2%

32.6%

14.6%

6.2%

0.6%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

生活費や収入

結婚

勉強

進学

就職

仕事

自分の健康

家族の生活や健康

生きがい

孤独や孤立

友人などの人間関係

社会情勢や不況

何となく

その他

無回答

n=178
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９ 小金井市子どもの権利に関する条例について 

 

「小金井市子どもの権利に関する条例」を知っていますか。（１つに○） 

 

「小金井市子どもの権利に関する条例」につ

いて、「内容もよく知っている」「知っている」と

回答した方が 10.8％と、認知率については約 1 

割にとどまっています。また平成 25 年度調査

と比較しても、認知率についてはあまり高まっ

てはいません。 

 

 

 

 

また、「小金井市子どもの権利に関する条例」

を最初に知った場所として、「学校」が最も多く

58.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

あなたが大人に心がけてほしいことはなんですか。（あてはまるものすべてに○） 

 

大人に心がけてほしいこととして「しつこく

いろいろ聞いてこないでほしい」が最も多く

50.6％と半数を超えています。また、「きまりや

約束ごとを一方的に押しつけないでほしい」に

ついても多くなっており 47.1％となっていま

す。 

 

 

58.1%

2.3%

0.0%

11.6%

11.6%

9.3%

0.8%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

学校で

家族から

友だちから

市報や市のホームページ等から

どこで聞いたのか忘れたが知っている

その他

無回答

n=43

26.1%

50.6%

29.9%

36.2%

47.1%

26.8%

34.9%

25.6%

14.2%

38.0%

14.7%

9.1%

8.9%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

話をもっと真剣に聞いてほしい

しつこくいろいろ聞いてこないでほしい

世話を焼きすぎないでほしい

自分のことは自分で考えて決めさせてほしい

きまりや約束ごとを一方的に押しつけないで

ほしい

約束を守ってほしい

友だちやきょうだいと比較しないでほしい

男の子、女の子で対応を変えないでほしい

家族が仲良く、一緒に過ごす時間を増やして

ほしい

自分が自由に使える時間を増やしてほしい

いじめにあったり学校でいやな思いをしない

ように守ってほしい

その他

無回答

n=178

内容もよく知っ

ている

1.1%

内容もよく知っ

ている

3.5%

知っている

6.1%

知っている

7.3%

言葉は聞いたこ

とがある

19.8%

言葉は聞いたこ

とがある

18.2%

知らない

69.9%

知らない

70.4%

無回答

3.1%

無回答

0.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成25年度

（n=459）

平成30年度

（n=395）





 

 

 

 

 


